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忠
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は
じ
め
に

一
生
産
力
展
開
過
程
に
お
け
る
特
徴

付
急
速
な
規
模
拡
大
と
分
解
の
進
展

日
乳
量
の
増
大
と
労
働
生
産
性
の
上
昇

二
当
直
す
る
生
産
カ
問
題
の
一
側
面

付
狭
隆
化
し
つ
つ
あ
る
粗
飼
料
基
盤

同
流
通
飼
料
の
増
加
と
飼
料
効
率
の
低
下

回
繁
殖
障
害
な
ら
び
に
第
死
の
増
大

三
飼
養
管
理
問
題
と
酪
農
生
産
力
の
あ
り
方

け
酪
農
畑
作
農
家
の
飼
養
管
理
問
題

口
酪
農
専
業
農
家
の
飼
養
管
理
問
題

日
飼
養
管
理
労
働
の
量
的
増
大
と
そ
の
重
要
性

側
出
荷
乳
量
規
模
別
に
み
た
産
乳
成
績

伺
地
力
問
題
の
顕
在
化
と
酪
農
生
産
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て

お
わ
り
に
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は

じ

め

に

戦
後
重
化
学
工
業
の
発
展
を
基
軸
に
し
た
高
度
経
済
成
長
の
展
開
過
程

に
お
い
て
、
農
業
・
農
村
は
そ
の
製
品
市
場
と
し
て
、
ま
た
労
働
力
供
給

基
披
あ
る
い
は
土
地
供
給
者
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
、
他
方
で

は
、
工
業
側
か
ら
供
給
さ
れ
る
機
械
、
農
薬
等
の
資
材
を
用
い
て
労
働
生

産
性
を
顕
著
に
高
め
つ
つ
、
多
数
の
農
家
は
兼
業
形
態
(
北
海
道
で
は
離

農
形
態
)
を
主
流
と
し
た
階
層
の
分
化
・
分
解
が
進
展
し
、
大
量
の
労
働

力
を
排
出
し
て
き
た
。
同
時
に
ま
た
、
農
産
物
需
要
構
造
の
変
化
に
も
対

応
し
、
基
本
法
農
政
下
の
選
択
的
拡
大
と
構
造
政
策
の
推
進
の
も
と
で
、

一
部
の
農
家
は
経
営
の
大
規
模
化
、
専
門
化
を
避
け
、
産
地
の
地
域
的
分

化
の
過
程
を
た
ど
っ
た
。
し
か
も
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
開
放
経
済
体
制

を
強
く
迫
ら
れ
る
中
で
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
外
国
農
産
物
輸
入
の

増
大
が
目
覚
ま
し
く
進
展
し
、
米
、
み
か
ん
、
野
菜
以
外
の
耕
種
部
門
の

後
退
、
他
方
で
は
、
飼
料
基
盤
の
弱
い
、
あ
る
い
は
欠
如
し
た
加
工
型
畜

産
の
発
展
と
い
っ
た
ひ
ず
み
を
も
っ
た
農
業
生
産
力
の
展
開
が
特
徴
的
で

(
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あ
っ
た
。

そ
う
し
た
農
業
生
産
力
の
構
造
は
、
七
三
一
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降

の
低
成
長
経
済
下
で
も
基
本
的
な
変
化
は
な
く
、
以
下
の
よ
う
な
事
情
に

よ
っ
て
、
む
し
ろ
問
題
の
深
刻
さ
は
増
大
し
て
い
る
と
い
え
る
。

す
な
わ
ち
、
八

O
年
以
降
の
都
市
勤
労
者
世
帯
の
実
質
所
得
の
低
下
、

一
一
七
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失
業
者
の
増
大
等
に
よ
る
需
要
の
停
滞
、
あ
る
い
は
園
、
地
方
自
治
体
の

財
政
危
機
に
よ
る
価
格
支
持
機
能
の
低
下
な
ど
、
農
業
生
産
の
増
大
の
契

機
が
之
し
く
、
か
つ
ま
た
農
外
収
入
依
存
の
道
も
厳
し
さ
を
増
し
て
き
で

い
る
。そ

し
て
酪
農
に
と
っ
て
そ
れ
以
上
に
問
題
な
の
は
、
近
年
生
乳
換
算
で

二一

ot二
五

O
万
ト
ン
に
も
及
ぶ
乳
製
品
類
輸
入
が
、
低
価
格
原
料
を

目
的
と
し
た
乳
製
品
・
食
品
メ
ー
カ
ー
に
主
導
さ
れ
て
構
造
化
し
て
き
て

お
り
、
し
か
も
そ
れ
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
如
く
に
「
貿
易
摩
擦
」
の
解

消
等
を
理
由
と
し
た
輸
出
産
業
・
海
外
進
出
企
業
に
よ
る
農
産
物
輸
入
圧

力
が
か
つ
て
な
く
強
ま
り
、
さ
ら
に
外
圧
も
加
わ
っ
た
輸
入
圧
下
で
「
過

剰
」
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

(

2

)

 

さ
ら
に
、
牛
乳
・
乳
製
品
自
給
率
、
が
低
下
傾
向
に
あ
る
中
で
、
「
過
剰
」

を
理
由
に
と
ら
れ
て
き
た
計
画
生
産
が
惹
き
起
こ
し
た
諸
問
題
が
あ
り
、

そ
れ
は
一
方
で
は
い
わ
ゆ
る
「
南
北
戦
争
」
等
乳
価
差
と
生
乳
市
場
を
め

ぐ
る
生
産
者
間
の
競
合
、
対
立
的
様
相
を
も
苧
み
、
あ
る
い
は
ま
た
流
通

業
者
に
よ
る
乱
売
等
生
乳
消
費
市
場
の
混
乱
を
も
招
い
て
い
る
。
ま
た
、

「
過
剰
」
を
理
由
と
し
て
生
乳
価
格
の
据
置
き
、
実
質
的
低
下
と
他
方
で

の
飼
料
、
農
機
具
等
の
値
上
が
り
等
に
よ
っ
て
酪
農
経
営
は
悪
化
し
、
負

債
の
重
圧
が
重
な
っ
て
、
融
問
農
危
機
の
様
相
が
顕
著
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
酪
農
近
代
化
計
画
の
下
で
目
覚
し
い
規
模
拡
大
と
産
乳
量

の
培
大
を
実
現
し
な
が
ら
、
い
ま
み
た
特
徴
が
明
白
に
現
わ
れ
て
い
る
北

八

海
道
酪
農
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
生
産
力
の
展
開
過
程
と
経
営
の
到
達
点
、

お
よ
び
生
産
力
的
課
題
な
り
今
後
の
問
題
点
を
検
討
し
た
い
。
そ
の
際
の

分
析
視
角
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
農
業
生
産
力
の
根
底
に
位
置
し
、
本

源
的
要
素
と
も
な
っ
て
い
る
「
地
力
」
お
よ
び
労
働
力
の
維
持
再
生
産
の

(

3
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あ
り
方
と
そ
れ
を
規
定
す
る
条
件
を
重
視
し
、
ま
た
同
時
に
、
酪
農
生
産

力
の
形
成
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
作
用
の
独
自
性
に
つ
い
て
も
注
意
し
た
い

と
思
う
。

と
く
に
酪
農
は
稲
作
と
比
較
し
て
土
地
利
用
、
地
力
再
生
産
方
式
も
異

な
り
、
ま
た
、
多
く
の
労
働
力
(
家
族
協
業
〉
と
多
額
の
資
本
投
下
を
要

し
、
し
か
も
低
い
所
得
率
、
低
い
資
本
回
転
率
と
い
っ
た
経
営
的
特
徴
を

備
え
て
お
り
、
さ
ら
に
ま
た
生
産
力
展
開
を
規
定
す
る
社
会
経
済
的
条
件

も
相
違
し
て
い
る
。
こ
と
に
、
乳
業
資
本
の
蓄
積
様
式
、
そ
の
経
営
展
開

が
生
乳
価
格
の
決
定
、
集
乳
過
程
の
再
編
等
を
通
じ
て
酪
農
生
産
に
多
大

(
4〉

な
影
響
を
与
え
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
北
海
道
は
、
明
治
以
降
積
み
重
ね
ら
れ
た
移
民
と
資
本
投
下
に

よ
っ
て
新
た
に
開
発
、
耕
地
化
さ
れ
、
新
た
な
村
落
社
会
が
多
く
の
流
動
、

変
転
を
伴
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
と
い
う
特
徴
を
備
え
て
い
る
。
そ
し
て

経
済
的
に
は
「
辺
境
」
あ
る
い
は
「
限
界
地
」
的
性
格
が
き
わ
め
て
強
く
、

同
時
に
ま
た
、
三

t
四
年
に
一
度
は
冷
害
に
見
舞
わ
れ
、
通
常
も
絶
え
ず

低
温
に
脅
か
さ
れ
る
厳
し
い
自
然
条
件
の
も
と
で
、
一
毛
作
の
「
寒
地
農

法
」
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
酪
農
は
そ
の
限
界
地
的
な
地
域
に



そ
の
多
く
が
立
地
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
地
域
的
な
特
殊
規
定
性
を
強

く
受
け
ざ
る
を
え
な
い
。

と
こ
ろ
で
こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

当
面
は
、
畑
作
酪
農
地
域
の
事
例
に
依
拠
し
つ
つ
、
北
海
道
の
酪
農
生
産

力
の
現
段
階
の
特
徴
と
問
題
点
に
つ
い
て
、
粗
飼
料
基
盤
の
問
題
と
飼
養

管
理
問
題
に
限
定
し
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

注
(

l

)

こ
の
よ
う
な
展
開
過
程
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
久
野
・
陣

峻
-
東
井
編
『
現
代
日
本
の
農
業
問
題
』
(
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
房
、

一
九
八
二
年
)
、
『
日
本
資
本
主
義
と
農
業
・
農
民
』
(
講
座
『
今

日
の
日
本
資
本
主
義
』
第
八
巻
、
大
月
書
居
、
一
九
八
二
年
)

を
参
照
。

(

2

)

「
過
剰
」
を
め
ぐ
る
議
論
は
多
い
が
、
鈴
木
敏
正
に
よ
る
「
物

的
な
需
給
動
向
の
問
題
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
伴
う
生

産
物
の
価
格
変
化
、
そ
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
各
経
済
主
体
に

と
っ
て
の
経
営
・
経
済
的
な
問
題
」
把
揮
の
視
点
に
よ
る
乳
業

資
本
、
酪
農
民
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
の
過
剰
問
題
の
区
別
と
そ

の
統
一
的
把
握
が
注
目
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
も
た
ん
に
「
構
造
的

過
剰
」
と
と
ら
え
て
済
ま
す
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
鈴
木

敏
正
「
牛
乳
『
過
剰
』
と
乳
価
政
策
」
(
『
農
業
経
済
研
究
』
第

五
O
巻
第
二
号
、
一
九
七
八
年
九
月
)
、
同
「
牛
乳
過
剰
H
需

給
調
整
の
理
論
と
牛
乳
乳
製
品
の
市
場
動
向
」
(
農
業
開
発
研

修
セ

γ
F
I

『
牛
乳
の
需
給
調
整
に
関
す
る
理
論
的
・
実
証
的
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調
査
研
究
』
、
一
九
八
一
二
年
三
月
)
等
を
参
照
。

(
3
〉
こ
の
よ
う
な
農
業
生
産
力
の
分
析
視
角
は
、
陣
内
義
人
「
臼

本
農
業
の
技
術
構
造
」
(
岩
片
磯
雄
教
授
退
官
記
念
出
版
編
集

委
員
会
編
『
農
業
経
営
発
展
の
理
論
』
、
養
賢
堂
、
一
九
七
三

年
)
、
磯
辺
俊
彦
「
戦
後
自
作
農
制
の
土
地
問
題
」
(
『
農
業
経
済

研
究
』
第
四
四
巻
第
四
号
、
一
九
七
三
年
三
月
)
、
保
志
駒
内
「
労

働
力
収
奪
農
法
の
克
服
と
変
革
の
方
向
」
(
『
農
業
協
同
組
合
』

一
九
七
四
年
九
月
号
)
等
を
参
照
。
か
か
る
視
点
に
よ
る
稲
作

を
対
象
と
し
た
分
析
を
蒲
原
地
域
で
試
み
、
六
九
年
以
降
の
生

産
基
盤
の
弱
体
化
傾
向
に
つ
い
て
は
「
農
業
生
産
力
の
展
開
と

稲
作
経
営
」
(
田
代
・
宇
野
・
宇
佐
美
『
農
民
層
分
解
の
構
造
』
、

農
業
総
合
研
究
所
研
究
叢
書
第
九
二
号
、
一
九
七
五
年
)
で
指

摘
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
酪
農
を
対
象
と
す
る
。

(

4

)

伊
藤
俊
夫
編
『
北
海
道
に
お
け
る
資
本
と
農
業
』
(
農
業
総

合
研
内
九
所
、
一
九
五
八
年
)
、
松
尾
幹
之
『
酪
農
と
乳
業
の
経

済
分
析
』
(
農
業
総
合
研
究
所
、
一
九
六
六
年
)
、
桜
井
豊
『
酪

農
政
拙
爪
論
』
(
農
文
協
、
一
九
七
一
年
)
、
山
田
定
市
「
『
牛
乳
過

剰
』
と
乳
業
資
本
」
(
日
本
農
業
年
報
一
九
集
『
農
産
物
過
剰
』
、

御
茶
の
水
書
房
、
一
九
七

O
年
)
、
鈴
木
敏
正
「
『
不
足
払
法
』

下
の
牛
乳
『
過
剰
』
の
性
格
に
つ
い
て
」
(
『
農
業
経
済
研
究
』

第
四
王
巻
第
一
号
、
一
九
七
三
年
六
月
)
、
千
葉
燦
郎
「
わ
が
圏

に
お
け
る
牛
乳
・
乳
製
品
過
剰
問
題
の
特
質
」
(
『
農
業
総
合
研

究
』
第
三
五
巻
第
四
号
、
一
九
八
一
年
一

O
月
)
、
飯
沢
理
一

九
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郎
「
不
足
払
い
制
度
下
に
お
け
る
乳
業
独
占
資
本
の
再
生
産
H

蓄
積
形
態
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」
(
北
大
農
学
部
『
農
経
論

叢
』
第
三
九
集
、
一
九
八
三
年
三
月
)
等
を
参
照
。

生
産
力
展
開
過
程
に
お
け
る
特
徴

付
急
速
な
規
模
鉱
大
と
分
解
の
進
展

大
戦
に
よ
り
挫
折
し
た
北
海
道
酪
農
の
展
開
は
、
戦
後
再
度
有
畜
農
家

創
設
事
業
と
し
て
取
り
組
ま
れ
、
六
O
年
に
は
酪
農
家
が
六
・
三
万
戸
、

飼
養
農
家
率
二
七
%
、
一
戸
当
た
り
総
頭
数
は
二
・
九
頭
と
な
り
、
劃
業

的
酪
農
の
全
盛
期
を
な
し
た
。
そ
の
後
高
度
経
済
成
長
の
展
開
な
ら
び
に

開
放
経
済
体
制
へ
の
移
行
の
も
と
で
輸
入
自
由
化
圧
力
を
受
け
な
が
ら
、

牛
乳
・
乳
製
品
需
要
の
増
大
に
対
応
す
る
べ
く
畜
産
振
興
を
も
課
題
と
し

た
「
基
本
法
農
政
」
、
さ
ら
に
原
料
乳
の
「
不
足
払
い
制
度
」
を
背
景
に

し
て
、
六
六
年
の
第
一
次
以
降
第
四
次
に
豆
る
酪
農
近
代
化
計
画
に
よ
る

政
策
的
誘
導
、
指
導
の
も
と
に
急
速
な
規
模
拡
大
過
程
を
歩
む
。

そ
し
て
北
海
道
の
場
合
留
意
す
べ
き
は
五

0
年
代
・
六

0
年
代
中
半
の

二
度
、
連
続
的
大
冷
害
に
襲
わ
れ
、
「
第
二
期
北
海
叫
埠
拓
殖
計
画
」
以
来

再
度
、
寒
地
農
法
の
基
軸
と
し
て
酪
農
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
酪
農
の
比
重

増
大
に
拍
車
が
か
け
ら
れ
て
い
く
。

こ
の
間
六

0
年
代
の
高
度
経
済
成
長
に
よ
る
労
働
市
場
の
展
開
、
六
九

年
か
ら
七
五
年
に
か
け
て
は
乳
価
の
低
迷
あ
る
い
は
機
械
、
肥
飼
料
の
高

一一一。

騰
に
よ
る
二
度
の
「
酪
農
危
機
」
を
経
過
し
、
戸
数
が
大
幅
に
減
少
す
る
。

ま
た
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
、
パ

i
ン
ク
リ
ー
ナ
ー
を
備
え
た
大
型
畜
舎
お
よ

び
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
等
の
施
設
の
導
入
が
「
規
模
拡
大
か
飼
養
後
退
か
」

を
迫
り
、
複
合
型
酪
農
か
ら
酪
専
化
て
あ
る
い
は
離
脱
へ
と
酪
農
家
の

分
化
が
顕
著
に
進
展
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て
六
O
年
以
降
二

0
年
間
で
戸
数
は
三
分
の
一
に
減
少
、
逆
に

総
頭
数
は
四
倍
に
増
加
、
二
戸
当
た
り
総
頭
数
は
四
O
頭
を
越
え
、
都
府

県
平
均
一
七
頭
の
一
了
四
倍
に
達
し
た
。
成
畜
頭
数
規
模
で
み
て
も
成
畜

二
O
頭
以
上
層
が
八
三
年
に
は
六
三
話
'
を
占
め
、
そ
の
飼
養
頭
数
は
じ
つ

に
八
七
%
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
酪
農
専
業
と
み
ら
れ
る

成
畜
三
O
頭
以
上
層
は
戸
数
で
四
二
%
、
頭
数
の
六
八
%
に
及
び
、
道
内

生
乳
生
産
の
三
分
の
こ
が
こ
れ
ら
酪
専
的
経
営
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、
五
O

頭
以
上
層
も
戸
数
の
一
O
%
、
頭
数
の
一
一
一
一
%
を
支
配
す
る
ま
で
に
至
っ

た
。
こ
う
し
た
規
模
拡
大
に
上
り

E
C
平
均
一
戸
当
た
り
成
畜
一
四
頭

(
七
九
年
〉
に
比
べ
北
海
道
.
が
一
一
一
ニ
頭
、
一
・
七
倍
に
達
し
、
イ
ギ
リ
ス

(
五
一
頭
)
、
オ
ラ
ン
ダ
(
三
五
頭
)
、
ア
メ
リ
カ
(
一
一
三
頭
|
|
七
八
年
)

に
は
差
が
あ
る
が
デ
ン
マ
ー
ク
(
二
五
頭
)
に
並
ぶ
と
こ
ろ
に
来
た
。

と
こ
ろ
で
生
産
調
整
下
の
八
二
年
か
ら
八
三
年
へ
の
一
戸
数
増
減
を
第
l

表
で
み
る
と
、
全
体
で
八
六
八
戸
、
四
・
八
%
が
減
少
、
規
模
別
で
は
成

畜
三
九
頭
以
下
の
各
層
で
減
少
し
、
増
加
は
四
O
頭
以
上
層
の
み
と
な
っ

た
。
階
層
聞
の
上
向
・
下
降
の
差
引
増
減
を
、
新
規
参
入
・
離
脱
は
最
下



第 l表北海道経営耕地規模}JIJ，乳牛飼養頭数規模別農家数と頭数 (1983年2月)
〈単位・百戸，千頭)

¥ 飼養 未成牛の 成牛がいる農家 総数中の
¥規模 総 数 1982年
¥ みの農家 飼養頭数規模別戸数 「経産牛j

¥ 

韻¥農押醐 戸数

総 数 173 742 15 11 158 7 11 14 14 17 18 35 41 151 402 182 740 

1 ha未満 0.7 0.6 0.3 0.2 0.4 0.2 0.1 0.0 0.0 0.3 0.2 0.7 0.7 

1-5 9 B 4 2 6 2 2 0.8 0.3 0.1 0.0 0.0 0.0 4 3 11 ヲ

5-10 21 34 4 3 17 2 5 5 2 0.6 0.4 0.1 15 17 24 39 

10-15 23 60 3 2 20 2 4 4 4 2 2 0.4 19 32 25 65 

15-20 23 79 2 2 21 0.6 2 3 5 4 4 20 43 24 83 

20-30 38 174 37 0.5 0.8 2 3 5 7 12 7 36 96 40 178 
30-40 27 154 0.5 27 0.1 0.2 0.3 0.7 2 3 10 10 26 84 27 151 

40-50 17 112 0.2 0.4 17 0.0 0.0 0.0 0.2 0.5 5 10 17 61 16 106 

50ha以上 15 121 0.0 0.1 15 0.0 0.0 0.0 0.2 0.4 2 12 15 65 14 109 

lm年 1 1821加 1 161 12 1 1651 引 131 161 161 191 191 361 3811581 4ω| 

l例年 1217 1ω1  29 1 19 1 188 1 19 1 23 1 26 1 2~ 1 26 1 21 1 29 1 20 1 

注(1) 北海道『北海道農業基本調査』各年版による.

(2) 単位以下の数字を四捨五入したので各繍の合計は一致しない.
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北
海
道
酪
農
の
当
面
す
る
生
産
力
問
題

層
の
み
で
生
じ
、
階
層
間
移
動
は
一
階
層
の
み
と
し
て
推
定
す
る
と
、
二

五
頭
以
上
層
は
上
向
が
下
降
を
上
回
り
、
二

O
t
二
四
頭
層
が
上
下
両
方

向
へ
の
「
分
解
基
軸
層
」
に
な
り
、
一
一

O
頭
以
下
層
は
下
降
が
上
向
を
上

回
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
現
実
に
は
、
労
働
力
、
負
債
問
題
等
の
諸
要
因
に
よ
り
中
下

層
を
中
心
に
し
な
が
ら
も
各
層
で
飼
養
中
止
が
発
生
し
て
お
り
、
強
弱
の

差
は
あ
れ
い
ず
れ
も
が
分
解
の
淵
に
立
た
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
耕
地
規
模
別
動
向
を
み
る
と
、
八
二
年
か
ら
八
三
年
に
か
け
て

戸
数
の
増
大
は
四

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
層
の
み
で
、
三

O
t
四
O
ヘ
ク
タ

ー
ル
層
は
増
減
が
な
く
、
一
ニ

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
層
が
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
増
減
動
向
を
先
と
同
様
の
方
法
で
推
定
す
れ
ば
、
上
下
両
方
向
へ
の

「
分
解
基
軸
層
」
は
一
五

t
二
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
層
と
み
ら
れ
、
二

O
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
層
で
は
上
向
農
家
が
多
く
、
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
層
で
は

下
降
す
る
農
家
が
圧
倒
的
に
多
い
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
今
な
お
「
分
解
基
軸
」
の
上
昇
と
両
極
へ
の
分
化
傾
向
が
か

つ
て
ほ
ど
の
激
し
さ
は
な
い
が
貫
徹
し
て
い
る
。
こ
の
過
程
は
後
述
の
よ

う
な
収
益
性
の
悪
化
、
「
酪
農
危
機
」
の
も
と
で
の
展
開
で
あ
り
、
分
解

の
論
理
、
内
容
も
従
来
と
は
異
な
っ
た
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
動
向

を
規
定
す
る
生
産
力
的
内
実
の
一
端
は
三
で
検
討
し
た
い
。

こ
の
よ
う
な
分
解
動
向
の
ほ
か
に
注
目
す
べ
き
は
、
耕
地
規
模
と
成
畜

頭
数
規
模
と
の
関
係
で
あ
る
。
第
l
表
で
太
字
で
示
し
た
戸
数
は
、
成
畜

一一一一一

一
頭
当
た
り
耕
地
面
積
が
お
よ
そ
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
前
後
に
あ
る
と
み
ら
れ
、

そ
れ
と
耕
地
規
模
の
よ
り
大
き
い
層
と
の
合
計
、
つ
ま
り
成
畜
一
頭
当
た

り
耕
地
面
積
が
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
前
後
以
上
に
な
る
と
み
ら
れ
る
農
家
は
一

五
頭
以
よ
の
各
階
層
で
四
八

t
五
ゴ
声
を
占
め
、
各
層
の
ほ
ぼ
半
数
が
こ

れ
に
含
ま
れ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
約
半
数
は
成
畜
頭
当
経
営
耕
地
面
積
が

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
品
削
後
以
下
で
あ
り
、
耕
地
基
盤
が
や
や
弱
い
と
み
ら
れ
る

成
畜
三
O
頭
以
ト
ム
飼
養
農
家
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
各
局
速
な
頭
数
規
模
拡
大
と
耕
地
基
盤
と
の
関
係
が
、
後
述

す
る
よ
う
な
粗
飼
料
基
盤
の
問
題
と
も
関
連
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

同
乳
量
の
増
大
と
労
働
生
産
性
の
上
昇

北
海
道
の
酪
農
生
産
力
展
開
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
乳
牛
一
頭
当
た
り

乳
量
の
急
増
、
お
よ
び
顕
著
な
労
働
生
産
性
の
上
昇
で
あ
る
。
第
2
表
の

よ
う
に
一
頭
当
#
ん
り
乳
量
は
七
三

t
七
五
年
の
「
酪
農
危
機
」
時
期
の
後

退
を
経
た
後
、
七
七

t
七
九
年
に
か
け
て
は
円
高
に
よ
る
配
合
飼
料
の
割

安
傾
向
も
あ
り
給
与
量
が
増
大
し
、
ま
た
、
デ
ン
ト
コ

l
ン
あ
る
い
は
牧

草
サ
イ
レ

l
ジ
の
通
年
給
与
体
系
が
形
成
さ
れ
る
な
ど
粗
飼
料
給
与
内
容

の
改
善
と
拡
充
も
な
さ
れ
、
同
時
に
ま
た
、
そ
れ
を
支
え
た
飼
料
作
作
業

機
械
化
の
進
展
、
畜
舎
・
施
設
の
改
善
も
重
な
っ
て
、
飼
育
管
理
労
働
を

充
実
さ
せ
る
余
地
が
残
さ
れ
、
乳
量
は
四
・
四
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
五
・

一
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と
急
速
に
伸
び
た
。
そ
れ
ま
で
全
国
平
均
を
二
三

O



乳牛 l頭当たり年間搾乳量の推移(北海道平均〉
〈単位:ks，%) 

よ¥
善事産統計 牛乳生産 全 国 北海道
経産牛 l 費調査搾 経産牛 全国平均
頭当たり 乳牛頭当 頭当乳量 格 差

ω (同 心) A-C 

1971 4，114 4，608 4，350 -236 

72 4，244 4，764 4，474 -230 

73 4，220 4，708 4，480 -260 

74 4，183 4，624 4，416 -233 

75 4，188 4，456 4，424 -236 

76 4，403 4，578 4，560 -157 

77 4，816 5，044 4，655 161 

78 4，922 5，267 4，854 68 

79 5，099 5，300 5，004 55 

80 5， 123 5，355 5，010 113 

81 5，091 5，293 5，052 39 

82 5，270 5，316 5，123 147 

第 2表

注11) W畜産統計.11， W牛乳・乳製品統計.!I， W牛乳生産費調査』より引用算出.

(2) ωは当年と翌年の 2月 l日現在の経産牛頭数の平均値で，当年の産乳量

を除して求めた.全国も同様である.全国の76-78年の乳量は他の統計よ

り低〈なっている.

(3) 生産費調査は前年 7月から当年 6月末までの期間を対象としており，当
年 1-12月対象の(A)とは算出法が異なる. また，生産重量調査では調査期間

中に搾乳のあった牛頭数で除しており，経産牛頭数とは異なるが， r乳牛

検定」による「搾乳牛」とは違って経産牛に近倒的と考えられる.

キ
ロ
グ
ラ
ム
ほ
ど
下
回
っ
て
い
た
が
七
七
年
に

は
逆
転
し
、
以
後
も
リ
ー
ド
を
続
け
て
い
る
。

た
だ
し
、
八
一
年
に
は
粗
飼
料
作
の
冷
災
害
に

よ
る
不
作
あ
る
い
は
生
産
調
整
が
響
き
以
前
の

危
機
時
と
同
様
に
後
退
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も

こ
の
水
準
は
E
C
の
ト
ッ
プ
に
立
つ
オ
ラ
ン
ダ
、

イ
ギ
リ
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
五
千
キ
ロ
グ
ラ
ム

前
後
を
凌
ぐ
高
さ
で
あ
り
、
急
増
し
て
い
る
ア

メ
リ
カ
の
五
・
一
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
台
に
並
ぶ
位

置
に
あ
る
。
な
お
、
八
二
年
に
は
十
勝
地
域
を

は
じ
め
記
録
的
な
豊
作
を
実
現
し
、
粗
飼
料
作

も
好
調
で
あ
り
、
ま
た
七
月
か
ら
計
画
生
産
枠

が
外
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
乳
量
増
に
転
じ
て
い

る。
も
う
一
点
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
顕
著
な
労
働

生
産
性
の
伸
び
に
つ
い
て
で
あ
り
、
牛
乳
生
産

費
調
査
に
よ
れ
ば
、
六

O
年
当
時
飼
養
労
働
一

時
間
当
た
り
乳
量
ハ
一
一
了
二
%
換
算
)
は
八
・

四
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
が
、
七

O
年
に
は
こ

一
・
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と
一

0
年
間
で
ニ
・
六

倍
化
、
八
二
年
に
は
四
四
・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
へ

一
一
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第 3表耕地面積の変化および飼料作の推移

(単位千ha，千 t)

耕地 耕地中 採草放牧よ車f'F うち うち

作付面積1
1
1り0のa収当量れI総収穫量作付面積l[lりO収a量当判-1総収穫量

地に利用

合 計 畑 計 普通畑 牧草地 の草地率 した土地
面積

% kg 
1960 946.6 731. 9 663.1 62.7 6.6 

65 952.4 703. 1 603.7 92.7 9.7 215.5 2，280 4，911 

70 987.1 696.4 480.3 209.2 21. 2 327.7 3，240 10，613 

75 1，076.0 799.6 413.1 380.2 35.3 492.2 3， 150 15，501 
77 1，099.0 825.7 4α).6 419.5 38.2 513.1 3，3α】 16，955 

79 1，125.0 854.4 399.6 449.6 40.0 536，9 3， 190 17，129 

81 1，150.0 884. 3 411. 4 468.0 40. 7 538.1 3， 140 16，897 

注(1) 北海道農務部『昭和56年度北海道農業統計表』による.

(2) 原資料は農水省『耕地面積調査.!I，同『作物統計.!I，同『畜産基本調査』である.

(3) 乳成牛 l頭当たり収穫量は，作物統計値を畜産基本調査の成牛頭数で除した.

32.2 1 3，982 1，282 

32.6 3，940 1，286 

29.2 4，620 1，348 

35.5 4，870 1，728 (95.1 

41. 9 5，150 2，157 80.5 

52.5 5，380 2，823 63.3 

51.71 4，1∞ 2，121 55.9 

(4) 採草・放牧地に利用した土地面積は『北海道農業基本調査』による. 83年は 49.2千haに減少した. ( )は74年である.

〉



る
こ
と
が
特
色
で
あ
っ
た
が
、
頭
数
規
模
拡
大
の
進
展
と
集
約
化
の
追
求

は
、
耕
地
基
盤
や
労
働
力
問
題
を
契
機
に
し
て
そ
の
飼
養
形
態
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
き
で
お
り
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
飼
養
管
理
問
題
を
惹
き
起
こ
し

て
き
て
い
る
。

こ
こ
で
は
そ
の
一
端
と
し
て
狭
隆
化
し
つ
つ
あ
る
粗
飼
料
基
盤
に
つ
い

て
検
討
し
て
お
こ
う
。

従
来
遅
れ
て
い
た
草
地
造
成
が
五
八
年
以
降
取
り
組
ま
れ
、
酪
農
「
近

代
化
」
推
進
の
諸
事
業
に
よ
っ
て
八

0
年
度
ま
で
に
二
五
・
四
万
ヘ
ク
タ

ー
ル
が
開
発
さ
れ
耕
地
が
拡
大
し
た
。
ま
た
、
既
開
発
草
地
の
更
新
整
備

事
業
に
よ
り
七
二
年
度
以
降
八

0
年
度
ま
で
に
四
・
九
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
が

整
備
さ
れ
、
こ
う
し
た
開
発
整
備
に
よ
っ
て
草
地
基
盤
は
飛
躍
的
に
拡
充

(
l〉

さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
ら
を
反
映
し
て
第
3
表
の
よ
う
に
牧
草
地
が
六
五

年
か
ら
七
五
年
に
か
け
て
念
増
し
、
普
通
畑
中
の
牧
草
作
付
地
と
合
わ
せ

た
全
耕
地
中
の
草
地
率
は
、
七
三
年
以
降
三
O
%
を
越
え
、
い
ま
や
四

0

4
w
を
超
過
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。
牧
草
収
穫
量
は
七

0
年
代
前
半
に
著
増

し
、
そ
の
後
七

0
年
代
後
半
に
は
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
収
量
が
よ
り
高
く

集
約
的
で
あ
る
青
刈
り
と
う
も
ろ
こ
し
(
デ
ン
ト
コ

l
ン
)
の
品
種
改
良

も
進
み
、
そ
の
収
穫
量
増
加
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
飼
料
作
面
積
は
八
一
年
に
五
九
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
全
耕
地
の

四
七
%
、
畑
地
の
六
六
%
と
い
う
極
め
て
高
い
作
付
比
率
と
な
り
、
畑
作

酪
農
地
域
で
は
輪
作
体
系
を
制
約
し
、
連
作
の
増
大
、
あ
る
い
は
草
地
更

《
ノ
l
ト
》

北
海
道
酪
農
の
当
面
す
る
生
産
力
問
題

十勝地帯全酪農家の l戸平均生乳生産および飼料作の状況

i戸当た|経産牛頭1I戸平均|酪農家 11"，，，，，，，，，-...1飼料畑中1I頭当た!経産牛頭
I~~ ~~AI~:;; ~ ~'~~~~1. 1全耕地中I~~"~:ï ~ ~~.~: 

り飼養成当生産乳|年間生産|戸当飼料!飼料畑率lデントコ|り飼料畑i
数 |量 l乳量 |畑面積 I~HJ"""Î"~""'F"'"I_γ畑率i面積 l 

頭 kgl トン hal %1 %1 hal 
5， 108 1 42. 5 I 22. 3 1 O. 53 : 

第 4表

ha 
0.21 1979 

0.22 

0.22 

0.51 

0.50 

23.5 

24 

19.4 

5…lイー
注.十勝農業協同組合連合会『十勝畜産統計』による.

40.8 

41 

80 

81 

新
の
遅
れ
が
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

そ
の
点
を
示
し
た
の
が

第
4
、
5
表
で
あ
る
0

4

表
は
十
勝
管
内
全
域
の
平

均
値
で
あ
る
が
、
乳
牛
一

頭
当
た
り
飼
料
畑
面
積
は

七
八
年
の

0
・
五
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
か
ら

0
・
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
へ
と
減
少
し
、
同

時
に
他
方
で
は
、
飼
料
畑

中
の
青
刈
り
と
う
も
ろ
こ

し
作
付
率
が
二
四
%
へ
と

増
大
し
集
約
化
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
青
刈
り
と
う

も
ろ
こ
し
の
連
作
回
避
と

他
方
で
の
草
地
更
新
の
必

要
と
い
う
土
地
利
用
の
合

理
的
方
法
を
め
ぐ
る
競
合

が
鋭
く
対
立
し
て
き
で
い

る
こ
と
を
暗
示
し
て
お
り
、

一
一
一
五



第5表鹿追町における成牛 l頭当たり飼料作面積，同収量ならびに牧草の利

周年数別面積割合とコーンの連作年数別割合
〈単位:ha，ト γ，%)

¥ 年よ¥

成牛 l頭当たり| 牧 草 i 青刈り用とうもろこし

牧草デント

l年2 -16 :-18- 言十 l 年2131415- 計

面積l収量面積|収量 51 7 

1977 0.64 21. Ib. 22 11. I1 211 26 201 34 l∞ 53 191 14 100 

78 0.58 20.110.24 12.21 101 41 251 24 1001 43 231 14 100 

79 0.49 16.810.21 11. 01 I11 35 301 24 I()(コ 38 241 19 10
1 

10 IC氾

80 0.46 15.3 0.20 10.2 121 42 301 17 l∞ 411 21 17 l∞ 
81 131 55 181 14 i∞ 401 18 19 121 I1 IC氾

注(1) 鹿追町役場資料および十勝西部地区農業改良普及所鹿追駐在所資料によ

る.

(2) 成牛 l頭当たり収量は総収量を成牛頭数で除したもので，未成牛の換算

および肉牛は含めていない.

一ニムハ

そ
の
傾
向
が
よ
り
顕
著
な
鹿
追
町
の
事
例
が
そ
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

(
全
耕
地
中
の
飼
料
畑
率
が
八

O
、
八
一
年
に
低
下
し
て
い
る
の
は
、
生

乳
の
生
産
調
整
の
た
め
飼
料
作
に
か
え
て
換
金
作
物
の
ピ

l
ト
、
小
麦
等

の
作
付
け
が
増
加
し
た
た
め
と
み
ら
れ
、
こ
れ
を
固
定
的
な
も
の
と
し
て

は
と
ら
え
ら
れ
な
い
。
)

十
勝
管
内
の
市
町
村
で
第
三
位
の
生
乳
出
荷
量
全
了
八
万
ト
ン
)
を

達
成
し
て
い
る
鹿
追
町
の
飼
料
作
状
況
は
、
酪
農
の
ウ
エ
イ
ト
の
大
き
さ

を
反
映
し
て
全
耕
地
面
積
中
の
飼
料
畑
率
は
五
二
%
と
十
勝
平
均
を
二

%
も
上
回
る
が
、
乳
牛
一
頭
当
た
り
飼
料
畑
面
積
は
七
九
年
の

0
・
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
か
ら
八
一
年
の

0
・
四
一
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
と
減
少
し
、
十
勝
平

均
に
も
及
ば
な
い
。
ま
た
、
飼
料
畑
中
の
青
刈
り
と
う
も
ろ
こ
し
畑
率
は

頭
数
増
大
に
対
応
し
た
よ
り
集
約
的
な
飼
料
作
と
し
て
八
一
年
の
一
二
一
%

へ
と
比
重
を
高
め
、
草
地
更
新
を
制
約
す
る
な
ど
土
地
利
用
面
か
ら
無
理

を
生
じ
て
き
て
い
る
。
そ
の
証
左
と
し
て
、
第
一
に
、
連
作
障
害
も
反
映

し
て
、
青
刈
り
と
ろ
も
ろ
こ
し
の
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
収
量
が
七
五
年
の

五
二
ハ
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
五
・
一

t
五
・
二
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
低
下
し

て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
(
も
っ
と
も
こ
の
点
は
品
種
の
変
化
お
よ
び

ホ
l
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ

l
ジ
と
し
て
量
よ
り
も
質
を
追
求
し
、
子
実
収

穫
を
重
視
す
る
栽
培
法
の
変
化
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
)
。

も
う
一
点
は
、
第
5
表
の
よ
う
に
デ
ン
ト
コ

l
ン
の
連
作
、
が
著
増
し
て

お
り
、
三
年
以
上
の
連
作
も
八
一
年
で
は
四
二
%
へ
と
高
ま
っ
て
お
り
、



連
作
障
害
が
発
生
し
て
い
る
。
牧
草
に
つ
い
て
は
七
七
年
に
更
新
か
一
挙

に
進
展
し
、
八
年
以
上
経
過
し
た
草
地
は
三
四
%
に
減
少
し
、
以
後
も
毎

年
順
調
に
更
新
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
絶
対
面
積
は
停

滞
し
、
後
退
す
ら
み
ら
れ
、
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
収
量
も
全
道
平
均
と
同

様
に
伸
び
悩
み
、
む
し
ろ
低
下
す
ら
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
成
牛
一
頭
当
た
り
粗
鋼
料
生
産
量
は
七
五

t
七
八
年
の
三
二

t
三
四
ト
ン
か
ら
、
八

O
年
に
は
冷
災
害
も
影
響
し
た
が
二
五
・
五
ト
ン

へ
と
大
き
く
低
下
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
算
出
に
は
未
成
牛
等
の
頭
数
を

含
め
て
お
ら
ず
、
成
牛
へ
の
実
際
の
自
給
飼
料
給
与
量
は
こ
れ
を
さ
ら
に

下
回
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
故
成
牛
一
頭
年
間
二
八

t
一二

0
ト
ン
と
い

う
基
準
量
を
自
給
飼
料
の
み
で
は
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。

同
様
に
粗
飼
料
基
盤
問
題
と
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
前
出
第
3
表

に
示
し
た
よ
う
に
採
草
・
牧
草
地
の
減
少
で
あ
る
。
こ
れ
は
採
草
専
用
地

化
す
る
な
ど
よ
り
集
約
的
利
用
が
進
み
、
間
孔
牛
は
放
牧
地
か
ら
追
わ
れ
、

狭
い
パ
ド
ッ
ク
、
運
動
場
へ
と
囲
い
込
ま
れ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
採
草

放
牧
地
に
充
当
さ
れ
る
土
地
の
七
一
二
%
ま
で
が
野
生
草
地
と
山
林
中
の
草

地
と
な
っ
て
き
た
。

以
上
み
て
き
た
如
く
、
頭
数
の
急
増
に
追
い
着
か
な
い
飼
料
作
作
付
け

は
、
一
方
に
お
い
て
は
畑
作
物
と
の
収
益
性
、
地
代
負
担
カ
を
め
ぐ
る
競

合
問
題
に
当
面
す
る
と
と
も
に
、
他
方
に
お
い
て
は
、
輪
作
(
ま
た
は
作

付
転
換
)
を
不
可
欠
と
す
る
畑
作
的
土
地
利
用
の
中
で
、
よ
り
集
約
的
な

《
ノ
l
卜
》

北
海
道
酪
農
の
当
面
す
る
生
産
力
問
題

粗
飼
料
生
産
を
め
ぐ
る
経
営
内
部
の
合
理
的
な
土
地
利
用
問
題
と
し
て
も

激
化
し
て
き
で
い
る
。
そ
し
て
所
有
耕
地
基
盤
の
限
界
と
、
あ
る
い
は
ま

た
、
酪
農
に
と
っ
て
相
対
的
な
高
地
価
、
高
地
代
と
、
酪
農
生
産
力
の
展

(
2
V
 

開
と
が
鋭
い
対
立
を
み
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

伺
流
通
飼
料
の
増
加
と
飼
料
効
率
の
低
下

右
に
み
た
粗
飼
料
基
盤
の
狭
陸
化
傾
向
を
反
映
し
、
そ
れ
を
補
足
す
る

配
合
飼
料
の
増
加
傾
向
か
第
6
表
の
よ
う
に
続
い
て
お
り
、
八

O
t
八一一

年
平
均
で
は
一
一
七
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
な
り
、
都
府
県
の
給
与
量
に
接

近
し
て
い
る
。
ま
た
、
購
入
飼
料
の
中
で
は
植
物
性
か
す
類
が
二
・
五
倍

ほ
ど
に
増
加
、
穀
類
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
逆
に
塩
類
・
カ
ル
シ
ウ
ム
類

が
半
減
し
、
都
府
県
の
半
分
程
度
に
な
っ
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。

自
給
飼
料
に
つ
い
て
は
か
つ
て
の
エ
ン
シ
レ

l
ジ
、
乾
草
、
生
草
の
三

本
柱
か
ら
生
草
が
後
退
し
、
エ
ン
シ
レ

l
ジ
(
こ
と
に
青
刈
り
と
う
も
ろ

こ
し
)
を
基
軸
と
し
、
乾
草
が
補
足
す
る
と
い
う
二
本
柱
へ
と
変
化
し
て

き
で
い
る
。
こ
れ
は
機
械
化
に
支
え
ら
れ
た
、
か
つ
生
産
費
的
に
安
価
な

方
向
へ
の
自
給
飼
料
生
産
の
展
開
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は

牧
草
(
乾
草
)
の
中
で
豆
科
お
よ
び
、
混
播
の
う
ち
コ
旦
科
を
主
と
し
た

も
の
・
そ
の
他
」
が
激
減
し
て
き
で
お
り
、
牧
草
に
お
け
る
粗
飼
料
成
分

の
構
成
が
劣
悪
化
し
て
き
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
作
業
の
し
易
い

稲
科
を
主
体
と
し
た
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
省
力
的
な
草

e

つ
く
り
の
道
を

一
二
七



第6表搾乳牛 l頭当たり年間飼料・敷料の使用量の変化(北i毎道)
〈単位:kg) 

¥¥よご品 4十寸平均平均平均平均65-69年 (82年〉
対比指数

穀 類 35 22 41 51 146 403 

ぬか・ふすま類 52 65 95 76 146 352 

流 植物性かす類 207 357 361 514 248 1，308 

うちピートパルプ 128 207 210 297 232 436 

配 iロ'- 飼 料 687 947 1，057 1，175 171 1，291 
通 牛乳・脱脂乳 218 102 70 140 64 17 

うち牛 乳 71 38 37 126 177 5 

飼
いも・野菜類 458 131 34 21 5 30 

稲 オフ ら 126 22 4 3 454 

牧 草 類 24 38 138 79 328 282 

料 うち乾 草 23 30 96 73 317 280 

塩類・カノレシウム類 25 17 17 14 57 26 

うちカルシウム 13 8 6 6 46 14 

生草・コーン・家畜 2，449 1，390 678 467 19 2，567 
自 ピート類

うち生 牧 草 933 846 415 223 24 2，261 

家畜ピート 740 355 154 95 13 

給 乾牧草・乾コ -y 2，489 2，901 2，302 2，151 86 276 

ェ γ シレージ 4， 157 6，572 6，834 6，609 159 3， 159 

うちデントコー γ 2，546 2，608 3，460 4，002 157 1，64ヲ

量司 ピートト y プ 438 250 87 101 23 牛乳23

野 草 127 140 35 5 4 166 

うち乾 草 57 3 5 ヲ
料

放牧時間(時 間 ) ヲ76 1，163 I 1，155 987 101 45 

敷|小計 605I 656 I 434 I 366 I ω209  

料| うち稲わら I 4ω330  I 157 I 81 I 20 I 204 

乾草計(購入・自給) I 2，284 I 2， 949 I 2， 407 I 2， 224 I 97 I草2，557

うち豆科・混播その他 I 1，253 I 969 I 218 I 63 I 5 I 22 

注(1) 北海道統計情報事務所『北海道農畜産物生産費累年統計~ (1979年)，およ

ぴ78年以降の同『農畜産物生産費調査』各年度版より引用算出.

(2) 最下欄の「混播その他」は r~、ね科を主とした混播」以外の混播であり，

「豆科を主としたもの・その他」である.

八



第 7表搾乳牛 l頭当たり飼料自給率および乳牛頭当飼料作面積，経産牛耳買当

配合飼料出荷量の推移(北海道)

よょ¥
飼 料自給率 ーャI頭…たり飼料作当たり配A口 る経産牛 l

全国|北海道 1 都府県 物面積 飼料出荷量頭当たり乳
量の倍率

?ら % h. kg 倍

1965 57.6 52.1 

72 50.0 75.2 38.6 

75 46.0 74.9 33.4 0.85 

76 43.8 72.1 31. 9 0.84 1，224 3.60 

77 43.3 68.5 32.3 0.82 1，384 3.48 

78 42.2 69.1 29.3 0.81 1，553 3.17 

79 (48.3) (68.1) (38.0) 0.80 1，623 3.14 

80 (49.9) (66.7)1 (39.8) 0.78 1，518 3.35 

81 (50.0) (見0)1 (41. 3) 0.76 (1，519) (3.35) 

注(1) 北海道酪農草地課『酪農関係資料J](83年 3月)，同『北海道酪農の現状と

課題J](82年 7月)および北海道統計情報事務所資料による.

(2) 原資料は『畜産物生産費調査J]， Ii'作物統計J]， Ii'畜産統計J]， Ii'飼料月報』に

よる.

(3) 自給率は78年までは!日版飼料成分表による. 79年以降は， t且飼料合計のT
DN換算成分比率であり( )で示した.北海道の自給率は粗飼料成分比率

よりやや低いが近似的である.都府県の場合はそれより 8-9%低いとみら

れる.

(4) 81年の経産牛 l頭当たり配合飼料出荷量および同乳量倍率は(1)の『酪農関

係資料』により費出して( )で示した.

歩
ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。

か
く
し
て
配
合
飼
料
の
給
与
量
増
加
は
、
円
高
に

よ
る
交
易
条
件
の
好
転
と
い
っ
た
一
時
的
事
情
の
み

な
ら
ず
、
む
し
ろ
、
前
述
し
た
経
営
内
部
の
粗
飼
料

作
の
限
界
問
題
、
飼
料
養
分
構
成
問
題
を
背
景
と
し

て
お
り
、
ま
た
、
乳
量
増
お
よ
び
増
頭
に
と
も
な
う

飼
料
給
与
労
働
の
増
大
傾
向
の
相
対
的
な
軽
減
化
と

し
て
も
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
構
造
的

な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
搾
乳
牛
一
一
現
当
た
り
飼
料
自
給
率
は

第
7
表
の
よ
う
に
六
五
年
の
七
六
%
の
水
準
か
ら
、

七
0
年
代
後
半
に
急
速
に
低
下
し
、
八
O
年
に
は
六

六
%
程
度
に
後
退
し
た
。
都
府
県
の
自
給
率
三
O
%

前
後
(
転
作
も
影
響
し
八
O
年
以
後
は
四
0
4
F
前
後
)

と
比
較
す
れ
ば
な
お
断
然
優
位
に
あ
る
が
、
北
海
道

酪
農
の
都
府
県
酪
農
化
傾
向
の
一
端
と
し
て
読
み
と

る
こ
と
が
で
き
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
穀
物
作
に
依
存

す
る
体
質
を
強
め
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
配
合
飼
料
の
給
与
量
増
大

が
乳
量
の
増
大
に
も
寄
与
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

同
時
に
他
面
に
お
い
て
飼
料
効
率
の
低
下
を
伴
っ
た

一
一
一
九



年

度

76 

年

77 

年

78 

年

79 

年

80 

年

自l

年

第B表搾乳牛通年平均 l頭当たり乳量，濃厚飼料給与量および飼料効果

の地域53IJ動向

搾乳牛通年平均 l頭当たり
地 域

乳量 I~ 日|乳 E旨|濃厚飼料|同 l日|飼料|乳飼比
乳量肪率給与量 給与量効果

kg kg k~1 % 
大樹町 (5，626) (16.3) 3.8 I (1， 867) (5. 5) (3.0) (22) 

鹿追町 (6，561) く19.4) 3.6 (1， 534) (4.5) (4.3) (16.3) 

十勝平均 6，413 lヲ.0 3. 7 1，720 5.09 3.7 18.3 

全道平均 6，427 19.0 3. 7 1，486 4.38 4.3 16.5 

| 大樹 町 6，474 19.0 3.8 5.89 18.7 

鹿追町 6，760 2コ.0 3.7 1，859 5.50 3.6 i 18.0 

十勝平均 6，618 19.5 3.7 1，861 5.49 3.6 18.0 

全道平均 6，682 i 19.7 3.7 I 1，634 4.82 4.1 16.3 

大 樹 町 6，532 19.2 3.8 2，088 6. 14 3.1 16.5 

鹿追町 6，574 lヲ.5 3.8 1，827 5.42 3.6 14.8 

十勝平均 6，598 lヲ.5 3. 7 1，888 5.59 3.5 15.7 

全道平均 6，646 19.7 3.7 1，729 5.12 3.8 15.5 

大 樹町 6，702 19.7 3.8 2， 158 6.35 3.1 18.2 

鹿追町 6，862 20. 3 3.8 1，914 5.66 3. 6 15.5 

十勝平均 6，82ヲ 20.2 3.8 2，037 6.03 3.4 17.0 

全道平均 6，741 19目 9 3. 7 1，850 5.46 3.6 16.7 

大 樹 町 6，595 3.8 2，226 6.57 3.0 21. 6 

鹿 追町 6，579 19.5 3.8 1，833 5.44 3.6 17.1 

十勝平均 6，638 19.6 3.8 1，98呂 5.88 3.3 19.1 

全道平均 6，660 3.7 1，782 5.27 3.7 17.9 

犬樹 町 5.922 (18.5) 3.8 1，989 (6.2) (3.0) 23 

鹿追町 5，805 19.7 3.8 1，699 5.8 3.4 19 

十勝平均 5，813 19.8 3.7 1，793 6.1 3.2 22 

全道平均 5，660 19.4 3. 7 1，543 5.3 3.7 19 

注(1) 北海道乳牛検定協会および大樹町，鹿追町乳検組合資料より作成.
(2) 81年は全道的に集計方法が相違しており，乳量等はそれ以前と対比できな

L 、.
(3) 76年の大樹町，鹿追町もそれ以後と集計法が異なっている. 81年の大樹も

異なっており( )で示した.
(4) 濃厚飼料にはピートパノレプも含まれる.
(5) 飼料効果は乳量を漉厚飼料給与量で除したものであり，乳飼比は乳代に対

する同飼料代の比率である.経産牛と搾乳牛の集計方法の差が乳検問(年次
間〕である場合がある.

O 



も
の
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
点
を
極
め
て
概
括
的
で
あ
る
が
全
道
レ
ベ
ル
で
み
る
と
、
第
7
表

の
よ
う
に
経
産
牛
一
一
政
当
た
り
配
合
飼
料
出
荷
高
に
対
す
る
乳
量
の
比
率

は
七
六
年
に
は
そ
の
三
・
六
倍
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
後
低
下
し
、
給
与

量
の
多
か
っ
た
七
八
、
九
年
に
は
三
・
一
倍
台
に
落
ち
込
み
、
明
白
な
効

率
低
下
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
は
飼
料
高
と
生
産
調
整
が
響
き
給
与
量

が
多
少
減
少
し
、
効
率
は
若
干
回
復
を
み
せ
る
が
七
七
年
以
前
の
高
さ
に

は
戻
っ
て
い
な
い
。

こ
の
両
者
の
関
係
を
搾
乳
牛
に
つ
い
て
分
析
し
た
の
が
、
第
8
表
で
あ

る
。
全
道
検
定
牛
平
均
で
は
(
七
六
年
の
三
千
戸
、
五
万
頭
か
ら
八
一
年

に
約
七
千
戸
、
一
九
万
頭
加
入
)
、
ピ

i
ト
パ
ル
プ
も
含
む
濃
厚
飼
料
給

与
量
は
七
六
年
の
場
合
、
搾
乳
期
間
中
一
・
五
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
ハ
一
日
当

た
り
四
・
三
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
)
を
給
与
し
、
乳
量
は
六
・
四
千
キ
ロ
グ
ラ

ム
(
一
日
一
九
キ
ロ
グ
ラ
ム
)
、
そ
の
飼
料
効
果
は
四
・
三
と
高
か
っ
た
。

だ
が
、
そ
れ
以
後
給
与
量
の
増
加
に
伴
い
飼
料
効
果
は
下
落
し
て
い
る
。

入
O
年
以
降
は
濃
厚
飼
料
給
与
量
が
減
少
し
て
い
る
が
、
同
時
に
乳
量
の

停
滞
・
減
少
を
随
伴
し
、
飼
料
効
果
は
停
滞
的
で
あ
る
。

こ
う
し
た
基
本
的
動
向
は
先
の
全
道
経
産
牛
レ
ベ
ル
で
み
た
も
の
と
同

一
で
あ
る
が
、
搾
乳
検
定
牛
の
結
果
の
方
が
よ
り
鋭
い
低
下
を
示
し
て
い

る
。
後
者
に
は
配
合
飼
料
の
み
な
ら
ず
ピ
!
ト
パ
ル
プ
が
含
ま
れ
て
お
り
、

そ
れ
が
こ
の
鋭
い
低
下
に
多
少
は
作
用
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ

《
ノ

I
ト
》

北
海
道
酪
農
の
当
面
す
る
生
産
力
問
題

に
し
て
も
七
六

t
七
九
年
の
三
年
間
で
一

O
%以
上
も
の
割
合
で
飼
料
効

率
の
低
下
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
低
下
は
七
九
年

以
降
の
飼
料
代
の
上
昇
と
合
わ
せ
て
生
産
調
整
下
の
酪
農
経
営
に
ダ
ブ
ル

パ
ン
チ
を
与
え
、
所
得
率
の
急
落
の
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
飼
料
効
果
漸
減
傾
向
は
、
地
域
的
差
異
を
も
っ
て
展
開
し
て

お
り
、
こ
の
点
は
第
8
表
を
図
式
化
し
た
第
一
図
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

全
道
平
均
よ
り
も
十
勝
平
均
(
六
百
戸
、
一
万
頭
↓
一
・
七
千
戸
、
四
・

八
万
頭
加
入
)
に
お
い
て
、
さ
ら
に
そ
の
中
で
も
大
樹
町
(
一
五

O
戸、

四
千
頭
加
入
)
に
お
い
て
、
よ
り
効
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
ど

う
読
み
取
る
か
は
、
後
者
に
な
る
ほ
ど
加
入
率
が
高
く
様
々
の
経
営
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
こ
の
差
異
に
ピ

l
ト
パ
ル
プ
給
与
量
の
差

異
も
関
係
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、
そ
の
給
与
量
が
ど
れ
ほ
ど
か
把
握
で
き

な
い
の
で
即
断
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
飼
料
給
与
法
の
検
討
に

(

3

)

 

お
い
て
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
乳
代
に
対
す
る
濃
厚
飼
料
代
の
比
率
を
検
討
す
れ
ば
、
円
高
↓

飼
料
安
が
作
用
し
て
い
た
七
七
、
八
年
に
は
給
与
量
鳩
加
↓
乳
量
増
大
、

し
か
も
乳
飼
比
の
低
下
と
い
う
酪
農
経
営
史
上
ま
れ
に
み
る
N

好
況
d

を

呈
し
た
の
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
七
九
年
以
降
飼

料
代
が
嵩
み
、
経
済
的
効
率
も
全
般
的
に
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

面
に
お
い
て
も
地
域
的
な
差
異
、
つ
ま
り
多
給
・
低
効
率
型
と
控
え
目
給

与
・
高
効
率
型
と
い
っ
た
タ
イ
プ
差
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
し

一一一
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て
、
飼
料
効
果
の
低
下
と
照
応
的
に
乳
飼
比
が
高
ま
っ
て
お
り
、
全
道
平

均
よ
り
も
十
勝
平
均
で
、
そ
し
て
さ
ら
に
大
樹
町
で
よ
り
非
効
率
的
と
な

っ
て
い
る
。

同
繁
殖
障
害
な
ら
び
に
廃
死
の
増
大

こ
れ
ま
で
検
討
し
た
飼
料
問
題
の
他
に
乳
牛
の
産
乳
能
力
に
か
か
わ
る

重
要
な
問
題
と
し
て
、
病
気
こ
と
に
繁
殖
障
害
と
乳
房
炎
、
な
ら
び
に
そ

れ
ら
の
直
接
的
要
因
と
し
て
の
飼
養
管
理
問
題
か
あ
る
。
こ
こ
で
こ
の
問

題
を
と
く
に
取
り
あ
げ
る
の
は
、
最
近
繁
殖
障
害
が
増
大
し
て
き
て
お
り
、

生
産
調
整
に
関
連
し
た
経
済
的
問
題
と
重
な
っ
て
経
営
的
危
機
を
招
き
、

さ
ら
に
は
離
農
へ
追
い
や
る
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
様
相
を

概
括
し
、
原
因
の
一
端
を
探
る
た
め
で
あ
る
。

第
9
表
は
家
畜
共
済
に
加
入
し
た
生
後
六
カ
月
以
上
の
乳
牛
〈
雌
)
の

病
気
・
事
故
に
よ
る
死
亡
・
廃
疾
お
よ
び
病
気
・
負
傷
で
あ
っ
て
共
済
対

象
と
な
っ
た
頭
数
の
被
害
率
、
な
ら
び
に
金
額
被
害
率
の
推
移
を
整
理
し

た
も
の
で
あ
る
。

北
海
道
は
都
府
県
と
比
較
し
て
、
従
来
、
粗
飼
料
基
盤
が
豊
富
で
あ
り
、

逆
に
濃
厚
飼
料
が
少
な
く
、
放
牧
も
な
さ
れ
、
ま
た
、
夏
期
の
高
温
多
湿

が
ひ
ど
く
な
く
、
あ
る
い
は
、
畜
産
の
ウ
エ
イ
ト
が
大
き
く
伝
統
も
あ
り
、

対
策
が
重
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
等
に
よ
り
、
死
廃
、
病
傷
事
故
発
生
率
が

相
当
に
低
か
っ
た
。
そ
の
関
係
は
現
在
も
変
わ
ら
な
い
が
、
北
海
道
、
都

《
ノ

I
ト
》

北
海
道
酪
農
の
当
面
す
る
生
産
力
問
題

府
県
と
も
に
入

O
年
以
降
死
廃
頭
数
が
著
し
く
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
も
六
四
、
六
九
、
七

O
、
七
四
年
な
ど
の
「
酪
農
危
機
」
と
み

な
さ
れ
る
年
度
は
死
廃
頭
数
率
が
急
増
し
、
両
者
の
相
関
関
係
が
み
ら
れ

た
が
、
八

O
年
以
降
も
、
「
危
機
」
と
「
死
廃
」
増
加
と
が
併
進
し
て
お
り
、

後
述
の
よ
う
な
一
種
の
悪
循
環
の
形
成
が
指
摘
で
き
る
。
病
傷
に
よ
る

「
死
廃
」
頭
数
は
、
八
一
年
に
は
北
海
道
で
は
四
%
へ
、
都
府
県
で
は
七

%
に
も
上
昇
し
、
六

0
年
代
中
半
以
降
に
お
け
る
最
高
の
高
さ
と
な
っ
た
。

病
傷
頭
数
率
も
増
減
し
て
き
た
が
、
近
年
で
は
七
八
年
を
ピ

l
ク
に
し

て
減
少
傾
向
に
あ
る
。
八
一
年
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
北
海
道
が
六
八
%
の

診
療
頭
数
率
で
あ
り
、
一
方
都
府
県
は
な
お
一
一
一
二
%
と
北
海
道
の
一
・

七
倍
の
高
さ
に
あ
る
。

こ
れ
を
道
内
地
域
別
に
み
れ
ば
、
死
廃
牛
頭
数
率
は
根
釧
、
道
南
で
北

海
道
平
均
よ
り
高
く
、
逆
に
十
勝
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
病
傷
で
は
、
道

南
が
非
常
に
高
く
、
ま
た
根
釧
地
方
が
平
均
よ
り
や
や
多
く
発
現
し
て
お

り
、
逆
に
十
勝
で
は
、
病
傷
も
平
均
以
下
の
発
生
・
診
療
状
況
に
あ
り
、

か
な
り
の
地
域
差
が
あ
る
が
、
こ
の
要
因
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
金
額
被
害
率
を
み
る
と
、
死
廃
お
よ
び
病
傷
の
発
生
状
況
と
照

応
的
に
増
減
し
て
お
り
、
七

O
、
七
四
年
な
ら
び
に
七
七
年
以
降
の
各
年

次
が
高
く
、
八

O
年
で
は
両
者
合
計
の
被
害
率
が
北
海
道
で
は
六
・
六
%
、

全
国
平
均
が
九
・
二
%
(
八
一
年
の
全
国
平
均
が
一

0
・
一
%
)
に
も
及

一一
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第9表家畜共済による乳牛の死廃・病傷の発生動向

〈単位;%) 

年 ¥ 度 ¥ 全道経令必頭数被害率

全道金額被
地域別頭数被害率 ホ都府県(全国〕 全国害率

死十悔

道南 十勝 根留tI 頭数被害率 金額危険率
過頭数 死廃病 1易

死廃|病傷死廃|病傷死廃|病傷 死 廃 | 病傷

1960* (85千〕 4.10 95 4.38 132 3.55 4.25 

65* (160) 3.59 90 4.87 143 3.36 5.05 

70 375 3.20 81 2.75 3.66 2.9 95 2.6 77 3.5 83 5.61 110 

72 424 2.60 67 2.05 3.29 2.8 84 2.2 65 2.6 70 (4.23) (92) 3.34 5.17 

73 437 2.30 68 1. 98 2.88 2.4 80 2.0 6邑 2.1 69 (3.93) (91) 3.31 4.74 

74 477 3.71 69 3. 26 2.64 3. 7 82 3.2 66 4.1 73 (5. 16) (90) 4.56 4. 46 

75 505 3.2 68 2.66 3.03 2.ヲ 80 2. 7 64 3.9 69 5.69 111 3.69 5.06 

76 517 3.03 70 2.55 3.09 (4.62) (95) 3.78 5.10 

77 547 3.42 74 2.84 3.12 (5.04) (97) 4.08 4.93 

78 587 3.49 76 2.99 3.75 3.4 97 3.0 73 3.7 78 (5. 15) (97) 4.20 5.69 

79 624 3.42 73 2.94 3.49 3.8 94 3.0 71 3.6 74 (5.ω) (94) 4.02 5.15 

80 648 3.67 69 3.2ヲ 3.28 4.1 3.1 4.0 6.68 4.28 4.96 

81* (664) 4.06 68 7.09 113 4.69 5.45 

注(1) lr北海道家畜共済年報』各年度版，農水省経済局『家畜共済統計表』各年度版より算出.

(2) *印の付した年次の加入頭数は「一般期間」の他に「短期・追加」もそのまま含むので，逐年平均の「経過頭数」で除し

たものより被害率が0.1-0.2%ほど低く現われている.都府県，全国の場合は全年度がそうであり注意を要する.

(3) If'家畜経済統計表』は67年以降集計法が改訂され，それ以前と不連続である.
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第 10表全道および大樹町における乳牛病畜診療率および千頭当たり発死数の動向

(単位:~の

¥¥¥  
全道牛 全道経産牛診療率 大樹町 大樹町経産牛 千頭当鎗死数 大樹町共済組合 大樹町
病傷 乳 牛

繁殖障害|乳房炎 北海道|大樹町 平均種 1~1lá$1 初回乳援組合診療率 診療率 付回数受胎率受胎率 分間隔

(60) (6.5) 91. 3 49.3 
日

1973 48 19.7 17.6 3.7 1. 71 

74 (61) 44 20.0 15.5 (8.0) 4.6 1. 71 90.1 61. 6 

75 (6コ) 45 15. 7 14. I (8.0) 6.5 1. 70 88.0 51. 0 

76 (59) 48 13.2 15.4 (7.5)1 5.7 1. 74 気).4 53.7 

77 (63) 51 14.8 i 11.7 (8. 1) 4.8 1. 68 91. 0 58.0 

78 (68) 16.3 58 15.3 18.4 (ヲ.4) 7.7 1.72 ヲ2.2 54.0 391 

7ヲ 79 27.5 25.1 b己 11. 8 16.0 10.2 8. I 1. 80 91. 5 47. I 397 

80 72 27.4 23.7 63 18.8 18.4 9. 4 8.2 1. 79 90.7 53.5 397 

81 73 29. I 22.2 75 18.8 17.4 11. 6 9. 7 1. 74 91. 0 55. 1 402 

82 73 30.8 20.7 (75) 32.0 20.8 10.6 12.0 396 

注(1) 北海道畜産課資料および大樹町農業共済組合資料より算出.

(2) 診療率はあらゆる病気，事故の診療頭数を総頭数で除した比率である.ただし， 79，80年には予防注射を除外して算出.

(3) 北海道の73年からお年までは肉牛も -1百して牛主して計上されており，その構成比率はほぼ 2割以内で大勢には影響ない

と思う.その数値は( )で示した.

(4) 82年の大樹町の乳牛診療率は，病類「その他」のうち「予防注射Jおよび「その他」を除外して算出した.それらを合め

ると 120%になる.

1111同
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北
海
道
酪
農
の
当
面
す
る
生
産
力
問
題

年
に
は
経
産
牛
の
二
五
%
が
受
診
す
る
高
さ
で
あ
っ
た
が
、
以
後
は
低
下

し
、
八
二
年
に
は
一
一
一
%
に
下
が
っ
た
。

こ
れ
ら
を
都
府
県
の
診
療
率
と
比
較
す
る
と
(
都
府
県
の
場
合
に
は
共

済
統
計
の
み
な
の
で
ま
っ
た
く
の
概
算
に
し
か
す
ぎ
な
い
が
)
、
八
一
年

に
、
経
産
牛
の
繁
殖
障
害
診
療
率
が
二
七
%
前
後
、
乳
房
炎
の
そ
れ
が
二

六
%
前
後
で
あ
る
と
み
ら
れ
、
繁
殖
障
害
は
北
海
道
の
方
が
、
ま
た
乳
房

炎
は
都
府
県
の
方
、
が
よ
り
高
い
診
療
割
合
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
そ
う
で

あ
る
。
も
っ
と
も
都
府
県
の
場
合
、
と
く
に
「
粕
酪
」
の
ご
腹
搾
り
」
的

経
営
の
場
合
に
は
、
繁
殖
障
害
に
な
っ
て
も
診
療
し
な
い
で
、
増
体
し
て

肉
牛
と
し
て
処
理
す
る
の
で
、
実
際
の
発
病
率
は
相
当
高
い
と
み
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
高
い
診
療
率
と
そ
の
上
昇
傾
向
が
特
筆
す
べ
き
こ
と

(

4

)

 

で
あ
り
、
充
分
に
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
十
勝
の
代
表
的
酪
農
地
域
大
樹
町
の
事
例
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、

家
畜
共
済
特
定
損
害
防
止
事
業
等
を
も
利
用
し
た
共
済
組
合
等
関
係
機
関

と
農
家
の
た
ゆ
み
な
い
努
力
に
よ
り
、
繁
殖
障
害
、
乳
房
炎
の
発
生
、
診

療
率
が
道
平
均
よ
り
も
相
当
低
く
、
安
定
的
に
推
移
し
て
き
で
い
る
と
い

え
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
で
も
、
七
三
、
四
年
の
際
と
同
様
に
、
八

O

年
以
降
の
危
機
時
に
診
療
率
の
増
大
傾
向
が
み
ら
れ
(
第
ぬ
表
)
、
第
死

数
も
糟
大
し
て
お
り
、
両
者
の
相
関
・
併
進
関
係
が
指
摘
で
き
る
。

ま
た
繁
殖
に
か
か
わ
る
基
礎
的
指
標
と
し
て
の
種
付
回
数
、
受
胎
率
等

は
ま
ず
良
好
な
水
準
で
安
定
的
に
推
移
し
て
き
で
い
る
が
、
七
九

t
八一

一
一
ニ
六

年
に
若
干
の
悪
化
が
み
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
指
標
に
つ
い
て
全
道
レ
ベ
ル
で
の
検
討
は
今
は
成
し
得
な
い

が
、
牛
乳
生
産
費
調
査
に
よ
れ
ば
後
掲
第
ゆ
表
の
よ
う
に
、
分
娩
間
隔
が

八
O
年
以
後
は
一
三
・
四

t
一
三
・
五
カ
月
と
な
り
そ
れ
以
前
よ
り
も
僅

か
に
長
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
も
っ
と
も
都
府
県
と
比
較
す
る
と
八
二
年

で
は
0
・
二
カ
月
だ
け
北
海
道
が
短
く
、
こ
の
限
り
で
は
北
海
道
が
優
れ

て
い
る
と
い
え
場
。
。

も
う
少
し
病
類
別
内
訳
に
つ
い
て
検
討
す
れ
ば
、
第
日
表
の
よ
う
に
繁

殖
障
害
と
な
っ
た
経
産
牛
は
、
八
一
、
二
年
に
北
海
道
で
は
一
一
一
万
頭
以

上
に
及
ぶ
。
そ
の
中
で
多
発
し
て
い
る
の
は
卵
胞
の
う
腫
、
卵
巣
静
止
が

各
二
万
頭
以
上
、
つ
い
で
排
卵
障
害
、
黄
体
遺
残
が
一
万
頭
以
上
、
こ
れ

ら
卵
巣
・
卵
管
疾
患
が
計
八
万
頭
以
上
、
ま
た
子
宮
内
膜
炎
な
ど
子
宮
疾

患
が
=
一
万
頭
以
上
に
達
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
繁
殖
障
害
で
は
な
い
が
、
ほ
か
に
産
前
・
産
後
起
立
不
能
症
、

胎
盤
停
滞
が
二
万
頭
以
上
、
難
産
が
一
・
六
万
頭
弱
と
そ
れ
ぞ
れ
経
産
牛

の
四
%
弱
よ
ハ
%
余
り
で
発
生
、
受
診
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
高
さ
も
見

落
せ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
都
府
県
L
」
の
対
比
で
み
れ
ば
、
飼
料
構
成
の
相
違
等
を
反
映
し

て
消
化
器
系
の
病
気
が
都
府
県
で
は
非
常
に
多
く
、
他
面
で
は
、
放
牧
と

も
関
連
し
て
北
海
道
で
外
傷
事
故
の
診
療
頭
数
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
運
動
器
系
の
病
気
は
飼
養
形
態
の
相
違
等
を
反
映
し
て
、
死
廃
に



第 11表北海道乳牛の病類別姥死頭数，診療頭数と構成比(Jヲ82年)および

共済統計による死廃・病傷の病類別比率 (1981年度)

〈単位:%) 

1982年診療年報 Iヲ81年度共済統計

強死数診療頭i同 左 死廃 病 傷

(頭)I数(百頭)構成比 北海道|都府県 都 府 県

伝 染 病 318 1.9 2.6 1.4 

寄 主主 虫 病 2 131 0.2 0.0 0.0 0.1 

血液病・代謝病 146 1341 2.4 1. 1 1.2 7.6 

?商 化 器 病 2，190 551 9. 7 12.1 17.9 I 18.5 

呼 吸 器 病 1，018 280 4.9 3.9 2.2 4.1 

循 環 器 病 907 451 0.8 5.9 5.4 0.5 

妊娠分娩，産後の疾 1，816 825 14.5 14.7 15.6 14.3 患L

泌尿生殖器，乳房の 532 2，383 41. 9 32.9 30.6 45.5 疾患

運 動 器 病 79 391 6.9 8.2 12.6 4.4 

神 経 系 病 43 1I1 0.2 1.3 2・oI} 0.9 
限 病 C 151 0.3 0.1 0.0 

皮 膚 病 14 29' 0.5 0.4 

外 傷 事 故 922 127 2. 2 17.2 9.0 1.0 
中 毒 130 II1 0.2 0.6 0.8 1.0 

そ の 他 119 712 12.5 0.1 0.1 0.4 

総 計 8，236 5，680 100.0 100.0 100.0 100.0 

うち繁殖障 害 1，2931 22.8 (26，971頭) (61，193頭〉 (975， 133頭)

乳房炎 386 869
1 
15.3 

注(1) 北海道畜産課『家畜診療年報』および経済局『家畜共済統計表~ (1981年
度〉による.

(2) 診療年報は仔牛も含む全乳牛の病傷を対象としており，共済統計表は生後

6カ月以上の共済加入牛のみの病傷についてであり，筒者をそのまま対比は

できない.

(3) 共済統計の( 〕内は各総計頭数で~る.一
三
七
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北
海
道
酪
農
の
当
面
す
る
生
産
力
問
題

つ
い
て
は
都
府
県
で
そ
の
比
重
が
高
く
、
そ
の
病
傷
で
は
北
海
道
の
比
率

が
高
い
と
い
っ
た
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
北
海
道
で
は
「
そ
の
他
」
が
一
一
一
%
と
相
当
の
比
率
を

占
め
て
い
る
が
、
そ
の
四
五
%
前
後
が
起
立
不
能
症
等
の
予
防
注
射
で
あ

り
、
つ
い
で
「
感
冒
」
が
そ
の
二
O
t
二
五
%
、
「
駆
虫
」
が
一
O
%
前

後
を
構
成
し
て
お
り
、
約
半
数
が
病
傷
に
よ
る
よ
り
も
予
防
的
措
置
と
み

な
さ
れ
る
点
に
注
意
を
要
す
る
。
つ
ま
り
こ
の
部
分
が
北
海
道
全
体
の
診

療
率
を
五
%
前
後
高
め
て
い
る
と
み
ら
れ
、
実
際
の
病
傷
の
診
療
率
は
そ

れ
だ
け
割
り
引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
こ
れ
ら
病
類
別
診
療
頭
数
の
年
次
動
向
を
整
理
し
た
の
が
第
ロ

表
で
あ
る
。
第
二
次
酪
農
近
代
化
計
画
の
開
始
年
を
起
点
に
し
た
診
療
頭

数
と
飼
養
頭
数
の
推
移
に
お
い
て
特
徴
的
な
こ
と
は
、
第
一
に
、
繰
り
返

し
に
な
る
が
、
七
三
、
四
年
、

λ
一
、
二
年
と
い
っ
た
危
機
特
に
お
け
る

繁
殖
障
害
、
病
畜
の
増
大
。
第
二
に
、
第
三
次
酪
近
計
画
下
で
急
速
な
増

頭
が
進
展
し
同
時
に
濃
厚
飼
料
給
与
量
が
増
大
し
た
七
七
年
か
ら
七
九
年

に
か
け
て
、
伝
染
病
、
消
化
器
病
、
呼
吸
器
病
、
循
環
器
病
、
運
動
器
病

の
顕
著
な
増
大
が
み
ら
れ
る
こ
と
。
第
三
に
、
七
九
年
は
診
療
総
頭
数
お

よ
び
診
療
率
が
ピ

l
ク
を
な
し
た
が
、
以
後
は
繁
殖
障
害
を
除
い
て
他
の

病
傷
は
減
少
な
い
し
は
停
滞
傾
向
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
こ
う
し
た
病
傷
の
発
生
状
況
と
そ
の
推
移
は
如
何
な
る
要
因

に
よ
る
も
の
な
の
か
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
如
何
な
る
も
の
か
が
問
わ
れ

一
三
八

て
く
る
。

こ
れ
ら
の
病
気
の
原
因
等
に
つ
い
て
は
、
種
々
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

平
易
な
表
現
で
言
え
ば
、
例
え
ば
、
「
卵
胞
の
う
腫
は
、
一
般
に
泌
乳
能

(

5

)

 

力
が
高
く
栄
養
の
よ
い
舎
飼
い
の
乳
牛
に
多
く
」
、
「
過
肥
、
運
動
不
足
な

(
6
)
 

ど
が
原
因
で
発
生
す
る
」
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
。
事
実
、
高
乳
量
牛
に

繁
殖
障
害
が
多
い
と
い
う
事
例
を
よ
く
見
聞
す
る
が
、
こ
れ
は
泌
乳
自
体

が
、
乳
牛
が
「
た
く
さ
ん
の
栄
養
を
摂
取
し
て
、
分
解
、
吸
収
し
て
、
別

の
変
わ
っ
た
栄
養
分
で
あ
る
牛
乳
と
い
う
成
分
に
置
き
換
え
る
と
い
う
、

ハ
7
〉

大
変
複
雑
な
仕
事
を
す
る
」
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び

ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
の
摂
取
・
排
出
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
や

す
く
、
こ
と
に
分
娩
後
の
高
泌
乳
時
期
に
は
摂
取
量
が
不
足
し
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
に
な
る
こ
と
が
避
け
難
く
、
ど
う
し
て
も
無
理
が
生
じ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
を
補
う
べ
く
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
高
タ
ン
パ
ク
の
飼
料
給
与
を
す

れ
ば
卵
巣
の
機
能
障
害
あ
る
い
は
消
化
器
病
を
招
き
や
す
い
と
い
っ
た
錯

綜
し
た
困
難
性
を
伴
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、
体
調
や
ほ
か
の
器
官
の

機
能
の
低
下
、
不
調
な
ど
も
鋭
敏
に
乳
牛
の
繁
殖
生
理
と
泌
乳
に
反
映
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
高
等
動
物
」
で
あ
る
乳
牛
飼
養
管
理
の
複
雑
さ
の
一
端
は
、

後
掲
の
第
三
図
、
第
引
表
に
も
示
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
生
産
調
整
下
で
の

駄
牛
淘
汰
は
、
障
害
牛
の
み
な
ら
ず
低
泌
乳
牛
も
そ
の
対
象
と
な
り
、
そ



北海道における牛・乳牛の病類別診療頭数，第死数，その発生率の推移

よぐ
牛 1971 乳牛 1979 

73 75 77 79 

診療頭数回数

80 81 82 

頭 頭

伝 染 病 6，260 100 112 15ヲ 186 19，883 100 84 90 77 

寄生虫病 2，617 100 118 28 18 27 606 100 263 288 215 

全 身 病* 16，220 lCコ 97 85 114 111 *17，985 100 103 86 74 

消化器病 38，116 100 109 98 126 155 52，244 100 ヲヲ 98 106 

呼吸器病 8，526 100 211 210 329 623 32，574 100 101 84 86 

循環 器 病 3，823 100 92 94 104 145 5，2ヲ3 100 86 ヲl 84 

泌尿生殖器病本 1，917 100 113 109 122 
}!58 

*83，815 100 97 ヲ7 98 

繁殖障害* 198，741 l∞ 101 122 135 *231，581 100 101 101 103 

運動 器 病 26，308 100 96 112 131 149 38，195 100 971 102 102 

神経系病 1，186 IOC 129 155 162 104 1，1ヲ8 100 801 108 93 

皮 膚 病 5，178 100 95 78 761 79 3，702 100 961 88 79 

外傷，不慮事故 13，644 IOC 85 82 931 100 13，057 100 102 103 98 

そ の 他* 35，837 l∞ 146 2α〕 204 276 *80，829 100 951 92 95 

メEL3 言十 358，388 lOOi 108 124 141 176 577，260 100 931 97 98 

乳牛頭数 520， 180 
1111118 

126 ベ727， 106 107 

肉牛頭数 36，328 1001 214! 345 410 452 

牛総頭数 556，508 1001 1161 133 145 160 

診療率ぺ
11T171  

172i73i73 
千率頭当たり姥(お死り 7.1 6.518.018.1110.9 10.2 9.411]， 6110. 6 

第 12表

注(1) 北海道畜産課『家畜衛生事業成績書.!]， Ii'家畜診療年報』各年次版による.

(2) 71-79年は牛全体について， 79-82年については乳牛について示した.

(3) 病類区分が78年以降次のように変化したが従来区分の表示で示した(表側

表示を変更しなかった〉ので注意を要する.全身病→血液病および代謝病，

泌尿生殖器病→妊娠，分娩および産後の疾患l，繁殖障害→泌尿生殖器および

乳房の疾患，また78年以降の「その他」には眼病，皮膚病，中毒を含む.

一
三
九



《ノ
l
ト
》

北
海
道
酪
農
の
当
面
す
る
生
産
力
問
題

の
結
果
高
泌
乳
牛
が
多
く
残
れ
ば
繁
殖
障
害
が
発
生
し
や
す
く
な
る
こ
と

に
も
な
ろ
う
。

さ
ら
に
ま
た
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
生
産
調
整
へ
の
対
応
と
し
て
な
ら

び
に
経
済
的
窮
迫
が
重
な
っ
て
、
従
来
の
傾
向
に
反
し
て
濃
厚
飼
料
を
控

え
る
動
向
が
み
ら
れ
、
そ
の
上
、
八

O
、
八
一
年
の
冷
災
害
に
よ
る
牧
草
、

コ
l
ン
の
収
量
低
下
の
た
め
に
粗
飼
料
給
与
量
の
減
少
お
よ
び
質
の
低
下

と
相
ま
っ
て
、
従
来
の
過
タ
ン
パ
ク
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
繁
殖
障
害

と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
不
足
と
み
ら
れ
る
繁
殖
障
害

(

B

)

 

も
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
検
討
す
べ
き
点
と
し
て
先
の
第
6
表
に
み
た
飼
料
構
成
の
変
化

と
疾
病
と
の
関
連
性
、
あ
る
い
は
、
後
掲
第
山
口
表
の
よ
う
に
仔
牛
へ
の
牛

乳
の
給
与
量
の
激
減
と
仔
牛
の
疾
病
と
の
関
係
等
と
多
く
の
問
題
が
指
摘

で
き
る
。

と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
飼
養
管
理
問
題
に
つ
い
て
は
節
を
改
め
て
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
、
こ
う
し
た
病
畜
の
発
生
増
加
に
危
機
下
に
お
か
れ
た
酪

農
経
営
の
今
日
的
特
徴
が
示
さ
れ
て
お
り
、
酪
農
生
産
力
の
あ
り
方
、
行

方
を
検
討
す
る
一
枢
要
点
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

注
(

1

)

今
日
開
発
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
相
当
な
傾
斜
地
と
か
泥
炭

湿
地
な
ど
悪
条
件
の
場
所
が
多
く
、
ま
た
機
械
、
資
材
等
の
高

騰
に
よ
り
造
成
費
も
嵩
む
よ
う
に
な
り
、
八
一
年
で
は
一
へ

F

タ
ー
ル
の
造
成
で
約
一

O
O
万
円
、
整
備
で
四

O
t
五
O
万
円
、

一四

O

さ
ら
に
、
勾
配
一
五
度
の
傾
斜
地
を
三
度
の
畑
地
に
起
伏
修
正

ナ
る
場
合
に
は
同
五

O
O
t
六
O
O
万
円
に
は
ね
上
が
っ
て
い

る
。
開
発
事
業
費
投
入
額
は
七
一
年
度
か
ら
七
九
年
度
ま
で
の

九
年
間
に
一
一

O
O億
円
に
達
し
、
う
ち
国
費
が
六
四
六
億
円
、

道
・
市
町
村
等
を
含
め
た
地
方
・
地
元
負
担
が
四
五
四
億
円
に

上
っ
て
い
る
。
六

0
年
代
後
半
か
ら
七

0
年
代
前
半
に
か
け
て

造
成
テ
ソ
ポ
が
急
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
造
成
費
高
騰
も
影
響

し
て
頭
打
ち
し
て
い
る
。
因
に
国
営
草
地
開
発
事
業
に
お
け
る

総
事
業
費
を
事
業
量
で
除
し
た
各
年
度
の
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り

総
事
業
費
は
、
七
一
年
度
が
一

O
三
万
円
で
あ
っ
た
が
、
以
後

一
二
六
万
円
、
九
九
万
円
、
一
一
八
万
円
、
一
八
五
万
円
、
二

七
五
万
円
、
二
五
五
万
円
、
二
五

O
万
円
、
一
一
三
二
万
円
(
七

九
年
昨
民
)
と
な
っ
て
お
り
、
七
五
年
度
以
降
急
騰
し
、
こ
れ
が

地
価
、
地
代
の
上
昇
に
も
反
映
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

(
2
〉
畑
作
、
酪
農
の
展
開
す
る
十
勝
に
お
け
る
経
営
類
型
と
農
業

構
造
の
変
貌
過
程
を
分
析
し
た
も
の
に
、
境
沢
照
俊
「
北
海
道

畑
作
の
生
産
力
構
造
」
(
北
海
道
立
総
合
経
済
研
究
所
『
北
海

道
農
林
研
究
』
第
五
二
号
別
刷
、
一
九
七
七
年
三
月
)
、
同
「
畑

作
型
酪
農
の
経
営
構
造
」
(
『
同
』
第
五
四
号
、
一
九
七
八
年
)
、

七
戸
長
生
「
地
域
農
業
と
価
格
問
題
」
(
『
農
業
経
済
研
究
』
第

五

O
巻
第
二
号
、
一
九
七
八
年
九
月
)
等
が
あ
る
。
ま
た
、
酪

農
に
お
け
る
土
地
利
用
・
土
地
問
題
を
全
国
レ
ベ
ル
で
分
析
し

た
も
の
に
、
梶
井
功
編
『
畜
産
経
蛍
と
土
地
利
用
・
総
括
編
』



(
食
文
協
、
一
九
八
二
年
)
、
宙
畑
保
「
酪
農
経
営
の
展
開
と

土
地
問
題
」
(
『
北
海
道
酪
農
の
構
造
と
再
編
方
向
』
、
農
業
総

合
研
究
所
特
研
資
料
第
一

O
号
、
一
九
八
三
年
三
月
)
等
が
あ

る。

(

3

)

日
本
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の
飼
料
給
与
量
お
よ
び
乳
量
の
推
移

を
示
し
た
も
の
に
「
ア
メ
リ
カ
の
日
本
酪
長
戦
略
を
分
析
す
る
」

(
『
酪
農
事
情
』
第
四
一
巻
第
一
一
号
、
一
九
八
一
年
一
一
月
)

が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
飼
料
効
果
を
算
出
す
る
と
、
日
米
と
も

低
下
し
て
お
り
、
一
九
七
九
年
に
日
本
が
二
・
四
六
、
七
八
年

に
ア
メ
リ
カ
が
ニ
ニ
ニ
六
で
あ
り
、
日
本
が
や
や
高
く
、
北
海

道
は
そ
れ
ら
よ
り
か
な
り
高
い
。
同
論
文
は
最
近
の
濃
厚
飼
料

多
給
傾
向
を
批
判
的
に
検
討
し
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。

(

4

)

ホ

F
レ

γ
畜
産
生
産
部
「
北
海
道
に
お
け
る
家
畜
疾
病
に
よ

る
経
済
損
失
」
(
一
九
八
三
年
一
ニ
月
)
に
よ
れ
ば
、
大
雑
把
な

推
計
で
あ
る
が
、
乳
用
牛
の
場
合
、
診
療
経
費
と
し
て
五
五
億

円
、
死
亡
に
よ
る
損
害
二
三
億
円
、
廃
用
に
よ
る
損
害
四
三
億

円
、
繁
殖
障
害
に
よ
る
生
産
減
九
億
円
、
乳
房
疾
患
に
よ
る
損

失
五
九
億
円
、
合
計
一
八
七
億
円
、
粗
生
産
額
二
四

O
九
億
円

の
七
・
七
%
に
も
達
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
潜
在
性
乳
房
炎
に

よ
る
損
失
を
含
め
て
い
な
い
が
、
酪
農
総
合
研
究
所
の
資
料
に

よ
る
推
計
で
は
、
全
経
産
牛
群
の
潜
在
性
乳
房
炎
に
よ
る
乳
量

損
失
率
平
均
七
・
六
五
%
と
し
て
、
さ
ら
に
一
八

O
億
円
余
り

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

《
ノ
l
ト
》

北
海
道
酪
農
の
当
面
す
る
生
産
力
問
題

ホ
ク
レ

γ
が
七
九
年
八
月
に
実
施
し
た
経
済
損
失
の
推
定
で

は
、
乳
用
牛
で
一
四
五
億
円
、
粗
生
産
額
の
七
・
三
%
で
あ
り
、

損
失
額
、
率
と
も
こ
の
三
年
間
に
増
大
し
て
き
て
お
り
、
危
機

激
化
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

(

5

)

『
畜
産
の
研
究
』
第
三
五
巻
第
四
号
(
一
九
八
一
年
四
月
)
、

グ
ラ
ピ
ア
二
ペ
ー
ジ
。

(

6

)

『
酪
農
事
情
』
第
四
一
巻
第
ご
一
号
(
一
九
八
一
年
一
一
一
月
)
、

四
七
ペ
ー
ジ
。

(

7

)

『
同
右
』
第
四
二
巻
第
五
号
(
一
九
八
二
年
五
月
)
、
一
九
ベ

ー
ジ
。

(

B

)

八
二
年
三
月
の
根
室
標
津
町
家
畜
保
健
所
佐
生
獣
医
か
ら
の

聴
取
り
に
よ
れ
ば
、
八
一
年
一
一
月
以
降
分
娩
し
た
牛
に
発
情

の
こ
な
い
も
の
が
多
く
、
治
療
し
て
も
な
か
な
か
治
ら
な
い
と

い
う
。
あ
る
い
は
若
牛
に
配
合
飼
料
を
給
与
で
さ
ず
、
粗
飼
料

の
み
で
飼
っ
て
い
て
種
が
つ
か
ず
長
〈
扶
養
す
る
ケ
l
ス
も
あ

る
と
い
う
。
そ
し
て
、
飼
槽
が
掃
い
た
よ
う
に
き
れ
い
に
食
べ

尽
し
て
い
る
こ
と
は
飼
料
不
足
の
現
わ
れ
で
、
経
済
的
に
追
い

詰
め
ら
れ
た
経
営
で
は
配
合
飼
料
給
与
量
が
通
常
の
七
割
程
度

の
も
の
も
み
ら
れ
る
と
い
う
c

飼
釜
管
理
問
題
と
酪
麗
生
産
力
の
あ
り
方

H
路
震
畑
作
曲
贋
家
の
飼
養
管
理
問
題

冒
頭
で
述
べ
た
酪
農
の
規
模
拡
大
傾
向
は
、
畑
作
、
酪
農
の
複
合
的
経

四



《
ノ
l
ト
》

北
海
道
酪
換
の
当
面
す
る
生
産
カ
問
題

営
が
畑
作
あ
る
い
は
酪
農
へ
専
同
化
し
て
い
く
展
開
で
も
あ
っ
た
が
、
こ

の
分
解
局
面
に
お
か
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
酪
農
畑
作
農
家
と
、
分
化
し

た
酪
農
専
業
農
家
で
は
飼
養
管
理
問
題
も
若
干
異
な
っ
た
様
相
を
呈
す
。

本
項
で
は
前
者
、
次
項
で
は
後
者
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
く
。

な
お
、
調
査
は
八

O
t
八
二
年
に
実
施
し
た
が
、
生
産
調
整
下
の
動
向

に
ポ
イ
ン
ト
を
お
い
て
検
討
し
て
い
く
。

こ
こ
で
考
察
の
対
象
と
す
る
大
樹
町
は
、
北
海
道
の
中
核
的
な
畑
作
・

酪
農
地
域
十
勝
支
庁
管
内
で
二
番
目
の
産
乳
量
(
八
二
年
四
・
一
万
ト
ン
)

を
誇
る
南
部
沿
海
地
域
の
代
表
的
な
酪
農
地
帯
で
あ
る
。
一
九
五
五
年
の

集
約
酪
農
地
区
の
指
定
、
五
九
年
の
雪
印
工
場
の
完
成
と
戦
前
来
引
き
継

が
れ
た
加
工
原
料
乳
地
帯
の
基
盤
が
固
め
ら
れ
て
ゆ
き
、
さ
ら
に
冷
害
を

転
機
に
急
速
な
酪
農
の
増
大
と
草
地
化
が
図
ら
れ
、
六
九
年
時
点
で
は
酪

農
専
業
農
家
が
全
農
家
の
半
数
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。
八
一
年
で
は

町
人
口
の
二
倍
、
一
・
六
万
頭
以
上
の
乳
牛
が
飼
養
さ
れ
、
酪
農
家
二
戸

当
た
り
総
頭
数
五
三
頭
、
同
経
産
牛
一
ニ

O
頭
の
大
規
模
酪
農
家
が
族
生
し

て
い
る
。
七
九
年
で
は
畜
産
収
入
が
町
の
農
畜
産
額
六
六
億
円
の
七
九
%

(

l

)

 

を
占
め
て
お
り
、
文
字
通
り
酪
農
・
畜
産
の
町
と
い
え
る
。

調
査
対
象
は
畑
作
農
家
と
酪
農
家
が
混
在
し
て
い
る
地
域
で
、
酪
農
と

ピ
l
ト
を
経
営
の
中
軸
に
し
、
後
継
者
も
い
る
中
堅
農
家
を
選
定
し
た
。

①
経
営
の
概
況
と
特
徴

各
農
家
の
大
樹
町
へ
の
入
植
時
期
、
農
地
改
革
時
の
状
態
、
渡
道
後
現

四

経
営
主
ま
で
の
世
代
数
、
家
族
労
働
力
の
就
業
状
態
お
よ
び
経
営
耕
地
作

付
状
況
に
つ
い
て
は
第
同
表
の
如
く
で
あ
る
。
戦
後
入
植
は
=
一
戸
、
昭
和

一
O
年
ま
で
の
入
植
者
が
五
戸
を
占
め
て
い
る
。

経
営
の
特
徴
を
記
せ
ば
、
労
働
力
で
は
二
世
代
に
亘
る
=
了
四
人
を
擁

す
る
六
戸
(
②
、
③
、
⑤
t
⑧
番
農
家
)
と
、
四
O
代
夫
婦
二
人
の
み
の

二
戸
(
①
、
④
番
農
家
)
に
区
分
さ
れ
、
後
者
は
ピ

l
ト
作
付
け
一
ニ
ヘ
ク

タ
ー
ル
未
満
、
経
営
耕
地
も
二

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
前
後
で
あ
り
、
調
査
農
家

中
で
は
小
規
模
経
営
で
あ
る
。
一
方
前
者
は
、
ピ

I
ト
(
⑤
は
ば
れ
い
し

ょ
も
含
む
)
作
付
面
積
が
四
二
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
、
借
入
地
も
含
め
た

耕
地
が
三

0
1二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
び
、
当
地
で
も
中
大
規
模
経
営
に

属
し
て
い
る
。
と
く
に
⑦
農
{
氷
は
ビ

l
ト
、
が
一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
達
す

る
特
異
な
経
営
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
現
況
で
は
、
保
有
労
働
力
が

経
営
耕
地
規
模
に
か
な
り
強
い
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
農
業
専
従
者

一
人
当
た
り
約
八

t
一
一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
地
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
乳
牛
飼
養
状
況
を
み
る
と
(
第
は
表
)
、
③
、
⑥
、
⑦
、
⑧
農
家

は
飼
養
開
始
時
期
が
戦
前
ま
た
は
昭
和
二

0
年
代
で
あ
り
、
か
な
り
長
い

経
験
を
も
ち
、
経
産
牛
一

O
頭
に
到
達
年
が
六

0
年
代
で
、
酪
農
危
機
時

の
七
四
年
ま
で
に
二

O
頭
規
模
に
逮
し
て
い
る
先
行
組
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
他
の
四
戸
は
飼
養
開
始
年
が
六

0
年
代
と
遅
く
、
経
産
牛

一
O
頭
、
ご

O
頭
到
達
時
期
も
前
者
よ
り
数
年
連
れ
た
後
発
型
を
な
す
。

た
だ
し
、
七

0
年
代
後
半
の
増
頭
に
よ
り
、
八
一
年
の
調
査
時
点
で
は
、



(単位:ha) 

経 営 主 46A 54A 31A 50A 54A 52A 33A 31A 

年 同 妻 40A 55A 28A 46A 50A 48A 30A 28A 
齢

あとつ ぎ 28A 27A 28A 就
業 同 妻 25A 24A 
状

父 58D 63B 65D 態

母 妹24D 53A 

調 査 農 家 の 概 況 (1981年〉第 13表

作

7

自

l
I ;J'~~ I~F~*I自;日 iI ~~~ I 

自作

15 

畑作畑(ピー γト畑〕〕
3.0 7.63 5.5 7.0 2.5 4.2 4.24 1 I. 4 

飼料 3.0 4.5 7.0 4.0 4.3 5.56 6.0 5.85 

経
(デソトコー
牧草地計 17.0 25.0 21. 3 12.2 18.1 22.96 16.4 21. 49 

営
うち牧草専用 13.0 24.5 15. 3 7.9 18.0 22.96: 15.6 21. 49 耕

地 放牧専用 3.0 0.5 3.0 0.1 0.8 . 
作 採草放牧 1.0 3.0 4.3 

付 耕地合計 23.0 35.0 35.3 18.7 26.6 32.77 33.8 35. 77 
状

うち借入草地 5.0 10.0 3.0 
1.4 

況 (畑3.6) 
根菜作付率(%) 13.0 I 15.7 19.8 13.4 15.8 : 12.9 33.7 21. 3 

草地率(%) 73.ヲ71.4 60.3 65.2 67.7 I 70. 1 48.5 60.1 

7 

改革前自小作形態

改革後耕地規模

注(1) 就業状態， A=農業専従， B=農業が主，兼業にも従事， D=兼業が主.

(2) ③番農家は草地のほかに畑 3.6haの借り入れがある.⑤番農家の畑作はピ

ート 2.7ha，ばれいしょ1.5haの作付けである.

①
を
除
き
他
は
三

O
頭
近
い
経

産
牛
飼
養
規
模
に
並
び
、
そ
の

限
り
で
は
、
先
発
後
発
聞
の
差

は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
出
荷
乳
量
は
、
①
を

除
い
て
も
一
二

0
1
一
六

0
ト

ン
と
各
農
家
聞
に
か
な
り
の
開

き
が
あ
り
、
七
八
年
以
降
の
動

向
も
増
減
様
々
で
あ
る
。
ま
た
、

経
産
牛
一
一
政
当
た
り
乳
量
も
か

な
り
の
格
差
が
あ
り
、
そ
の
増

減
傾
向
も
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
い
。

そ
れ
ら
の
動
向
は
つ
ぎ
の
四

つ
に
分
類
で
き
る
。

第
一
は
①
農
家
で
飼
養
頭
数

は
少
な
い
が
、
個
別
割
当
の
あ

っ
た
八

O
年
以
降
の
生
産
調
整

下
で
も
持
続
的
に
出
荷
乳
量
を

増
大
し
、
経
産
牛
頭
当
乳
量
も

比
較
的
高
く
、
上
昇
過
程
に
あ

る
経
営
で
あ
る
。
〔
中
小
規
模

四



第 14表乳牛飼養状況 (1981年〕

jEllEll 

巴、
~ 

③ 
農家番号

、、、~

乳牛飼養開始年
経産牛10頭になった年
経産牛20頭になった年

乳
牛
頭
数
〆【、

頭
、}ノ

経 産牛
(うち高等登録)
育一成 牛
仔 牛
総頭数

経産牛 l頭当たり乳量(81年)(kg)
( 80年 (kg)

乳検経産牛乳量 ( 79年 ( ，r， ) 

l78年 (ρ)

( 80年度(トン〕

乳量 ~ ~~年度 ( f ) 
1 78年度 ( f ) 

l81年(タ)

経
営
目
標

① 

66-67 
73-4 

19 
( 0) 

B 
4 

31 

6，αEコ余

②|③ 

62-63 I 45-54 
71 69 
77 72 

ーノ
9
3
8
6
3
 

η

4

n

d

t

u

 

f
k
 

、，ノ
円
U
円
U

つ白
/
O
Q
u

q
U
1
1
t
i
-
-
-
に
U

f
‘、

5，200 
5，457 
5，801 
5，088 

166.9 
169.4 
141. 9 
165.0 

出ム2(ケI~5T70|;二|
約 ::  |牛舎 I~.~~I

4，8∞ 
5，005 
4，878 
5，366 

116.2 
112.8 
139.2 
122.1 

牛舎

70-71 
79 

27 
( 6) 
16 
2 
45 

6，αD  
5，025 
5，608 
6，041 

102.3 
107.5 
110.8 
115.6 

O

一
舎

〔

-

一

qυ

〆
O

一一
日
午

R
υ
-

に

υ

一

28 

④ ⑤

一

回

引

山

一

ーノ
8
4
8
7
3
 

q

L

Z

せ

，，t
、

5，5∞ 
4，745 

129.1 
128.9 
104.5 
126.8 

⑥ 

1
 

4
 

に

υJ'

円，a
a
4
A

-
F
ζ
U
η
，d
 

phυ A
U且

29 
(12) 
21 
6 
56 

5，4αコ
5，871 
6，207 
5，724 

152.8 
167.6 
159.1 
158. 1 

⑦ 

F
D
R
d
4‘
 

4
・
r白
弓
J

28 
(20) 

勺
，1

 

、1E
、，J

45 

6，420 
6，050 
6，171 
5，983 

138.3 
138.2 
138.9 
131. 8 

戦前
67 
73 

29 
( 3) 
22 
4 

65 

5，3∞ 
5，262 
5，359 
5，138 

154.2 
162.1 
138.8 
132.7 

|ド6“Jよ5よ乙ムど乙7

|はJι|品ιム|一|一



多
乳
量
型
〕

第
二
は
②
、
⑤
農
家
で
生
産
調
整
前
に
出
荷
乳
量
を
急
増
し
、
生
産
調

整
下
で
そ
の
水
準
を
持
続
し
、
頭
当
乳
量
水
準
は
町
平
均
前
後
で
変
動
し

て
い
る
が
、
頭
数
、
乳
量
増
を
目
指
し
て
い
る
経
営
で
あ
る
。

以
上
の
グ
ル
ー
プ
は
後
発
上
向
型
酪
農
家
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
に
対
し
④
、
⑥
、
⑦
の
第
三
グ
ル
ー
プ
は
、
生
産
調
整
開
始
前
よ

り
ほ
ぼ
同
じ
出
荷
乳
量
を
産
出
し
、
頭
当
乳
量
も
町
平
均
か
、
そ
れ
を
上

回
る
か
な
り
高
い
水
準
を
実
現
し
て
い
る
乳
量
安
定
型
経
営
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
④
は
経
産
牛
二
O
頭
規
模
に
な
っ
た
の
が
七
九
年
と
後
発
的
性
格

を
も
っ
て
お
り
、
他
の
⑥
、
⑦
は
伝
統
的
な
基
盤
の
う
え
に
さ
ら
に
頭
数

増
と
乳
量
水
準
引
き
上
げ
を
目
指
す
経
営
で
あ
る
。

以
上
の
三
タ
イ
プ
は
拡
大
・
増
産
過
程
を
に
ら
み
な
が
ら
、
か
っ
そ
の

軌
道
に
乗
り
つ
つ
生
産
調
整
に
対
応
し
て
い
る
経
営
で
あ
る
。

他
方
、
③
、
⑧
農
家
は
生
産
調
整
以
降
産
乳
を
減
少
さ
せ
て
お
り
、
古

く
か
ら
の
飼
養
農
家
で
あ
る
が
、
第
目
、
凶
表
の
如
く
、
病
気
の
発
生
や

事
故
率
が
高
く
、
出
荷
乳
量
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、
経
産
牛
頭
当

乳
量
も
③
で
は
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
酪
農
部

門
の
下
降
、
後
退
局
面
が
強
く
出
て
い
る
経
営
で
あ
り
、
先
行
拡
大
組
で

は
あ
っ
た
が
、
生
産
調
整
時
期
に
脱
落
し
て
き
で
い
る
、
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
経
験
年
数
の
長
短
、
あ
る
い
は
一
定
頭
数
到
達
時

期
の
遅
速
の
み
に
よ
っ
て
は
、
経
営
の
生
産
力
の
発
展
動
向
な
り
、
推
進

《
ノ

I
ト
》

北
海
道
酪
農
の
当
面
す
る
生
産
力
問
題

向
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
把
握
で
き
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
こ
で
以

下
で
は
若
干
立
ち
入
っ
て
分
析
し
よ
う
。

②
飼
養
管
理
と
肥
培
管
理
労
働
の
重
要
性

元
来
酪
農
生
産
力
は
諸
要
素
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
総
合
的
に
実
現
さ
れ

て
く
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
を
技
術
的
構
造
に
つ
い
て
要
約
す
れ
ば
、

土
地
利
用
(
地
力
維
持
再
生
産
)
を
基
軸
に
し
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

生
態
系
の
合
則
性
を
ふ
ま
え
て
そ
の
合
理
的
利
活
用
を
図
る
べ
く
、
飼
料

作
と
家
畜
飼
養
と
い
う
こ
大
基
幹
部
門
を
合
わ
せ
も
ち
、
し
か
も
そ
の
両

者
を
体
系
的
に
組
み
立
て
、
そ
の
上
に
、
乳
牛
の
生
理
過
程
を
よ
く
掌
揮

し
、
そ
の
繁
殖
過
程
を
助
長
、
媒
介
す
る
人
間
労
働
に
よ
っ
て
は
じ
め
て

生
産
力
が
よ
く
形
成
さ
れ
、
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
一
端
は
、
七
四
年
に
対
比
し
て
七
八
年
ま
で
の
経
産
牛
一
一
政
当
た

り
乳
量
の
増
減
理
由
を
全
道
で
調
査
し
た
七
八
年
度
の
『
音
産
統
計
』
に

も
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
に
よ
れ
ば
頭
当
乳
量
が
増
加
し
た
農
家
が

七
四
%
と
圧
倒
的
に
多
く
、
逆
に
減
少
し
た
も
の
が
一
O
%
、
不
変
が
一

六
%
で
あ
る
。

増
加
要
因
で
は
飼
料
給
与
の
改
善
に
よ
る
も
の
が
六
O
%
と
も
っ
と
も

多
く
、
高
能
力
牛
の
導
入
が
一
八
%
、
乳
牛
個
体
の
若
返
り
が
一
一
一
%
と
、

乳
牛
自
体
の
更
新
、
改
善
に
よ
る
も
の
が
三
O
%
、
つ
い
で
牛
体
管
理
改

善
に
よ
る
も
の
が
一
O
%
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
反
対
に
減
少
し
た
理
由

で
は
、
牛
体
管
理
不
充
分
が
三
八
%
と
多
く
、
つ
い
で
病
気
(
事
故
)
に

一
四
五



増減理由 (1981年大樹町酪農畑作農家〉

①最近の l頭当たり乳量の増減傾向
②その主要な理由
③今後の対策など

①78年頃 10-11頭搾乳で 7，∞0キロを実現. 79年に牛舎建築， 頭数増→乳量低
下.

②少頭数で青草多く，管理も良かった. 79年までは l頭ごとの記録をつける. コ
ーゾサイレージ，乾草の逐年給与，通年放牧.濃厚飼料の乳量別給与.

③駄牛は 2産ぐらいで肥育に出す.

①79年好天，更新牛がそろい， 5，70Cキロ達成.以後5，200キロに低下.
②80年濃厚飼料を少し控えた. 81年繁殖障害 留まりが惑〈種付平均 3回，分娩
問漏14カ月.原因は不明，運動不足かピタミン不足か(放牧せず. 0.5haの
運動場に年間250日日 4-5時間〕

③駄牛淘汰.ピタミン剤，肝油投与.

①乳量あがらず
②メス仔牛の出産が少なく，乳牛の淘汰，更新が思うようにL、かなかった.
③コーンサイレージ，グラ;<，サイレージ，乾草の通年給与をしている.

①80年に事故牛があり低下，その前後は6，OCOキロ.
②乳量に応じた配合，ビートパルプの給与.
③泌乳量が高すぎても事故，病気が多いので，ム∞0キロを目標とする.

①81年には町平均なみに増加.
②乳房炎だけはなくすようにし，湿布 2-3時間おきの搾乳などできるだけの

自家処置をする.繁殖障害もなくなる.
③駄牛の淘汰(残したいのがダメになり， 出ない牛がよく残る).乾草の増収.

〔畜舎の改築〕

①79年の6，∞0キロ台から5，400キロに低下.
②事故牛，繁殖障害.
③管理を徹底して疾病がなくなれば 6，000キロ可能.バーン 9~ーナー設置の牛

舎の改築.

①6，400キロに乳量増加.
②75年に農協， 町貸付高能力牛を 3頭導入し， 7，000以上の高泌乳牛が 8頭に増

加 9ローバー主体の乾草づくりによる良質化. コーンサイレージの通年給
与，ピートパルプの充分な給与 (2.5キロ).牧草成分分析により右灰多投→噌
好性向上

③地カをつけんーサン 5ha作付を目標.乾草主体の飼料にしていく.

①77-79年乳量上昇， 80年夏以降低下.
②管理労働力の有無に左右される.乳量別飼料給与，個体管理が不充分となっ ー

た.粗鋼料の質低下. (74年に改良牛 2頭貸付で乳量上昇). 竺
③管理労働力をし 5人→ 2人に. ハ



第 15表病畜の増減傾向と 1頭当たり乳量の

向傾減措の畜病の近最①
 

農
家

②その理由
③80年または81年の主要な病気名

①増減なし，発生少ない.種付 1-2回，分娩間隔12-3カ月で町平均より
良い.

① ②妻が管理，毎日搾乳時に気をつけて観察している.10頭がよく 20顕でせい
一杯.草地更新も 5-6年に l回実施.

③仔牛の腸カタノレ.

①増減なし(頭数に比例して増加， 比率は不変).爪をきってやれず， 一時
E止問祷苦しが増加，後減少.

② ②頭数増， 労働力不足で飼養管理がおろそかになる. (77年よりてんさい 5
-6haに増加)

③乳房炎，卵巣のう腫， リュウマチ，発情がこない. 81年 5頭廃用.

l①時し〔〔乳検…同5h故a牛で即れー〕
③ ② てん菜79年の 3. から81年 6.9haに婚加〕

③繁殖障害 3，起立不能 1，ケトージ λ1，へい死経産 1，仔牛 2

慨化なし η 3靴一一病気多〈輔の指導一|

④ 
石灰， ミネラノレを投入して改善.

②[76-80年は酪専化. 81年よりてんさい作付〕
③起立不能(脱臼) 1，乳房炎1.

①増加.種付2.5回，分娩間隔13.2カ月.
②頭数増により飼養管理がおろそかになる.繁).殖障害の原因不明だが，自給

⑤ 飼料，乾草が不足か(乾草通年 6キロ給与 | 

③8コ年繁殖障害 2，乳房炎 5，81年起立不能 ，肺炎1.

①不変 [80年乳検事飲牛率25%J

⑥ 
②山?~ーナ未設置で糞出し労働軽減のためパドツ P に放し，厩肥量少|

ない〕繁. 
③8C年 殖障害 2，起立不能 1，卵巣のう腫 1-2，ケトージス 1-2. 

①頭数比例的に増加繁殖障害が多い 種付2.3回，分娩間隔13.8カ月 | 
②ホノレモンのパランスがとれない. タン白質が不足. 運動量が少ない (0.81

@ haの運動場に 6-11月 7時間， 12-5月 4時間).
③80年第四胃変位，繁殖障害， 81年繁殖障害.

①73-76年管理不充分病気発生.その後改善， 80年夏よりまた慈化.

⑧ 
②80年以降てんさいが 6-8haに増加，妻ケガなどで管理が不充分.
③種付け留まりが惑い.

四
七

注.実態調査結果による.農家番号は第13表に同じ



79 年 78 年

「軸|話量|飼料|事lz分娩|平均一飼料門事濃厚飼 飼故
間隔乳量料給与効果比 率 間隔乳量 i量料給与効果比 率量

23] 6.3]388] 5，801] 7.212.2124] 6.8; 415]5，0881 4.ヲ 2.ヲ 19I 4.0 

24 ! 19. 3 ] 3871 4， 878] 6. 9 ] 1. 9] 25 ] 20. 4 1 393] 5， 366] 7. 0 ] 2. 1: 25 ] 18. 8 

22] 6. 1 1 3701 5，608] 5.6 1 2.81 19 ] 0 i 424] 6，0411 6.7! 2.51 21] 0 

23 I 7.1 

24 25.2 3ヲ3 6，207 7.9 2.2 25 10.0 407 5，724 5.5 2.9 19 O 

21 8.4 417 6，171 4. 7 3.6 15 16.3 420 5，983 5.3 3.1 18 16.7 

17 21. 5 3841 5，35ヲ 4.ヲ 3.01 18 o 412 5， 138 3.7 3.81 14 12.2 

事故率の推移(酪畑農家〉

一
四
八

6.0 

よ
る
も
の
が
一
七
%
、
飼
料
品
質
の
低
下
が
ご
二
%
と
続
い
て
い
る
。
前

二
者
は
飼
養
開
局
理
労
働
に
依
存
す
る
要
因
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
過
半
を
占

め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
ら
の
点
を
よ
り
深
め
る
べ
く
、
最
近
の
乳
量
の
増
減
理
由
、
病
畜

の
増
減
傾
向
、
主
要
な
病
気
と
そ
の
発
生
理
由
に
関
す
る
実
態
調
査
を
整

理
し
た
も
の
が
第
ロ
表
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
酪
農
畑
作
農
家
の
作
業
実
態
は
畑
作
物
の
移
植
等
の
春
作
業

ハ
五
月
)
お
よ
び
収
穫
期
(
一

O
月
)
に
酪
農
部
門
と
の
労
働
力
利
用
競

合
が
強
く
現
わ
れ
、
そ
の
点
で
酪
農
専
業
農
家
に
比
べ
て
労
働
力
問
題
が

よ
り
厳
し
い
が
、
逆
に
酪
専
の
場
合
に
は
、
牧
草
お
よ
び
デ
ン
ト
コ

i
ン

の
収
穫
時
期
(
七
、
九
、
一

O
月
)
に
酪
畑
よ
り
面
積
が
大
き
い
の
で
多

量
の
労
働
投
入
を
迫
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
時
期
に
は
早
朝
四

t
五
時
か
ら
夜
間
に

亘
る
労
働
を
ふ
ホ
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
と
も
か
く
酪
畑
の
場
合
労
働
ピ
ー

ク
期
間
か
よ
り
長
期
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
調
査
結
果
を

簡
述
す
れ
ば
、
近
年
の
頭
数
増
に
よ
り
、
あ
る
い
は
生
産
調
整
に
よ
る
乳

量
制
限
の
補
て
ん
と
し
て
の
て
ん
菜
作
付
け
の
増
加
に
よ
り
、
あ
る
い
は

家
族
労
働
力
の
事
故
な
ど
に
よ
っ
て
飼
養
管
理
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
ケ
ー

ス
が
多
く
み
ら
れ
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
発
情
の
発
見
が
遅
れ
た
り
、
泌
乳

量
別
飼
料
給
与
、
が
適
切
に
行
な
わ
れ
な
い
、
あ
る
い
は
個
体
管
理
と
そ
の

記
録
な
ど
が
手
薄
に
な
る
な
ど
に
よ
っ
て
繁
殖
障
害
を
招
い
た
り
、
種
付
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年

経産
脂|平均一

飼料
乳|陣|分続

平 均 濃 厚 飼 飼料防 濃厚飼 飼牛事
乳量 |l量料給与 効果頭数 頭数間漏 率乳量 料給与 効果 比故 率間隔

量

i 頭頭目 ~I "_~~ ， ~g I _ J _?"'." ~日 kgl kg 
② 31. 8 1 28.2 1 4441 3.81 5，2771 6.1 1 2.71 24 J5.71 4151 5，4571 6.3 1 2.7 

③ 25. 2 1 21. 5 1 4401 3. 91 4， 8251 6. 9 1 2. 31 27 115. 91 4391 5， 0051 6. 9 1 2. 4 

③ 19.4 16.8 421 4.0 5，134 5.5 2.9 21 10.3 388 5，025 5.9 2.6 

⑤ 26.3 21. 8 389 3.6 4，624 5.5 2.8 24 15.2 393 4，7451 5.3 2.8 

⑥ 27.5 24.3 399 4.0 6，051 7.6 2.5 25 10.9 393 5，871 7.7 2.4 

⑦ 23.8 19.3 462 3.8 5，622 6.0 3.2 19 25.2 402 6，050 6.8 2.7 

⑧ 22.4 18.0 437 3.8 5，022 5.2 3.3 19 13目 4 402 5，262 5.3 3.6 

町平均131. 7 1 27.9 1吋吋 5，9221 6.21吋23i 10. 41 3971 5， 8351 6. 1 I 3. 0 

乳検成績による乳量，飼料効果，

80 

第 16表

年1981 ム
計
七

大樹町乳牛改良検定組合『検定成績集計表.J](各年度〕より作成.

農家番号は第13表と同じ.

注(1)
(2) 

け
の
留
ま
り
が
悪
く
な
り
分
娩
間
隔
が
長
く
な
る
な
ど
の
結
果
を
生
じ
て

い
る
(
①
、
②
、
③
、
⑤
、
⑦
、
③
番
農
家
)
。

ま
た
、
近
年
耕
地
の
集
約
的
利
用
と
放
牧
労
働
の
省
力
化
を
狙
い
と
し

て
パ
ド
ッ
ク
、
運
動
場
に
囲
い
込
む
飼
養
形
態
が
増
加
し
て
い
る
が
(
②
、

⑤
、
⑥
、
⑦
番
農
家
)
、
そ
れ
は
牛
の
運
動
不
足
と
も
な
り
、
な
か
に
は

繁
殖
障
害
の
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
(
⑦
番
農
家
)
。

ま
た
他
面
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
土
壌
診
断
お
よ
び
粗
飼
料
成
分
分
析

の
必
要
性
が
指
摘
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
④
、
⑦
は
そ
の
結
果
を
活
用
し

て
リ
ン
酸
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
微
量
要
素
の
施
用
調
節
等
改
善
し
て
い
る
。

同
一
農
家
の
畑
地
で
も
三

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
前
後
が
二

t
四
、
五
カ
所
に
散

在
し
て
お
り
、
土
壌
成
分
が
大
き
く
相
違
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
は
当

然
必
要
施
肥
量
お
よ
び
粗
飼
料
成
分
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

同
様
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
①
が
一

O
頭
搾
乳
段
階
で
毎
日
の
観
察

と
手
入
れ
、
記
録
等
管
理
の
徹
底
に
よ
り
、
七

0
0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

現
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
乳
牛
の
繁
殖
、
泌
乳
お
よ
び
栄
養
な
ど

の
生
還
を
的
確
に
把
握
し
、
よ
く
わ
き
ま
え
た
飼
養
管
理
・
繁
殖
管
理
労

働
の
あ
り
方
お
よ
び
粗
飼
料
生
産
の
質
・
量
に
影
響
す
る
肥
培
管
理
労
働

の
あ
り
方
が
酪
農
生
産
力
の
一
大
根
幹
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き

よ
う
。
そ
し
て
そ
の
労
働
過
程
は
家
族
労
働
カ
の
相
互
の
協
力
・
分
担
関

係
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
お
り
、
主
婦
も
飼
養
管
理
の
基
本
部
分
を
も
担
当

一
四
九



《
ノ

I
ト
》

北
海
道
酪
農
の
当
面
す
る
生
産
力
問
題

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
担
当
労
働
主
体
の
学
習
、
鍛
練
も
重
要
な
課
題
と

な
り
、
そ
の
熟
達
し
た
労
働
投
下
を
一
朝
一
夕
た
り
と
も
欠
か
せ
な
い
と

い
う
こ
と
に
酪
農
生
産
力
形
成
上
の
特
徴
が
見
出
せ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
「
搾
乳
時
間
は
一
定
に
し
て
一
時
間
を
越
え
な
い
よ
う

に
」
と
か
、
「
一
人
で
や
れ
る
と
こ
ろ
を
二
人
で
余
裕
を
も
た
せ
て
や
る
」

等
と
い
っ
た
こ
と
も
、
乳
牛
の
生
理
に
合
わ
せ
た
、
ま
た
、
担
当
者
の
緊

張
度
を
分
散
さ
せ
て
よ
り
有
効
に
継
続
し
て
い
く
た
め
の
経
験
則
な
の
で

あ
り
、
あ
る
い
は
ま
た
、
酪
農
へ
ル
パ

l
制
度
が
必
要
と
さ
れ
る
所
以
で

も
あ
る
。

そ
し
て
問
題
は
、
こ
の
酪
農
生
産
力
の
特
徴
に
関
わ
っ
て
、
酪
農
畑
作

複
合
経
営
に
特
有
の
労
働
競
合
、
労
働
配
分
の
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
て

く
る
の
で
あ
り
、
先
に
み
た
乳
量
変
動
の
大
き
さ
の
一
要
因
も
こ
こ
に
存

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
複
合
経
営
の
特
徴
を
乳
検
資
料
に
よ
り
検
討
し
て
お
く
と

(
第
凶
表
)
、
町
内
一
五

O
戸
、
四
六

O
O頭
の
平
均
結
果
と
の
対
比
で

は
、
分
娩
間
隔
の
長
す
ぎ
る
経
営
、
事
故
率
が
平
均
の
二

t
三
倍
に
達
す

る
経
営
、
あ
る
い
は
飼
料
効
果
が
平
均
を
下
回
る
経
営
が
七
八
年
以
降
増

加
し
て
き
て
い
る
こ
と
(
ビ

l
ト
作
付
農
家
な
の
で
ピ

l
ト
パ
ル
プ
給
与

量
が
よ
り
多
い
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
調
査
結
果
で
は
一
日
一
一
政
平
均
一

t
二
・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
範
囲
に
あ
り
、
八
戸
の
平
均
は
二
キ
ロ
グ
ラ
ム

弱
と
み
ら
れ
、
酪
専
に
比
べ
て
格
別
に
多
い
わ
け
で
は
な
い
て
さ
ら
に

一五

O

乳
飼
比
も
高
い
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
、
乳
検
成
績
の
総
合
点
(
筑
量
、

脂
肪
率
、
加
入
率
、
事
故
率
、
分
娩
間
隔
を
総
合
評
価
し
た
得
点
〉
に
お

い
て
も
平
均
以
上
な
の
は
二

t
三
の
農
家
に
す
ぎ
な
い
。

こ
れ
ら
か
ら
判
断
す
る
と
、
酪
農
部
門
の
み
に
つ
い
て
い
え
ば
、
酪
畑

経
営
は
後
述
の
酪
専
に
比
較
し
て
、
労
働
競
合
、
土
地
利
用
競
合
、
あ
る

い
は
飼
養
管
理
の
習
熟
の
問
題
等
で
技
術
的
に
は
不
利
と
な
り
易
く
、
あ

る
い
は
劣
る
面
が
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
酪
農
生
産
力
に
不
安
定
性
を
も
っ

(
2
)
 

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

同
酪
薗
属
専
業
腹
歯
車
の
飼
養
管
理
問
題

酪
農
専
業
的
地
区
と
し
て
調
査
し
た
F
地
区
は
か
つ
て
は
全
道
的
に
も

高
位
の
乳
検
記
録
を
有
し
た
先
進
的
な
酪
農
集
落
で
あ
り
、
市
街
に
も
隣

接
し
、
比
較
的
中
央
部
に
あ
っ
て
夏
期
の
日
照
時
間
も
海
岸
地
区
よ
り
は

相
対
的
に
多
く
、
町
内
で
は
有
利
な
立
地
条
件
に
あ
る
と
い
え
る
。
一
次

構
、
二
次
構
を
六

O
t七
0
年
代
に
実
施
、
そ
れ
も
契
機
に
七
四
年
か
ら

七
七
年
に
か
け
て
七
戸
お
よ
び
五
戸
が
そ
れ
ぞ
れ
法
人
を
組
織
し
、
法
人

お
よ
び
集
落
の
連
帯
保
証
制
に
よ
っ
て
規
模
拡
大
、
機
械
化
、
施
設
整
備

を
図
っ
て
き
た
。
法
人
に
含
ま
れ
な
か
っ
た
農
家
も
個
別
的
に
規
模
を
拡

大
し
、
八
一
年
度
末
に
は
第
げ
表
の
よ
う
に
経
産
牛
三

O
頭
以
上
の
酪
農

専
業
農
家
が
七
八
%
を
占
め
、
酪
農
畑
作
経
営
二
一
戸
を
含
む
全
戸
平
均
で

も
経
産
牛
一
三
二
頭
、
飼
料
作
面
積
平
均
三
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
い
ず
れ
も



第 17表酪農専業的F地区における乳牛飼養および飼料11主の状況(1981年)
〔単位頭.ha， kg) 

乳牛頭数 飼料作面積
造成後 7年造成後7年

採草地の草種別面積
10a当た 成牛成牛今後ノレ草地

長 未満以上 り収量

家 換算換算 ーサン 更新

番
経 育 牧 デ γ ト 採 放 オーチ チモシ ノレーサ γ 採 デント頭当頭当f乍付予期間産 成 草 牧 草牧 ヤード号
牛 牛 草 コーン 地 地 地地 主体 }主体 草 面積定

① 54 43 45 B 33 9 2 18 28 4 4，477 2，770 27.3 0.70 O 5-6年
② 43 30 32 7 27 5 32 3，859 3，361 26.2 0.69 O 6-7 
③ 38 44 27 8 17 10 10 17 4，548 2，911 23.3 0.56 O 6-8 
④ 37 38 27 B 20 7 15 10 2 3，979 3，514 22.8 0.60 O 6 
⑤ 36 32 30 6 30 2 28 2 4，799 3，316 29.8 0.68 O 5-6 
⑥ 36 36 21 6 15 6 20 4，484 3，187 19.7 0.50 6 
⑦ 37 58 30 10 20 10 3 27 4，074 3.074 22.5 0.59 × 5 
⑧ 38 2ヲ 29 6 21 3 己 5 21 3 4，014 3，636 26.5 0.66 O 5 

⑪ ⑩ ⑨ 
37 15 20 7 20 4，αxl 2，932 21. 8 0.58 10 
32 30 20 4 18 2 5 15 4，727 3，693 26.9 0.53 X 7 
37 35 35 B 21 :ー 7 2 15 i 4，312 2，776 32.4 0.78 O 6-8 

⑫ 33 33 20 6 10 10 5 15 5，037 3，608 21. 3 0.49 × 7 
⑬ 30 33 37 6 32 2 3 37 3，524 2，548 27.4 0.91 × 7-8 
⑭ 33 40 22 5 22 :.; 15 2 6，5α〕 3，680 26.5 0.52 O 5 

g 15 21 14 4 10 4 10 4 3，615 2，48己 2邑.4 0.75 O 6 
12 14 9 2 5 3 5 4 4，451 4，740 24.6 0.56 × 

⑫ 27 36 20 5 7 3 7 4 14 5，454 2，309 25.7 0.52 6 
⑬ 17 19 12 5 8 4 5，461 3，182 27.5 0.62 6 

E山-=t450

1

107

1 

335

131 1 74 1

10 

1

1

「十_:I~ 13_J4~_4J~~~j 25. 3tJ  

11司l



《
ノ
l
卜
》

北
海
道
酪
農
の
当
面
す
る
生
産
力
問
題

町
平
均
を
か
な
り
上
回
る
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
粗
飼
料
問
題
は
当
地
区
に
も
現
わ
れ
て
お
り
、
草
地
更

新
は
よ
く
な
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
る
が
、
七
年
以
上
経
過
し
た
も
の
が
地

区
全
体
の
採
草
地
の
一
八
%
(
農
家
レ
ベ
ル
で
は
O
%
か
ら
最
高
三
七
%

ま
で
に
分
布
)
、
放
牧
地
も
含
め
た
全
草
地
の
一
九
%
に
及
ん
で
い
る
。

ま
た
、
飼
料
畑
中
の
デ
ン
ト
コ
|
ン
畑
率
は
一
九
%
で
あ
り
全
体
に
イ
ネ

科
へ
の
偏
り
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
点
に
対
す
る
反
省
か
ら
今
後
ル

l
サ
ン

の
作
付
け
を
半
数
が
志
向
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

つ
ぎ
に
成
牛
換
算
一
頭
当
た
り
の
生
草
換
算
確
保
量
を
み
る
と
、
八
一

年
は
耕
作
期
間
五

t
九
月
の
積
算
温
度
が
平
年
よ
り
一
O
八
度
、
四
・
五

%
少
な
く
、
日
照
時
聞
は
平
年
を
僅
か
上
回
っ
た
が
、
降
水
量
は
一
六
六

ミ
リ
、
三
0
4
F
も
多
く
、
冷
害
と
台
風
害
、
水
害
の
重
な
っ
た
異
常
年
で

は
あ
っ
た
が
、
地
区
平
均
で
二
五
・
三
ト
ン
に
す
ぎ
ず
、
明
ら
か
に
不
足

と
み
ら
れ
る
二
五
ト
ン
以
下
の
農
家
が
七
戸
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
逆
に
、

最
低
限
必
要
量
の
二
八
ト
ン
以
上
は
一
一
一
戸
の
み
で
、
二
五

t
二
八
ト
ン
に

半
数
が
含
ま
れ
て
お
り
、
粗
飼
料
問
題
が
深
刻
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
ハ
当
地
通
常
目
標
は
三

0
ト
ン
)
。
因
に
成
牛
換
算
一
頭
当
た
り
飼

料
作
面
積
(
放
牧
地
も
含
む
)
は
地
区
平
均
で

0
・
六
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

低
水
準
で
あ
り
、

0
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
が
半
数
を
占
め
て
い
る
。
育

成
牛
牧
場
へ
の
預
託
に
よ
っ
て
多
少
カ
バ
ー
さ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
う
し

た
粗
飼
料
基
盤
の
狭
隆
化
傾
向
は
、
経
産
牛
三
O
頭
以
下
層
も
含
め
て
地

五

区
全
体
の
傾
向
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
な
お
さ
ら
飼
料
作
の
改
善
と
増
収

が
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
れ
巳
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
牧
草
お
よ
び
デ
ン
ト
コ

i
ン

の一

0
ア
ー
ル
当
た
り
収
量
の
農
家
間
格
差
が
約
二
倍
と
か
な
り
大
き
い

こ
と
で
あ
り
(
牧
草
の
最
高
六
・
五
ト
ン
、
最
低
三
・
六
ト
ン
、
デ
ン
ト

コ
l
ン
は
災
害
で
凶
作
と
い
え
る
が
最
高
で
四
・
七
ト
ン
、
最
低
ニ
・
三

ト
ン
)
、
ま
た
、
牧
草
収
量
が
高
い
農
家
は
デ
ン
ト
コ

l
ン
収
量
も
概
し

て
高
い
と
い
っ
た
相
関
、
が
み
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
牧
草
、
デ
ン
ト
コ

l
ン
と
も
た
ん
に
そ
の
生
重
量
の
み
で

は
正
確
な
収
量
の
比
較
は
で
き
ず
、
乾
物
重
計
算
、
さ
ら
に
厳
密
に
は
要

素
養
分
量
計
算
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
不
作
で

あ
っ
た
と
は
い
え
八
一
年
で
デ
ン
ト
コ

l
ン
コ
一
・
一
ト
ン
と
い
う
地
区
平

均
の
水
準
、
お
よ
び
個
別
の
ば
ら
つ
き
に
つ
い
て
は
改
善
の
余
地
が
残
さ

れ
て
お

p
、
こ
の
よ
う
な
飼
料
作
問
題
の
重
要
性
が
指
摘
で
き
る
。
(
参

考
ま
で
民
当
年
の
作
物
統
計
に
よ
る
十
勝
平
均
お
よ
び
大
樹
町
平
均
の
収

量
と
比
較
す
る
と
、
青
刈
り
と
う
も
ろ
こ
し
の
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
収
量

が
十
勝
で
は
三
・
七
八
ト
ン
、
大
樹
町
で
は
三
・
五
一
ト
ン
で
あ
り
、
当

地
区
が
劣
っ
て
お
り
作
付
条
件
の
厳
し
さ
を
物
語
る
。
逆
に
牧
草
で
は
十

勝
が
三
・
一
三
ト
ン
、
大
樹
町
が
三
了
一
ト
ン
で
あ
り
、
当
地
区
、
が
四
・

四
ト
ン
と
相
当
4

上
回
っ
て
い
る
。
国
に
、
秋
の
好
天
に
よ
り
記
録
的
な
豊

作
と
な
っ
た
翌
八
二
年
の
収
量
は
、
十
勝
平
均
で
は
青
刈
り
と
う
も
ろ
こ



し
が
五
・
二
二
ト
ン
で
前
年
を
三
五
%
も
上
回
り
、
ま
た
牧
草
で
は
一
一

7

一
一
六
ト
ン
で
同
二
%
上
回
っ
た
。
大
樹
町
で
は
青
刈
り
と
う
も
ろ
こ
し
が

四
・
七
四
ト
ン
で
前
年
比
三
五
%
増
収
、
牧
草
が
三
・
四
六
ト
ン
で
一
一

%
増
収
と
な
り
、
後
述
の
よ
う
に
八
二
年
の
乳
量
増
加
の
一
要
因
と
な
っ

た
Jつ

ぎ
に
乳
量
と
飼
料
効
果
、
事
故
率
等
に
つ
い
て
分
析
す
る
と
、
乳
検

結
果
を
整
理
し
た
第
四
山
表
の
よ
う
に
町
平
均
で
は
、
八
二
年
に
は
粗
飼
料

作
の
増
収
、
濃
厚
飼
料
給
与
量
の
漕
大
、
生
産
調
整
の
棚
上
げ
に
よ
る
意

欲
の
回
復
等
に
よ
っ
て
乳
量
も
急
増
を
記
録
し
た
。
同
時
に
飼
料
効
果
も

さ
ら
に
若
干
低
下
し
、
ま
た
事
故
率
は
七
九
年
水
準
の
九
・
六
%
に
低
下

し
、
七
八
年
の
六
%
か
ら
以
後
上
昇
し
続
け
た
事
故
率
増
加
に
歯
止
め
が

か
か
っ
た
か
に
み
え
る
。

と
こ
ろ
で
調
査
地
区
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
当
地
区
は
平
均
乳
量
で

町
内
の
ト
ッ
プ
、
グ
ル
ー
プ
を
な
す
農
家
が
三
、
四
戸
も
含
ま
れ
て
お
り
、

ま
た
、
小
ブ
リ
ー
ダ
ー
的
な
農
家
も
存
す
る
な
ど
通
常
の
酪
農
専
業
的
集

落
と
は
様
相
を
異
に
し
て
い
る
が
、
農
家
間
の
差
異
が
大
き
い
こ
と
、
ま

た
同
一
農
家
で
も
年
次
聞
の
変
動
が
大
き
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の

八
一
年
と
八
二
年
の
対
比
で
は
、
冷
災
害
年
と
豊
作
年
と
の
対
比
、
あ
る

い
は
生
乳
の
生
産
調
整
期
と
そ
の
緩
和
年
と
い
っ
た
条
件
の
相
違
も
あ
り
、

変
化
が
と
く
に
大
き
く
現
わ
れ
て
い
る
が
、
他
の
地
区
、
他
の
年
次
聞
の

比
較
で
も
、
農
家
聞
の
差
異
と
同
一
農
家
の
年
次
変
動
の
大
き
い
こ
と
が

《
ノ
I
ト
》

北
海
道
筋
農
の
当
面
す
る
生
産
力
問
題

指
摘
で
き
る
。
こ
こ
に
、
酪
農
専
業
層
も
含
め
た
酪
農
家
が
、
ま
だ
技
術

的
、
経
営
的
に
確
屈
と
し
て
安
定
し
た
基
盤
に
は
な
お
立
ち
え
て
い
な
い

(

3

)

 

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

調
査
農
家
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
分
析
を
す
れ
ば
、
⑤
、
⑬
、
③
、
④
番
農

家
は
一
一
頭
当
た
り
乳
量
が
町
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
り
、
⑧
、
①
も

高
く
、
乳
量
上
位
グ
ル
ー
プ
を
な
す
が
、
そ
れ
ら
の
う
ち
で
は
⑬
、
⑧
、

④
、
⑤
が
飼
料
効
果
も
大
き
く
、
乳
飼
比
も
低
く
、
か
つ
ま
た
八
二
年
の

場
合
に
は
、
脂
肪
率
、
無
脂
固
形
分
も
算
定
し
た
牛
乳
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た

り
乳
代
か
ら
濃
厚
飼
料
費
を
差
し
引
い
た
差
引
乳
代
も
高
く
、
こ
の
限
り

で
は
技
術
的
に
も
経
済
的
に
も
良
好
な
経
営
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
一
方
、

①
は
飼
料
多
給
型
で
飼
料
効
果
が
低
く
、
分
娩
間
隔
が
非
常
に
長
く
、
事

故
率
は
低
く
押
さ
え
て
は
い
る
が
、
牛
乳
生
産
の
経
済
効
果
は
中
位
以
下

と
な
っ
て
い
る
(
こ
れ
は
小
ブ
リ
ー
ダ
ー
的
経
営
法
を
採
用
し
、
し
ん
ぼ

う
強
く
種
付
け
を
し
て
個
体
販
売
に
粗
収
入
の
三
分
の
一
以
上
と
い
う
相

当
の
ウ
エ
イ
ト
を
置
い
て
い
る
た
め
で
も
あ
る
。
⑤
、
⑦
、
③
も
や
や
そ

う
い
っ
た
性
格
を
備
え
て
い
る
)
。
ま
た
③
は
、
や
は
り
乳
飼
比
が
高
く
、

八
二
年
に
は
事
故
率
も
二
四
%
と
急
上
昇
し
、
経
済
的
効
果
は
中
位
に
あ

る
。
し
た
が
っ
て
前
の
四
戸
は
乳
量
、
飼
料
効
果
、
事
故
率
等
の
点
で
-
比

較
的
安
定
し
て
良
好
な
最
上
位
グ
ル
ー
プ
を
な
し
、
後
者
の
二
戸
は
乳
量

上
位
、
飼
料
効
果
中
位
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
。

飼
料
・
経
済
的
効
果
と
い
う
点
で
み
て
注
目
さ
れ
る
の
は
⑦
で
あ
り
、

五
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第 18表乳検によるF集落酪農家の乳量，飼料効果，事故率等の推移

長家番号¥:¥ ¥ ¥ 1981 年

82年

搾 M1「除事監平明 吋lz「吋分雄勝平一飼竹世漫厚飼 飼たり
頭数頭数 間 隔 籍 故 率 乳 量 料 量 給 与効果比 率得占間隔率乳量量料給与効果比手|乳

! 頭 頭 日 頭 頭 %kg kg l%  %( 
440日||4.%O7，Ok1z 69.k8g 2.2l28% 69.37.l ① 45.0 I 53. 2 I 43ヲ 6--0 I 4. 01 6， 6411 10. 5 1 2. 11 32 1 0 1 583 

② 31.2137.013941 7-6 13.915，5051 7.912.3128116.21 554 420 1 3.91 6，6281 9.2 1 2.3 1 28 1 68.5 1 13.9 

③ 34.8 39.6 405 6-3 3.8 7，657 9.0 2.7 25 7.6 651 416 3.9 7，756 8.6 2. 7 23 73.5 23.9 

④ 33.1 37.6 446 5-2 3.8 6，814 6.2 3.4 20 5.3 573 384 3.7 7，904 6.5 3.3 20 75.1 5.3 

⑤ 31. 3 36.9 451 7-6 3.9 7，290 7.0 3. 4 20 16.3 584 440 4.0 7，529 7.6 3.1 21 75.4 5.6 

⑥ 32.4 35.8 438 7-5 3.6 己， 489 7.2 2.3 32 14.0 498 4∞ 3.5 6，298 7.9 2.3 28 65.3 5.4 

⑦ 30. 1 36.2 443 5-4 3.9 5，663 4.4 4.2 15 11.0 518 393 3.8 6，229 5.0 3. 7 18 78.1 13.0 

⑧ 33.1 36.9 427 5-2 4.0 6，564 6. 7 3.0 20 5.4 589 384 3.8 7，538 5.8 3.5 16 80. 1 5. 4 

⑨ 31. 8 36.8 41ヲ 9-6 3. 7 5，304 7.7 2.2 31 16.3 519 443 3目 8 5，558 7.3 2.3 29 66.8 15.8 

⑩ 26.5 31. 0 387 6-3 3.7 5，674 7.5 2.4 30 9. 7 557 392 3.6 7，626 8.3 2.5 28 66.9 23.0 

@ 32.4 35.3 408 7-6 3.7 6， 184 5.8 3.2 21 17.0 562 398 3.7 7，325 5.9 3.6 18 75.7 10.3 

⑫ 23.7 29.8 409 2-1 3.6 5，067 7.5 2.3 32 3.4 516 381 3.6 5，215 7.5 2.3 30 64.4 2.8 

⑬ 26.3 29.0 406 7-4 4. 117，879 6.0 3.9 15 410 4. I 7，662 6.4 3.5 16 81. 8 5.5 

⑬ 14. 4 15.9 461 4-3 6.9 2.8 25 18.9 I 525 398 3.7 6，509 7.2 2.7 26 69.3 17.3 

⑫ 21. 6 23.9 373 4-4 3.61 5，908 5. I 3.5 21 16.7 I 557 403 3.6 6，453 5.7 3.5 20 74. I 10. I 

IBJ平司 27.9131. 7 1叫日ィ!と81竺坐 621 3.01 23 110. 41 竺 I__~竺 |3.71 6，3421 6.7 12三I~21 73 . 0 1 9.6 

注(1) 大樹町乳牛改良検定組合『検定成績集計表.!IC各年度)より引用，算出.第 8表の脚注参照のこと.
(2) 事故率=事故牛頭数÷平均マスター頭数XI∞.事故牛ニ除籍数一(乳用売却除籍十満10歳以上除籍+低能力除籍).
(4) kg当たり差引乳代=Ikg当たり生産乳代一生乳 1kg当たり渡厚飼料代.



乳
量
は
町
平
均
よ
り
も
低
い
が
、
飼
料
効
果
が
非
常
に
高
く
事
故
率
も
ほ

ぼ
平
均
な
み
に
押
さ
え
て
お
り
、
経
済
効
果
が
か
な
り
高
い
結
果
を
実
現

し
て
い
る
。
当
地
区
で
は
一
事
例
に
す
ぎ
ぬ
が
、
低
(
中
位
)
乳
量
・
高

位
飼
料
・
経
済
効
果
グ
ル
ー
プ
と
み
な
さ
れ
る
。

以
上
三
様
の
上
位
グ
ル
ー
プ
に
つ
ぐ
も
の
と
し
て
、
⑪
お
よ
び
酪
畑
で

は
あ
る
が
⑫
が
乳
量
、
飼
料
・
経
済
効
果
で
町
平
均
を
や
や
上
回
り
、
中

上
位
グ
ル
ー
プ
を
な
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
対
極
に
あ
る
の
は
⑫
、
⑨
お
よ
び
⑥
番
農
家
で
、
い
ず
れ
も

乳
量
が
低
く
、
か
つ
飼
料
効
果
も
低
く
、
低
位
生
産
力
グ
ル
ー
プ
を
成
し

て
い
る
。
そ
の
う
ち
⑥
、
⑨
は
分
娩
間
隔
が
長
く
、
あ
る
い
は
や
や
高
い

事
故
率
で
あ
り
、
技
術
的
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
特
徴
的
な
グ
ル
ー
プ
に
属
さ
な
い
農
家
の
う
ち
、
⑩
、
②
は

八
一
年
に
は
町
平
均
以
下
の
乳
量
お
よ
び
飼
料
効
果
水
準
で
あ
っ
た
が
、

八
二
年
に
は
飼
料
効
果
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
で
、
つ
ま
り
多
給
に
よ
り
乳
量

を
六
六

0
0キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
高
位
水
準
に
飛
躍
さ
せ
て
お
り
注
目
さ

れ
る
が
、
前
記
の
優
良
上
位
グ
ル
ー
プ
に
は
入
り
え
な
い
で
い
る
。
こ
の

両
者
は
事
故
率
、
が
高
く
(
例
え
ば
八

O
年
の
②
の
事
故
率
は
二
四
%
、
八

O
、
八
二
年
の
⑩
の
事
故
率
は
二
三
%
)
、
そ
れ
が
経
営
の
不
振
、
生
産

力
の
不
安
定
の
要
因
と
な
り
、
ま
た
、
そ
れ
が
経
営
の
特
徴
と
も
な
っ
て

い
る
。こ

れ
ら
の
動
向
の
う
ち
平
均
乳
量
、
乳
飼
比
等
に
つ
い
て
農
家
ご
と
に

《
ノ

i
ト
》

北
海
道
酪
農
の
当
面
す
る
生
産
力
問
題

図
示
し
た
の
が
第
二
図
で
あ
る
が
、
今
述
べ
た
特
徴
が
よ
く
示
さ
れ
て
い

る
。
な
お
同
図
に
は
参
考
ま
で
に
、
先
述
し
た
中
堅
酪
農
畑
作
経
営
の
②
、

④
、
⑥
、
⑦
、
⑧
番
農
家
に
つ
い
て
も
掲
示
し
て
お
い
た
。

こ
こ
で
検
討
し
た
F
酪
専
地
区
内
に
あ
る
⑬
、
@
も
酪
農
畑
作
経
営
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
酪
畑
は
概
し
て
、
乳
量
水
準
は
平
均
以
下
が
多
く
、
ま

た
飼
料
効
果
は
平
均
に
比
較
的
近
い
と
こ
ろ
に
散
在
し
て
お
り
、
事
故
率

が
や
や
高
く
な
っ
て
い
る
点
、
が
、

F
地
区
で
も
、
ま
た
八
二
年
に
お
い
て

も
指
摘
で
き
る
。

つ
ぎ
に
生
産
力
問
題
を
多
く
抱
え
た
三
戸
を
さ
ら
に
分
析
す
れ
ば
、
前

掲
第
げ
表
の
如
く
、
飼
料
作
物
面
積
が
二

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
ム
ロ
で
相
対
的
に

少
な
く
(
⑨
は
借
入
地
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
が
こ
れ
か
ら
欠
落
し
て
い
る
が
)
、

一
0
ア
ー
ル
当
た
り
収
量
も
⑫
を
除
い
て
平
均
よ
り
低
位
に
あ
る
。
し
た

が
っ
て
成
牛
換
算
一
頭
当
た
り
粗
飼
料
生
産
量
が
八
一
年
に
は
二

0
ト
ン

前
後
(
⑨
は
一
二
0
4
F
弱
こ
れ
よ
り
多
い
と
み
ら
れ
る
が
)
に
し
か
な
ら
ず
、

集
落
内
で
最
劣
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
っ
と
も
育
成
牛
の
公
共

放
牧
地
利
用
が
な
さ
れ
て
お
り
、
一
頭
当
た
り
給
与
量
は
こ
の
水
準
よ
り

少
し
は
多
く
な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
面
積
、
収
量
で
粗
飼
料
基
盤
が
も
っ
と
も
劣
悪
な
酪

農
専
業
農
家
に
、
冷
災
害
年
に
集
中
的
に
乳
牛
飼
養
上
の
無
理
が
生
じ
、

経
営
困
難
に
陥
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
の
う
ち
⑨
の
場
合
は
、
明
治
末
入
植
の
古
い
農
家
で
あ
る
が
、
市
街

一
五
五
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地
近
く
に
存
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
耕
地
規
模
拡
大
が
な
か
な
か
進
ま
ず
、

借
入
地
七
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
お
よ
び
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
山
林
原
野

の
購
入
、
草
地
化
で
補
完
的
対
応
を
し
、
三
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
地
に
拡

大
し
て
き
た
の
で
は
あ
る
が
、
所
有
地
も
磯
が
多
く
、
パ

l
ン
ブ
レ
ー
カ

ー
も
使
用
で
き
ず
デ
ン
ト
コ

l
ン
作
付
け
が
制
限
さ
れ
る
な
ど
耕
地
条
件

に
恵
ま
れ
ず
、
粗
飼
料
作
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
し
て
八
一
年
の
冷

災
害
年
に
は
、
九
月
下
旬
切
り
込
み
前
デ
ン
ト
コ

l
ン
サ
イ
レ

l
ジ
の
水

分
が
抜
け
に
く
く
不
良
伯
し
た
の
で
、
二
番
草
の
青
草
を
与
え
た
と
こ
ろ
、

窒
素
過
多
で
早
期
流
産
七
頭
、
起
立
不
能
症
二
頭
、
「
腰
ぬ
け
」
一
頭
を

発
生
、
ま
た
飼
料
給
与
法
が
適
切
で
な
く
全
頭
が
下
痢
を
し
、
乳
房
炎
に

も
な
っ
た
。
こ
れ
は
粗
飼
料
の
量
、
質
の
良
否
、
お
よ
び
給
餌
法
、
飼
養

管
理
の
良
否
に
起
因
し
た
病
気
の
発
生
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
⑩
の
場

合
も
八
二
年
に
は
サ
イ
レ
l
ジ
の
二
次
発
酵
等
に
よ
り
乳
房
炎
の
発
生
、

あ
る
い
は
分
娩
前
の
飼
養
管
理
不
適
切
等
で
事
故
牛
を
多
く
出
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
粗
飼
料
対
策
と
し
て
は
養
分
収
量
を
い
か
に
高
め
、
有
効
に

回
収
す
る
か
が
問
題
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
案
と
し
て
、
八
一
年
で
は

①
、
@
の
み
で
し
か
な
さ
れ
て
い
な
い
牧
草
サ
イ
レ

l
ジ
を
、
一
番
草
の

適
期
刈
り
の
範
囲
内
で
一
定
割
合
で
実
施
す
る
よ
う
に
指
導
が
な
さ
れ
て

い
る
。こ

れ
ら
と
は
反
対
に
、
比
較
的
粗
飼
料
基
盤
の
あ
っ
た
@
、
⑤
、
⑬
、

⑧
等
は
乳
量
が
上
位
に
位
置
し
、
あ
る
い
は
八
二
年
に
乳
量
を
大
き
く
伸

《
ノ
l
卜
》

北
海
道
酪
農
の
当
面
す
る
生
産
力
問
題

ば
し
て
お
り
対
照
的
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
⑬
は
か
か
る
粗
飼
料
基
盤
の
上

に
，
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ィ
ー
デ
ィ
ン
グ
4

方
式
〔
主
と
し
て
泌
乳
期
前
半
に

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
(
多
穀
類
)
飼
料
を
飽
食
に
近
い
水
準
ま
で
摂
取
さ
せ
る

方
法
〕
を
採
用
し
、
町
内
最
高
乳
量
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
対

比
の
結
果
と
し
て
も
、
粗
飼
料
問
題
、
さ
ら
に
は
そ
の
背
景
に
あ
る
土
地

の
所
有
、
利
用
を
め
ぐ
る
問
題
が
、
酪
農
生
産
力
の
あ
り
方
と
行
方
を
左

右
す
る
問
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き

る
。
そ
し
て
そ
れ
と
と
も
に
、
日
常
の
給
餌
法
と
繁
殖
、
分
娩
、
泌
乳
に

関
連
し
た
飼
養
管
理
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
、
酪
専
農
家
の
聞
に
も
技
術
的

お
よ
び
経
済
的
経
営
成
果
の
良
し
悪
し
等
に
よ
る
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ

が
み
ら
れ
、
経
済
的
問
題
と
合
わ
せ
て
、
ま
だ
確
固
と
し
た
経
営
の
再
生

産
基
盤
に
立
ち
え
て
い
な
い
も
の
が
多
い
と
い
え
る
。

同
飼
養
管
理
労
働
の
量
的
増
大
と
そ
の
重
要
性

以
上
酪
畑
、
酪
専
両
タ
イ
プ
の
経
営
の
飼
養
管
理
問
題
を
分
析
し
た
が
、

こ
こ
で
は
そ
れ
ら
を
総
括
し
て
、
飼
養
管
理
労
働
の
重
要
性
お
よ
び
そ
の

量
的
増
大
傾
向
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。

①
鹿
追
町
に
お
け
る
事
例
的
検
討

我
々
は
鹿
追
町
で
も
病
畜
発
生
と
飼
養
管
理
問
題
を
一
九
戸
の
酪
農
家

を
対
象
に
調
査
し
、
同
時
に
共
済
組
合
で
獣
医
師
か
ら
聴
取
り
調
査
を
実

(

4

)

 

施
し
た
。
そ
れ
ら
の
結
果
を
要
約
す
る
と
、
一
般
的
に
指
摘
で
き
る
点
と

一
五
七



《
ノ
l
ト
》

北
海
道
酪
農
の
当
面
す
る
生
産
力
問
題

し
て
、
第
一
に
、
七
五
年
か
ら
七
九
年
に
わ
た
る
年
一

O
%前
後
の
頭
数

増
大
過
程
で
、
畜
舎
、
サ
イ
ロ
の
造
改
築
を
伴
い
、
外
部
牛
の
導
入
も
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
、
一
時
に
多
大
の
資
金
と
労
力
、
渉
外
的
事
務
を
必
要

と
し
、
農
家
に
と
っ
て
も
乳
牛
に
と
っ
て
も
労
働
・
飼
養
条
件
あ
る
い
は

環
境
条
件
が
激
変
し
、
飼
料
作
労
働
を
別
に
し
て
も
多
大
な
経
営
管
理
、

飼
養
管
理
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
ら
の
う
ち
の
ど

こ
か
で
「
手
抜
き
」
、
「
省
略
」
が
生
ず
れ
ば
、
あ
る
い
は
欠
陥
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
ら
の
マ
イ
ナ
ス
条
件
が
累
積
し
、
何
か
の
契
機
に
問
題
が
吹
き
出
し

て
く
る
。
そ
れ
は
時
に
は
家
族
の
負
傷
、
病
気
と
な
っ
て
現
わ
れ
、
あ
る

い
は
乳
牛
の
病
気
、
第
死
と
な
っ
て
現
象
し
て
く
る
。
こ
う
し
た
大
き
な

条
件
変
化
の
時
、
あ
る
い
は
経
営
問
題
の
集
中
す
る
時
期
に
事
故
が
発
主

し
白
押
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
全
道
の
動
向
を
検
討
し
た
前
掲
第
ゆ
表
、

ロ
表
で
も
窺
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
二
に
、
粗
飼
料
基
盤
の
狭
降
化
と
粗
飼
料
の
質
に
関
わ
る
問
題
の
重

要
性
が
指
摘
で
き
、
鹿
追
町
の
場
合
も
町
全
体
の
粗
飼
料
基
盤
に
対
し
、

飼
養
可
能
頭
数
限
界
の
超
過
の
問
題
、
あ
る
い
は
、
デ
ン
ト
コ
!
ン
サ
イ

レ
l
ジ
へ
の
切
り
換
え
が
急
速
に
進
展
し
た
が
、
そ
の
試
行
錯
誤
の
過
程

に
お
け
る
過
給
に
よ
る
第
四
胃
変
位
、
繁
殖
障
害
、
起
立
不
能
症
等
の
発

生
、
あ
る
い
は
、
老
朽
草
地
の
増
加
と
そ
こ
で
の
収
量
低
下
防
止
策
と
し

て
の
化
学
肥
料
多
投
に
よ
る
窒
素
過
多
、
ま
た
は
カ
ル
シ
ウ
ム
、
微
量
要

素
の
欠
乏
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
起
立
不
能
症
等
の
発
生
が
み
ら
れ
る
。

-
五
八

ま
た
、
酪
農
専
業
多
頭
飼
養
の
下
で
、
自
家
産
堆
厩
肥
の
草
地
へ
の
投

入
過
多
に
よ
る
窒
素
過
剰
が
病
気
の
遠
因
に
な
っ
た
ケ
l
ス
も
み
ら
れ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
粗
飼
料
不
足
を
補
い
か
つ
ま
た
給
餌
労
働
を
軽
減
さ
せ

る
意
味
合
い
を
も
っ
配
合
飼
料
の
給
与
増
は
、
乳
牛
の
太
り
過
ぎ
H
U

「過

肥
」
と
な
り
易
く
、
そ
の
た
め
繁
殖
障
害
あ
る
い
は
脚
等
へ
の
負
担
増
大

に
よ
る
運
動
器
障
害
の
増
加
に
も
関
連
し
て
く
る
。
同
時
に
ま
た
、
濃
厚

飼
料
の
増
大
↓
高
た
ん
白
↓
窒
素
増
↓
肝
臓
・
腎
臓
障
害
と
関
連
し
た
起

ハ
5
〉

立
不
能
症
の
発
生
等
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
い
は
ま
た
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
ミ
ル
カ

l
の
普
及
と
関
連
し
た
乳
房
炎

の
発
生
が
み
ら
れ
、
機
器
の
老
朽
化
等
に
よ
っ
て
パ
ル
セ
ー
タ
ー
の
機
能

不
正
常
、
あ
る
い
は
電
圧
と
真
空
ポ
ン
プ
能
力
お
よ
び
配
管
の
太
さ
と
傾

斜
度
合
な
ど
の
関
連
に
よ
る
不
正
常
な
拍
動
あ
る
い
は
空
気
圧
日
吸
引
力

の
異
常
ま
た
は
不
斉
一
な
ど
が
作
用
し
て
乳
房
炎
が
発
生
し
て
い
る
例
が

(
6
)
 

み
ら
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
頭
数
増
に
よ
り
観
察
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
と

か
、
前
し
ぼ
り
、
後
し
ぼ
り
が
手
抜
き
さ
れ
て
乳
房
炎
の
増
加
を
招
く
こ

と
に
も
な
っ
て
い
る
。

し
か
も
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
乳
房
炎
対
策
と
し
て
の
乳
頭
デ
ッ
ピ
ン

グ
に
よ
る
消
毒
あ
る
い
は
乾
乳
軟
膏
の
使
用
等
は
少
な
か
ら
ぬ
経
費
を
要

し
、
経
済
的
悪
化
は
そ
れ
ら
の
使
用
を
控
え
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
、
病

畜
増
加
と
経
済
的
窮
迫
と
の
悪
循
環
を
招
く
こ
と
に
も
な
る
。

ま
た
注
目
す
べ
き
点
は
、
第
円
表
の
よ
う
に
仔
牛
へ
の
牛
乳
給
与
量
が



北海道牛乳生産費調査農家の飼養状況の変化(搾乳牛 l頭当たり〉

搾乳牛
搾乳

左の うち きゅ 飼養管

牛頭 平均乾乳分娩 理労働
換算

当 搾
うち仔 牛

乳E旨率期間間隔
う E巴1時間

頭 数 販売率給与量 搬出量 当たり
乳量 乳量

頭 kgi ?ら kg %1 日 月 kg kg 

65-69年平均 5.7 4，369 95.6 74.4 3.56 65.2 13.28 9.383 14.0 

70-74 '" 1 J. 4 4，663 98.0 43.8 3.57 67.6 13.32 8，113 22.7 

75-79 タ 18.6 4，929 98.3 49.0 3.58 67.0 13.26 7.561 30.9 

80-81 '" 24.5 5，324 99.0 27.5 3.66 6ヲ.0 13.45 7，852 37.7 

f北海道 25.3 I 5，316 99.1 21. 0 3.67 66.0 13.4 8，559 38.8 
82年

都府県 98.0 33.0 3.53 61. 0 13.6 11，053 29.8 

第 19表

『牛乳生産費調査』による.

年次問のふれがあるので平均で示した.

注(1)
(2) 

六
五
年
の
八

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
弱
か
ら
そ
の
四
分
の
一
程
度
へ
と
激
減
し
て

き
で
い
る
こ
と
で
あ
り
、
都
府
県
を
三
六
%
も
下
回
る
水
準
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
も
頭
数
増
に
伴
い
、
脱
脂
粉
乳
給
与
に
よ
る
省
力
的
方
法
で
の

対
応
に
替
わ
り
、
円
高
の
下
で
の
脱
粉
割
安
傾
向
が
そ
れ
を
促
進
し
た
と

い
え
る
が
、
乳
牛
の
発
育
に
影
響
な
し
と
言
え
る
か
ど
う
か
、
検
討
を
要

す
る
点
で
あ
ろ
う
。

換
言
す
れ
ば
、
生
乳
販
売
率
は
一
主
年
間
で
九
五
%
か
ら
九
九
%
へ
と

上
昇
し
、
近
年
は
極
力
販
売
に
回
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

そ
の
他
に
も
基
本
的
な
事
項
と
し
て
、
的
柚
憾
な
発
情
発
見
と
種
付
け
時

期
の
適
期
性
の
確
保
、
そ
の
た
め
日
常
の
動
作
、
食
欲
、
泌
乳
等
の
諸
生

理
現
象
の
観
察
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
良
し
悪
し
、
適
・
不
適
が
受

胎
、
分
娩
間
隔
あ
る
い
は
病
気
の
早
期
発
見
、
予
防
等
に
も
関
連
し
、
ひ

い
て
は
酪
農
生
産
力
の
水
準
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
日
常
的
な
観
察
、
管
理
の
項
目
を
数
え
上
げ
れ
ば
極
め
て
多

数
に
上
る
が
、
乳
房
炎
に
関
連
し
た
項
目
の
み
で
も
十
数
項
目
に
達
す
る
。

そ
の
項
目
の
一
部
の
実
地
点
検
結
果
を
第
勾
表
に
示
し
て
お
い
た
が
、
各

項
目
で
な
お
改
善
の
余
均
か
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
と
に
、
牛
舎
消
毒
、
敷

わ
ら
の
不
足
、
あ
る
い
は
牛
体
の
手
入
れ
、
牛
床
の
清
潔
さ
等
で
問
題
を

抱
え
て
い
る
農
家
が
か
な
り
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
の
他
に
も
、
前
に
述
べ
た
放
牧
の
中
止
に
よ
る
運
動
不
足
の
た
め
運

動
器
管
の
機
能
低
下
↓
障
害
、
あ
る
い
は
日
光
浴
不
足
(
こ
と
に
冬
期
)

一
五
九



ぷ「二二二ιpdJT
アッ

実 行

搾 不実行 77.1 

1 頭

F オノレの頭枚数数〕
2 頭

( 1枚当たり
3 頭

乳 4 頭
5頭以上 81. 2 

A 

牛体の手入れ
B 
C 

外(放牧〕 92.8 

多 L 、
敷 わ ら 普 通

少 な い 92.4 

牛床の乾燥状態
乾 燥
湿 潤 99.1 

A 
牛床の清潔さ B 

C 94.6 

A 
天井，窓，壁の清潔さ B 

C 93.7 

乾 燥
バドックの乾燥状態 湿 潤

F宵 79.4 

毎日散布
道路の乾燥(石灰散布〉 週一度位

無 80.3 

月 l回以上

牛 舎 ?肖 毒
2月に l回以上
2月以上に l回以上

無 61. 4 

注(1) S町長協畜産課「酪重量技術通信』第69号 (1984年 l月〕による.

(2) 223戸の点検結果であり，回答率は223戸に対する割合である.

割合

(%) 

61. 0 
39.0 

21. 0 
1.7 
1.7 
3.3 

72.4 

20.3 
58.4 
6.3 
15.0 

25.7 
47. 1 
27.2 

79.6 
20.4 

34.1 
52.9 
16.3 

19.6 
64.1 
16.3 

48. 1 
16.9 
35.0 

24.6 
19.0 
56.4 

19.7 
2.9 

24.1 
53.3 ノ、

O 



に
よ
る
健
康
へ
の
悪
影
響
の
懸
念
等
も
指
摘
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②
飼
養
管
理
労
働
専
門
化
と
量
的
拡
大

こ
の
よ
う
に
飼
養
管
理
労
働
は
、
乳
牛
の
各
個
体
の
各
々
の
成
育
段
階
、

繁
殖
過
程
に
お
け
る
日
々
の
体
調
、
生
一
理
を
観
察
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
飼

養
管
理
や
措
置
を
必
要
と
し
、
そ
れ
ら
を
基
本
と
し
な
が
ら
同
時
に
、
乳

牛
個
体
の
各
器
管
の
み
な
ら
ず
、
牛
群
全
体
、
さ
ら
に
は
牛
舎
の
状
態
等

広
範
囲
に
亘
っ
て
管
理
し
、
処
置
を
ほ
ど
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
内
容

の
も
の
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
飼
料
給
与
と
病
因
・
疾
病
と
の
因
果
関
係
を
示
し
た
も
の
が

第
幻
表
と
第
三
図
で
あ
る
。
こ
れ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
乳
牛
の
飼
料
給

与
の
量
・
質
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
粗
飼
料
の
質
・
量

に
影
響
す
る
飼
料
作
の
肥
培
管
理
、
さ
ら
に
収
穫
・
調
整
時
期
、
方
法
、

あ
る
い
は
放
牧
管
理
等
々
、
じ
つ
に
お
び
た
だ
し
い
難
関
、
難
問
が
万
全

の
飼
料
給
与
・
飼
養
管
理
の
前
に
待
ち
受
け
て
い
る
こ
と
が
如
実
に
示
さ

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
か
に
欠
陥
や
手
落
ち
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
が
様
々
に

影
響
し
、
多
様
な
問
題
が
生
じ
、
第
幻
表
、
第
三
図
の
①

t
⑨
に
亘
る
よ

う
な
消
化
器
お
よ
び
内
分
泌
臓
器
の
病
気
に
も
波
及
し
て
い
く
こ
と
に
も

な
る
。以

上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
飼
養
管
理
技
術
、
と
く
に
分
娩
前
後
数
カ
月

の
栄
養
・
繁
殖
生
理
の
管
理
技
術
、
さ
ら
に
は
粗
飼
料
の
量
・
質
を
規
定

す
る
肥
培
管
理
技
術
と
収
穫
・
調
整
・
貯
蔵
技
術
が
酪
農
生
産
力
の
一
大

《
ノ

I
ト
》

北
海
道
酪
農
の
当
面
す
る
生
産
力
問
題

飼料のTDN・DCP均衡条件と内分泌臓器の変化

|副内腎すい臓すい臓甲状腺 甲状腺

萎縮肥大萎縮肥大萎縮肥大体 萎 縮 萎 縮

① Aa型 O O O O O 
②(過Bb剰型J栄養〕

(栄Cc養迂適宜〕
③ 型 O O O O 

(A栄Tb養D型不N足〕
④ ( 過剰〉
⑤ Ba型 O O O O 

〈(r((A』c高DBDTFbcc手CcDT 砲盟型b D Pp N 過剰)

⑥ O O O O 
不足〕

⑦ O O O O 
不足〕

③ O O O O O 
N，低DCP)

⑨ (低 N，高DCP)I 
O O O O O 

第 21表

一
六

家畜衛生試験場北海道支場，岩田神之介「家畜衛生の現状と将来」より作成.

第 3図の最下段①~⑨の内容を示す.

注(1)
(2) 



光叶

⑨ ID ⑦⑥⑤  

第 3図飼料給与と病因・疾病との関係

注(1) 家畜衛生試験場北海道支場，岩田神之介「家畜衛生の現状と将来」より号|

用.

(2) 最下段①~⑨は第21表の表側と同じ.

ム
ノ、



搾乳牛 l頭当たり作業別労働時間とその構成比の変化(北海道〉
〈単位:時間， ，の

¥¥¥¥  
合 計 理，給与，入，きゅぴ生乳処牛乳運 飼育管理

¥¥¥  給水 う肥搬出理

1960 504 126 52 185 52 89 

労
65 376 95 46 147 29 59 

働 70 239 48 29 113 14 35 

時
75 36 22 87 6 24 

80 31 17 74 2 21 

間
82 137 30 16 72 O lヲ

1960 四 25 10 37 10 18 
同

65 100 25 12 39 B 16 

構 70 100 20 12 47 6 15 

成 75 1Cコ 21 13 50 3 14 

80 100 21 12 51 14 
比

82 100 22 12 53 O 14 

第 22表
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12 
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，白
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お

∞J212TZ| 
注.

根
幹
を
な
し
て
い
る
こ
と
(
乳
牛
の
遺
伝
的
素
因
に
規
定
さ
れ

た
生
来
の
能
力
、
体
質
が
、
換
言
す
れ
ば
乳
牛
固
有
の
潜
勢
的

あ
る
い
は
顕
在
的
能
力
が
も
う
一
つ
の
有
力
な
生
産
力
要
因
を

な
す
と
い
え
る
が
て
な
ら
び
に
、
そ
れ
ら
の
技
術
が
い
ま
や

専
門
的
知
識
と
習
熟
を
要
す
る
「
複
雑
労
働
」
、
「
強
め
ら
れ
た

労
働
」
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
支
え
ら
れ
る
段
階
に
た
ち
至
っ
て

い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

こ
こ
で
と
く
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
こ
の
う
ち
直
接
的
飼
養

管
理
労
働
時
聞
が
一
七
年
間
で
二
・
三
倍
に
増
大
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
搾
乳
牛
一
頭
当
た
り
飼
養
管
理
労
働
時

間
は
第
辺
表
の
よ
う
に
こ
の
一
七
年
間
で
約
三
分
の
一
に
激
減

し
た
が
、
搾
乳
牛
頭
数
の
そ
れ
以
上
の
増
大
に
よ
っ
て
飼
養
管

理
労
働
は
六
五
年
の
年
間
一
戸
平
均
一
五

0
0時
聞
か
ら
八
二

年
で
は
一
一
戸
平
均
で
三
五

0
0時
間
弱
、
毎
日
平
均
九
・
五
時

間
に
も
及
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
飼
養
管
理
労
働
が

量
的
に
増
大
し
て
き
で
い
る
ば
か
り
で
な
く
質
的
に
も
強
め
ら

れ
、
そ
の
結
果
、
飼
養
管
理
労
働
一
時
間
当
た
り
乳
量
が
一
七

年
間
で
三
・
八
倍
化
す
る
と
い
う
物
的
労
働
生
産
性
の
上
昇
を

み
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
た
ん
な
る
労
働
生
産
性
の
上
昇
U
省
力
化
H
V
時

間
短
縮
で
は
な
く
、
増
頭
に
対
応
し
た
労
働
投
入
量
の
絶
対
的

一六
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産
力
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増
大
に
よ
っ
て
生
産
力
の
増
進
が
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
同

時
に
ま
た
酪
農
民
に
と
っ
て
余
裕
の
乏
し
い
展
開
過
程
、
無
理
を
伴
う
展

開
過
程
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
過
重
労
働
を
累
加
し
な
が
ら
規
模
を
拡
大

し
、
生
産
力
を
発
展
さ
せ
て
き
た
と
い
え
る
。

そ
れ
は
農
家
経
済
調
査
に
よ
る
酪
農
単
一
経
営
の
家
族
農
業
労
働
時
間

の
動
向
に
も
現
わ
れ
て
お
り
、
か
な
り
大
き
な
年
次
変
動
を
描
き
な
が
ら

も
、
六

0
年
代
の
年
間
六

0
0
0時
間
台
(
前
後
)
か
ら
七

0
年
代
末
に

は
七

0
0
0時
間
台
に
な
り
、
今
日
支
阻
的
な
経
産
牛
一
一
一

O
頭
以
上
層
は

入

0
0
0時
間
を
超
え
る
長
さ
へ
増
大
し
て
い
る
。
こ
れ
は
毎
日
の
家
族

労
働
時
間
が
一
六
時
間
前
後
か
ら
一
九
時
間
前
後
へ
と
、
三

O
頭
以
上
層

の
場
合
は
二
二
時
間
以
上
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

省
力
化
が
進
み
、
作
業
が
楽
に
な
っ
た
労
働
分
野
も
多
く
あ
る
が
、
他

面
で
は
こ
う
し
た
労
働
時
間
の
絶
対
量
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
矛
盾
に

注
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
が
稲
作
農
家
の
省
力
化
と
大
き
く

異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
来
の
発
展
方
向
で
あ
る
労
働
時
間
の
短
縮
化

傾
向
に
も
反
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
ま
た
、
病
畜
の
増
大
に
関
係
な
し

と
言
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
病
畜
の
増
大
に
結
び
つ
く
い
く
つ
か
の
要
因
(
労
働
力
、
粗
飼

料
基
盤
、
あ
る
い
は
資
金
、
価
格
等
の
経
済
的
条
件
と
再
生
産
基
盤
の
問

題
等
々
)
を
絶
え
ず
内
包
し
な
が
ら
、
急
速
な
頭
数
規
模
拡
大
に
よ
る
酪

農
生
産
力
の
展
開
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
り
、
病
畜
の
増

一
六
四

大
傾
向
あ
る
い
は
、
危
機
時
、
冷
災
害
時
に
お
け
る
急
増
は
、
か
か
る
矛

盾
を
苧
ん
だ
、
脆
弱
性
を
も
っ
た
酪
農
生
産
力
展
開
過
程
を
特
徴
-
つ
け
る

一
現
象
で
あ
っ
た
ど
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
酪
農
生
産
力
展
開
過
程
の
特
徴
は
、
一
九
六

O
年
当
時
の
副

業
的
酪
農
が
支
配
的
段
階
で
、
千
田
英
二
に
よ
っ
て
鋭
く
指
摘
さ
れ
た

「
低
乳
価
、
飼
料
高
、
そ
の
他
生
産
材
高
の
制
約
の
も
と
で
、
そ
の
多
く

は
自
己
の
犠
牲
に
お
い
て
、
内
外
か
ら
様
々
の
収
奪
を
受
け
な
が
ら
経
営

を
維
持
し
て
い
る
」
「
『
体
力
収
奪
的
農
業
』
」
経
営
の
も
と
で
、
「
人
間

(
経
営
者
自
身
)
現
牛
お
よ
び
土
地
そ
の
も
の
が
他
か
ら
収
奪
を
受
け
て

い
る
」
そ
の
結
果
と
し
て
の
乳
牛
の
繁
殖
障
害
の
発
生
、
と
い
っ
た
構
造

が
、
基
本
的
に
は
解
決
さ
れ
ず
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

(

7

)
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い
え
る
。
そ
し
て
と
の
「
体
力
収
奪
的
農
業
」
構
造
の
解
明
と
持
ち
と
さ

れ
た
課
題
の
解
止
決
、
が
間
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
問
題
を
今
後
追
究
し
て
い
く
上
で
、
そ
の
前
提

と
な
る
現
状
認
識
を
も
う
少
し
深
め
て
お
こ
う
。

同
門
出
荷
乳
量
規
模
別
に
み
た
産
乳
成
績

①
中
札
内
村
に
お
け
る
出
荷
乳
量
規
模
別
産
乳
成
績

そ
の
一
つ
の
素
材
は
、
十
勝
平
野
平
坦
南
西
部
、
畑
作
と
酪
農
の
展
開

す
る
中
札
内
村
の
酪
農
家
五
三
戸
の
経
産
牛
一
頭
当
た
り
乳
量
と
乳
牛
疾

病
診
療
率
と
の
相
関
関
係
を
第
四
図
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
札
内
村
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第 4図 中札内村酪農家の経産牛 l頭当たり乳量と乳牛疾病診療率との関係 (1980年)

注(1) 中札内村，北海道畑作経営技術研究所資料より引用.

(2) 経産牛 l頭当たり乳量=生乳出荷量÷経産牛頭数，診療寧=カルテ数ー子総頭数Xl∞.
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農家の乳検成績の推移

よ|主|叶|諒i飼料|主|計十|覇市l!効果 比 率 I間 隔乳 量量料給与効果比率間隔乳量 効果比率

%匂~ノG 日 kg kg % % %1 % 
3.1 21.016.7 3951 5，940 4.25 3.85 14.5 5.9 3921 5， 68114. 6 3.4 17.01 7.9 

3.15 20.51 2.0 4061 6，567 5.9 3.15 17.5 5.0 402; 6， 68616. 75 2.85 21. 01 5.3 

3.38 20.4 8.5 3ヲ3 6，178 5.1 3.48 16.5 8.5 387 5，728 4.81 3.37 17.2 5.9 

3.14 20.9111. 6 390 6，380 17. 41 8. 8i 398 6，035 5.66 3.03 19.3 5.3 

3.0 21. 8111. 3 3ヲヲ 5，844 5.6612.91 5， 727 5.65 2.87 19.9 5.0 

2.98 21.119.4 397 5，608 5. 26i2. 98 18.1110.11 403 5，404 5.12 3.05 19.1 7.5 

3.15 20.1111.1 406 5，472 5.043.02 5，390 4.92 3目 0919.1 7.9 

3.0 21. 4110. 0 3ヲ7 6，011 5513O 18 1 9.4 391 5，796 5.5 2.9 19 6.0 

料より作成.

家も閤定して集計した.

一致しない.

一
六
六

に
は
酪
農
家
戸
数
は
少
な
い
が
、
す
ぐ
れ
た
酪
農
経
営
の
実
績
を
示
し
て

お
り
、
一
九
八
O
年
で
は
経
産
牛
一
一
政
当
た
り
平
均
乳
量
は
五
八

0
0キ

ロ
グ
ラ
ム
と
高
く
、
土
品
た
、
診
療
率
は
五
三
%
に
す
ぎ
ず
、
い
ず
れ
も
十

勝
あ
る
い
は
全
道
レ
ベ
ル
で
み
て
も
非
常
に
優
良
な
水
準
に
あ
る
。

第
四
図
の

I
群
の
}
六
戸
H
三
O
%
は
乳
量
が
平
均
以
上
か
つ
診
療
率

が
平
均
以
下
の
優
良
農
家
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
出
荷
乳
量
二
O
一
ト
ン

以
上
の
農
家
が
七
戸
、
そ
の
他
に
共
同
経
営
の
三
集
団
が
含
ま
れ
、
大
規

模
経
営
の
比
重
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

H
群
の
九
戸
U
一
七
%
は
乳
量
は

高
い
が
病
畜
も
多
い
農
家
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
大
規
模
経
営
の
比
重
が
高

い
。
ま
た
、

E
群
の
-
七
一
戸

H
三
二
%
は
乳
量
が
平
均
以
下
で
あ
る
が
、

病
畜
の
診
療
率
も
低
い
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
中
小
規
模
経
営
の
比
重
が
高

く
な
っ
て
い
る
。

w群
の

二

戸

1
二
%
は
診
療
率
も
高
く
、
乳
量
も

少
な
い
と
い
う
最
も
草
山
い
状
況
に
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
小
規
模
飼
養
の
畑

酪
経
営
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
出
荷
乳
量
、
診
療
率
、
経
産
牛
一
頭
当
た
り
乳
量
に
関

し
て
、
酪
農
家
平
均
と
し
て
は
良
好
な
水
準
に
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し

て
は
個
別
差
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
を
出
荷
乳
量
別
に
み
れ
ば
、
一
五

0
ト
ン
以
下
の
酪
畑
あ
る
い
は

畑
酪
経
営
は
、
診
療
率
が
低
く
、
乳
量
も
平
均
以
下
の
も
の
が
多
い
、
が
、

診
療
率
が
高
い
、
ま
た
は
乳
量
が
非
常
に
低
い
経
営
も
み
ら
れ
る
。



大樹町における出荷乳量規模別

f立担記記;嬬開間雨:出;E諒詞昨出lJ品明叫詐J立羽誹主ii;4位詰j同l直直jit己Ei4i正己l1「1王[:l王3;己北;ii
第 23表

1979年出

量

模

400トン以上

300 - 400 

250 - 3∞ 
2α) - 250 

150 - 200 

100 - 150 

100トγ 以下

町平均

注(1)
(2) 

(3) 

乳荷

規

専
業
酪
農
下
限
あ
る
い
は
畑
作
も
多
少
導
入
し
て
い
る
も
の
も
含
ま
れ

る
と
み
ら
れ
る
一
五
一

t
二
0
0ト
ン
層
は
診
療
率
が
低
く
、
乳
量
は
平

均
的
か
そ
れ
を
や
や
下
回
っ
て
い
る
経
営
が
多
い
。
二

O
一
t
三
0
0ト

ン
の
専
業
酪
農
層
は
一
頭
当
た
り
乳
量
の
平
均
が
も
っ
と
も
高
い
層
で
あ

り
、
診
療
率
も
平
均
以
下
が
多
い
と
い
え
る
が
、
中
に
は
診
療
率
が
九
O

%
か
そ
れ
以
上
に
高
い
経
営
も
含
ま
れ
て
い
る
。

四
五
一
ト
ン
以
上
出
荷
の
最
大
規
模
層
は
い
ず
れ
も
共
同
経
営
で
あ
る

が
、
飼
養
管
理
労
働
力
が
豊
富
な
こ
と
等
を
反
映
し
て
、
全
体
と
し
て
診

療
率
が
低
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
乳
量
は
平
均
的
な
も
の
が
多
い
が
、

高
い
経
営
も
み
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
来
的
に
は
乳
飼
比
等
経
済
関
係
の
指
標
も
合
わ

せ
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
の
こ
つ
の
指
標
に
よ
る
検

討
の
限
り
で
は
、
第
四
図
の

I
群
す
な
わ
ち
乳
量
は
高
く
診
療
率
、
が
低
い

経
営
が
展
開
目
標
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
そ
こ
に
到
達
し
て
い
る
酪
専
的
経

営
等
も
あ
る
が
、
そ
の
目
標
に
至
る
過
程
で
崎
吟
努
力
し
て
い
る
経
営
が

な
お
多
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
質
的
改
善
の
余
地
を
残
す
経
営
が
多

い
と
い
え
る
。

②
大
樹
町
に
お
け
る
出
荷
乳
量
規
模
別
産
乳
成
績

同
様
に
大
樹
町
の
乳
検
加
入
酪
農
家
の
出
荷
乳
量
規
模
別
乳
検
成
績
を

第
お
表
に
示
す
。
町
全
体
と
し
て
は
一
日
一
頭
当
た
り
濃
厚
餌
料
給
与
量

が
増
加
傾
向
に
あ
り
(
と
く
に
八

O
年
以
降
〉
、
一
方
乳
量
は
伸
び
悩
み

一
六
七
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気
味
で
、
飼
料
効
果
は
全
道
さ
ら
に
は
十
勝
平
均
よ
り
か
な
り
低
い
三
-

O
で
低
迷
し
て
い
る
。
ま
た
、
分
娩
間
隔
は
最
近
や
や
長
く
な
り
、
事
故

率
も
七
八
年
以
降
上
昇
し
て
き
て
い
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
乳
飼
比
も
八

O
年
以
降
高
ま
っ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
、
八

O
年
以
降
の
生
産
調
整
下

で
産
乳
成
績
お
よ
び
産
乳
効
果
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

こ
れ
を
出
荷
乳
量
規
模
別
に
み
れ
ば
、
四

0
0ト
ン
以
上
の
共
同
経
営

の
二
集
団
は
濃
厚
飼
料
給
与
量
が
平
均
よ
り
も
少
な
く
、
乳
量
も
平
均
以

下
で
あ
り
、
そ
れ
で
も
飼
料
効
果
は
平
均
を
上
回
っ
て
い
た
が
、
八

O
年

以
降
は
乳
量
が
低
下
し
て
、
平
均
並
み
に
低
下
し
て
き
て
い
る
。
事
故
率

は
平
均
よ
り
や
や
低
く
、
こ
の
点
は
中
札
内
村
の
共
同
経
営
の
診
療
率
の

低
さ
と
同
様
に
評
価
さ
れ
る
が
、
乳
検
成
績
全
体
と
し
て
は
平
均
を
下
回

っ
て
お

p
、
と
く
に
八

O
年
以
降
の
濃
厚
飼
料
の
給
与
量
増
大
に
も
か
か

わ
ら
ず
乳
量
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
、
経
営
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

こ
の
あ
た
り
に
も
単
純
か
っ
一
様
で
な
い
飼
養
管
理
の
あ
り
方
と
そ
の
結

果
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

出
荷
乳
量
で
そ
の
対
極
に
あ
る
一

0
0ト
ン
以
下
層
も
、
や
は
り
濃
厚

飼
料
給
与
量
が
平
均
よ
り
少
な
く
、
一
頭
当
た
り
乳
量
も
平
均
以
下
で
あ

り
、
か
つ
ま
た
飼
料
効
果
が
平
均
よ
り
や
や
高
く
、
こ
れ
ら
の
指
標
の
限

り
で
は
最
上
層
と
類
似
し
た
値
を
示
す
が
、
濃
厚
飼
料
給
与
量
の
増
大
に

伴
っ
て
乳
量
が
増
大
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
異
な
り
、
乳
飼
比
が
最
上
層
と

比
較
し
て
優
位
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
事
故
率
は
、
各
規
模
層

一
六
八

の
中
で
も
最
高
で
、
八
一
年
に
は
一
五
%
に
も
達
し
、
分
娩
間
隔
も
四
二

一
一
日
と
長
期
化
し
て
お
り
、
畑
酪
経
営
に
お
け
る
乳
牛
飼
養
の
困
難
性
の

一
端
と
同
時
に
ま
た
、
乳
牛
飼
養
の
経
営
内
で
の
比
重
の
低
さ
を
示
し
て

い
る
と
い
・
え
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
最
も
精
鋭
的
で
集
約
度
の
高
い
の
は
二
五

O
t
三
0
0

ト
ン
の
酪
農
専
業
経
営
群
で
あ
る
。
濃
厚
飼
料
給
与
量
は
町
平
均
以
下
、

一
頭
当
た
り
乳
量
は
平
均
以
上
、
飼
料
効
果
は
最
も
高
く
平
均
を
二
%

も
上
回
p
、
逆
に
乳
飼
比
は
最
も
低
く
、
し
か
も
事
故
率
も
平
均
以
下
で

あ
り
、
優
良
な
成
績
を
達
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
中
札
内
村
で
も
見

出
さ
れ
た
上
層
の
中
で
形
成
さ
れ
て
き
つ
つ
あ
る
優
良
グ
ル
ー
プ
と
み
ら

れ
る
。
(
も
ち
ろ
ん
こ
の
全
戸
が
優
良
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
低
い
乳
量

あ
る
い
は
高
い
事
e

故
率
の
経
営
も
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
戸
は
そ
の
後
酪
農

経
営
を
中
止
し
て
お
り
、
各
経
営
が
安
定
的
基
盤
を
確
立
し
、
再
生
産
軌

道
に
乗
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
J

個
別
農
家
の
最
上
位
三

O
O
t
四
つ
0
ト
ン
出
荷
の
二
戸
で
は
、
濃
厚

飼
料
給
与
量
が
各
層
の
中
で
は
最
高
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
高
い
飼
養
管

理
技
術
も
反
映
し
て
一
頭
当
た
り
乳
量
も
六
六

0
0キ
ロ
グ
ラ
ム
と
断
然

ト
ッ
プ
に
立
ち
、
し
か
も
事
故
率
は
各
層
の
中
で
は
最
低
と
い
う
特
徴
を

備
え
て
い
る
。

こ
の
う
ち
二
戸
は
ブ
リ
ー
ダ
ー
的
性
格
を
も
っ
た
経
営
で
あ
り
、
分
娩

間
隔
が
た
と
え
長
く
な
っ
て
も
乳
量
と
仔
牛
生
産
の
確
保
を
図
っ
て
い
る



と
い
う
点
、
お
よ
び
、
八
一
年
に
は
濃
厚
飼
料
給
与
量
を
，
チ
ャ
レ
ン
ジ

フ
ィ
ー
デ
ィ
ン
グ
4

な
み
に
一
日
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
余
り
に
増
大
し
て
乳
量

増
も
達
成
し
て
い
る
が
、
飼
料
効
果
を
二
・
八
へ
と
大
き
く
低
下
さ
せ
て

き
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
乳
飼
比
は
二
五
・
五
と
各
層
の
中
で
最
高
と
な

り
、
本
来
粗
飼
料
基
盤
の
比
較
的
豊
富
な
上
に
さ
ら
に
購
入
飼
料
へ
の
依

存
傾
向
を
強
め
て
い
る
こ
と
な
ど
、
こ
う
し
た
飼
養
管
理
な
り
経
営
方
針

が
今
後
ど
う
な
り
、
ど
う
い
う
結
果
を
も
た
ら
す
か
等
々
と
い
っ
た
事
項

に
注
目
を
要
す
る
。
こ
の
二
戸
は
町
内
で
も
代
表
的
な
、
指
導
者
的
な
経

営
で
あ
り
、
今
後
の
展
開
方
向
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
こ
の
一
一
一
戸
の
負
債

額
は
酪
専
平
均
二
・
八
千
万
円
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
が
、
経
済
的

再
生
産
基
盤
は
比
較
的
安
定
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
事
情
が
購
入
飼
料
依

存
化
傾
向
を
志
向
す
る
背
景
に
あ
る
と
い
え
る
。

ニ
o
o
t
二
五

0
ト
ン
出
荷
の
酪
農
専
業
層
も
二
五

O
t
一ニ

0
0ト
ン

層
と
や
や
類
似
し
て
お
り
、
か
な
り
良
好
な
成
績
で
あ
る
。
濃
厚
飼
料
給

与
量
が
平
均
以
上
に
多
く
、
一
頭
当
た
り
乳
量
も
、
飼
料
効
果
も
平
均
よ

り
高
い
が
、
こ
の
飼
料
効
果
で
は
二
五

O
t
三

0
0ト
ン
出
荷
層
に
及
ば

な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
優
良
な
上
位
酪
専
層
と
の
相
違
点
は
、
事
故
率
が

八
O
年
以
降
平
均
以
上
に
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
濃
厚
飼

料
給
与
量
の
増
大
に
よ
り
乳
飼
比
も
か
な
り
高
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
不

安
定
な
要
因
を
抱
え
て
い
る
と
い
え
る
。

酪
農
専
業
層
の
下
限
お
よ
び
酪
畑
農
家
も
含
ま
れ
る
一
五

O
t
二
0
0
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ト
ン
出
荷
層
は
、
戸
数
は
最
大
で
二

o
o
t
二
五

0
ト
ン
出
荷
層
と
と
も

に
町
酪
農
の
基
幹
を
な
し
、
各
指
標
と
も
町
平
均
値
に
類
似
し
て
い
る
。

八
O
年
以
降
濃
厚
飼
料
の
給
与
量
増
加
の
傾
向
に
あ
る
が
、
乳
晶
且
か
伸
び

悩
み
気
味
で
乳
飼
比
は
高
ま
り
、
事
故
率
も
平
均
を
わ
ず
か
に
上
回
っ
て

い
る
。こ

れ
ら
の
限
り
で
は
、
二

O
O
t
二
五

0
ト
ン
層
と
同
様
に
不
安
定
な

要
素
を
も
ち
、
産
乳
成
績
で
は
よ
り
多
く
改
善
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。

酪
畑
な
い
し
は
畑
酪
経
営
の
一

o
o
t
一
五

0
ト
ン
層
は
濃
厚
飼
料
給

与
量
は
平
均
以
下
、
乳
量
も
平
均
以
下
、
飼
料
効
果
も
平
均
を
や
や
下
回

る
。
乳
飼
比
は
ほ
ぼ
平
均
並
み
で
あ
る
が
、
事
故
に
よ
る
死
廃
牛
が
平
均

並
み
か
そ
れ
よ
り
や
や
高
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
酪
農
部
門
の
産
乳
成

績
で
は
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
に
は
粗
飼
料
を
含
ん
で
お
ら
ず
、
ま
た

乳
飼
比
も
購
入
飼
料
費
の
み
で
あ
り
、
所
得
率
、
労
働
報
酬
あ
る
い
は
負

債
残
高
等
、
酪
農
経
営
全
体
の
成
果
に
よ
る
検
討
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の

み
で
経
営
の
評
価
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
複
合
経
営
は
畑
作

も
含
め
た
総
合
的
な
経
営
経
済
の
結
果
に
よ
っ
て
判
断
す
べ
き
で
あ
り
、

こ
れ
ま
た
こ
こ
で
即
断
す
べ
き
で
は
な
い
。

た
だ
し
、
以
上
の
指
標
の
限
り
で
の
酪
農
(
搾
乳
)
部
門
の
み
の
評
価

で
は
、
全
体
と
し
て
は
、
中
札
内
村
等
の
例
と
同
様
に
、
乳
量
、
濃
厚
飼

料
給
与
量
、
乳
飼
比
、
事
故
率
等
に
は
大
き
な
個
別
差
が
み
ら
れ
、
ま
た
、

九
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同
一
農
家
で
も
年
次
間
で
か
な
り
大
き
い
変
化
を
示
し
て
お
り
、
酪
農
生

産
力
が
な
お
流
動
的
で
確
固
と
し
た
も
の
に
な
り
え
て
お
ら
ず
、
そ
の
意

味
で
は
発
展
途
上
に
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
う
し
た

中
で
、
上
位
酪
専
グ
ル
ー
プ
に
優
良
経
営
が
形
成
さ
れ
て
き
つ
つ
あ
り
、

事
故
率
を
平
均
以
下
に
押
さ
え
な
が
ら
、
高
い
乳
量
と
高
い
飼
料
効
果
を

あ
げ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
小
両
極
の
飼
養
規
模
に
お

い
て
、
や
や
粗
放
と
も
い
え
る
難
点
を
も
っ
た
経
営
が
存
す
る
と
い
え
る
。

以
上
で
検
討
し
た
よ
う
な
酪
農
専
業
農
家
に
特
徴
的
な
粗
飼
料
基
盤
問

題
、
酪
農
畑
作
農
家
に
特
徴
的
な
労
働
競
合
問
題
(
一
部
で
は
生
産
調
整

下
で
強
め
ら
れ
た
労
働
競
合
問
題
て
ま
た
全
体
に
共
通
す
る
頭
数
増
大

と
飼
料
構
成
の
変
化
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
た
飼
養
管
理
、
繁
殖
管
理
問
題

な
ど
を
通
じ
て
酪
農
家
の
生
産
力
基
盤
が
な
お
確
固
と
し
て
お
ら
ず
、
個

別
差
が
大
き
く
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
冒
頭

で
み
た
分
解
動
向
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
昔
?
え
よ
う
。

同
地
カ
問
題
の
顕
在
化
と
酪
農
生
産
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て

酪
農
生
産
力
の
当
面
す
る
課
題
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
、
粗
飼
料
問
題

の
背
景
に
あ
る
地
力
問
題
に
つ
い
て
触
れ
、
最
後
に
酪
農
生
産
力
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。

こ
の
同
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
飼
料
作
の
絶
対
的
増
大
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
乳
牛
の
急
速
な
増
頭
に
よ
り
粗
飼
料
基
盤
の
相
対
的
狭
隆
化
と
連
作

一七

O

等
に
よ
る
収
量
の
停
滞
あ
る
い
は
低
下
傾
向
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
関
連
し
て
、
一
九
八
一
年
度
『
粗
飼
料
生
産
・
収
量
要
因
等
緊

急
調
査
報
告
書
』
(
農
水
省
統
計
情
報
部
、
八
三
年
三
月
)
に
よ
っ
て
補

足
し
て
お
こ
う
。
(
こ
れ
は
飼
料
作
作
付
農
家
を
対
象
と
し
た
調
査
で
あ

り
、
非
酪
農
家
も
含
む
。
)

こ
れ
に
よ
る
と
北
海
道
の
牧
草
作
付
圃
場
の
箇
所
数
別
農
家
数
割
合
は
、

一一

t
一
ニ
カ
所
が
三
五
%
、
一
カ
所
が
二
六
%
で
あ
り
、
比
較
的
ま
と
ま
っ

て
い
る
農
家
が
六
一
%
を
占
め
る
。
他
方
で
は
、
耕
地
規
模
拡
大
に
伴
う

分
散
化
を
反
映
し
て
四

t
五
カ
所
に
亘
る
農
家
が
一
一
一
一
%
、
六

t
七
カ
所

が
七
%
、
八
カ
所
以
上
の
農
家
が
九
%
と
な
っ
て
お
り
、
草
地
の
み
で
も

相
当
ひ
ど
く
分
散
し
た
農
家
が
六
i
七
戸
に
一
戸
の
割
で
存
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
は
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

t
十
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
遠
距
離
に
あ
る

圃
場
が
含
ま
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
、
こ
う
し
た
耕
地
の
分
散
化
、
遠
隔
地

化
は
堆
厩
肥
施
用
等
を
含
め
た
肥
培
管
理
、
収
穫
調
整
作
業
に
一
定
の
困

難
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
価
上
昇
〈
全
道
平
均
耕
作
目
的
中
畑
価
格
、
一

0
ア
ー
ル
当

た
り
、
七
五
年
一
二
万
円
↓
八

O
年
一
二
万
円
に
一
・
八
倍
化
)
あ
る
い

は
農
業
収
益
性
の
劣
悪
化
と
離
農
の
鈍
化
な
ど
に
よ
る
所
有
権
移
転
の
後

退
等
を
背
景
に
し
て
借
入
地
に
よ
る
飼
料
作
拡
大
が
な
さ
れ
、
畑
牧
草
地

面
積
の
七
・
七
%
が
、
ま
た
畑
青
刈
り
と
う
も
ろ
こ
し
面
積
の
六
%
が
借

入
地
に
な
っ
て
お
り
、
農
家
レ
ベ
ル
で
は
、
混
播
牧
草
作
の
場
合
、
畑
飼



料
作
農
家
の
二
四
%
が
借
入
地
を
も
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
借
入
地
に
お

け
る
土
地
改
良
あ
る
い
は
堆
厩
肥
施
用
の
あ
り
方
も
問
題
と
な
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
(
八
O
年
セ
ン
サ
ス
で
も
畑
作
酪
農
地
域
で
は
借
入
農
家
率
が

約
四
分
の
つ
借
入
面
積
率
が
六
%
余
り
と
な
っ
て
お
り
、
か
な
り
の
借

地
の
展
開
が
み
ら
れ
る
。
)

つ
ぎ
に
牧
草
の
播
種
後
の
経
過
年
数
別
面
積
劃
合
は
、
混
播
牧
草
の
場

合
、
四

t
五
年
が
五
一
%
'
、
つ
い
で
六
年
以
上
が
三
四
%
を
占
め
て
い
る
。

六
年
以
上
の
内
訳
は
不
明
で
あ
る
が
七
年
あ
る
い
は
八
年
以
上
も
相
当
含

ま
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
ニ
ー
三
年
は
一
四
%
で
あ
る
が
一
年
は
二
%

に
す
ぎ
ず
、
五

t
六
年
あ
る
い
は
六

t
七
年
を
サ
イ
ク
ル
と
し
た
通
常
の

草
地
更
新
が
全
面
的
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

ま
た
、
混
播
牧
草
の
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
収
量
は
、
二

t
四
ト
ン
水
準

の
農
家
が
五
八
%
と
過
半
を
占
め
、
そ
の
上
位
の
四

t
六
ト
ン
が
一
ニ
一
一
%
、

六

t
八
ト
ン
が
三
%
、
逆
に
二
ト
ン
未
満
が
七
%
で
あ
り
、
冷
災
害
年
で

あ
る
こ
と
も
反
映
し
て
か
な
り
大
き
い
格
差
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
肥

培
管
理
に
つ
い
て
み
る
と
、
土
壌
改
良
資
材
を
投
入
し
て
い
る
面
積
割
合

は
混
播
牧
草
地
の
七
一
%
、
同
有
機
質
肥
料
施
用
面
積
は
八
O
%
、
化
学

肥
料
纏
用
面
積
が
九
五
%
を
占
め
、
逆
に
、
土
改
剤
を
使
用
し
な
い
草
地

が
二
九
%
、
有
機
質
を
漉
用
し
な
い
草
地
、
が
ニ
O
%
に
及
ん
で
い
る
。

一
方
、
畑
地
の
青
刈
り
と
う
も
ろ
こ
し
の
場
合
、
一

0
ア
ー
ル
当
た
り

収
量
が
四

t
六
ト
ン
の
農
家
が
四
九
%
、
ニ

t
四
ト
ン
が
三
七
%
、
六

t

《
ノ
I
ト
》

北
海
道
路
島
障
の
当
面
す
る
生
産
カ
問
題

八
ト
ン
が
九
%
、
二
ト
ン
未
満
の
農
家
が
五
%
を
占
め
て
お
り
、
混
播
牧

草
よ
り
格
差
が
大
き
い
。
そ
し
て
土
改
剤
投
入
面
積
は
七
四
%
、
有
機
質

施
用
面
積
は
八
七
%
で
あ
り
、
牧
草
地
よ
り
施
用
率
が
若
干
高
く
な
っ
て

い
る
。こ

れ
ら
の
施
用
量
お
よ
び
収
量
と
そ
の
動
向
等
に
つ
い
て
は
品
種
、
種

類
等
々
さ
ら
に
細
か
く
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
ひ
と
つ
問

題
と
な
る
こ
と
は
、
厩
肥
搬
出
作
業
と
そ
の
処
理
方
式
、
ま
た
、
厩
肥
の

利
用
の
仕
方
、
堆
肥
や
つ
く
り
の
仕
方
に
つ
い
て
で
あ
る
。
生
産
費
調
査
で

は
、
頭
数
増
に
伴
っ
て
搾
乳
牛
一
一
頭
当
た
り
厩
肥
搬
出
量
が
第
川
口
表
の
よ

う
に
六

0
年
代
中
半
の
九
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
台
か
ら
減
少
し
、
七
四
年
以
降

七
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
低
下
し
、
八

0
年
代
に
入
り
八
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
台
に

回
復
し
て
き
て
い
る
が
、
少
頭
数
時
代
あ
る
い
は
都
府
県
に
比
較
し
て
か

な
り
少
な
い
と
い
え
る
。
こ
れ
は
先
述
し
た
労
働
力
問
題
、
飼
養
管
理
労

働
問
題
の
他
面
で
の
現
わ
れ
で
も
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
以
上
に
問
題
と
も
言
う
べ
き
は
、
堆
厩
肥
の
取
り
扱
い
の

良
否
に
よ
っ
て
肥
料
成
分
の
損
失
量
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
例

え
ば
、
堆
肥
盤
の
設
置
、
屋
根
覆
い
の
実
施
、
き
り
か
え
し
の
施
行
等
最

良
の
取
り
扱
い
の
場
合
の
損
失
は
窒
素
二
O
%
、
リ
ン
酸
、
ヵ
リ
と
も
O

%
で
あ
る
が
、
最
も
悪
い
場
合
の
損
失
は
窒
素
が
六
O
%
、
リ
ン
酸
が
三

O
%
、
カ
リ
が
五

0
4
Fに
も
な
る
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
処
理
、
利
用
方

式
が
、
今
後
の
検
討
課
題
と
な
ろ
う
。

七



《
ノ

I
ト
》

北
海
道
酪
農
の
当
面
す
る
生
産
力
問
題

そ
の
他
の
重
要
な
問
題
と
し
て
化
学
肥
料
の
多
投
下
傾
向
と
施
肥
効
率

の
低
下
、
あ
る
い
は
多
投
に
よ
る
土
壌
の
酸
性
化
、
硬
化
等
の
質
的
変
化

と
機
械
跨
圧
の
加
重
、
あ
る
い
は
連
作
障
害
も
み
ら
れ
、
「
地
力
」
の
低

下
↓
収
量
の
伸
び
悩
み
低
下
、
そ
れ
を
補
う
化
学
肥
料
の
多
投
↓
「
地
力
」

低
下
、
と
い
っ
た
一
種
の
悪
循
環
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
十
勝
、
鹿
追
町

(

8

)

 

の
事
例
で
す
で
に
指
摘
し
て
お
い
た
。
そ
こ
か
ら
の
脱
却
を
図
り
、
土
壌

条
件
の
改
良
と
土
地
利
用
の
高
度
化
の
た
め
に
は
、
排
水
改
良
等
土
地
改

良
と
と
も
に
、
堆
厩
肥
、
糞
尿
の
利
用
と
合
理
的
作
付
方
式
の
検
討
が
課

ハ
9
)

題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
れ
ま
で
の
分
析
結
果
か
ら
、
複
雑
性
と
総
合
性
を
備
え
た

酪
農
生
産
力
の
技
術
的
構
造
の
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す

な
わ
ち
、
土
地
利
用
(
地
力
維
持
再
生
産
)
を
基
軸
に
し
て
、
自
然
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
生
態
系
お
よ
び
家
畜
生
理
の
合
則
性
を
把
握
し
て
そ
の
合
理

的
利
活
用
を
図
る
べ
く
、
飼
料
作
と
家
畜
飼
養
の
両
部
門
を
併
立
さ
せ
る

構
造
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
土
台
の
上
に
生
産
要
素
を
体
系
的
に
組
み
立

て
る
経
営
管
理
部
門
が
重
畳
す
る
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

乳
牛
の
繁
殖
過
程
を
助
長
、
媒
介
す
る
人
間
労
働
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
生

産
力
が
能
く
形
成
さ
れ
、
実
現
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

し
か
も
こ
の
地
力
維
持
再
生
産
は
た
ん
に
飼
料
作
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、

「土
e

つ
く
り
!
草
守
つ
く
り
|
牛
守
つ
く
り
」
と
い
う
相
互
不
可
分
離
な
過
程

七

の
中
で
根
幹
に
位
置
し
て
お
り
、
牛
の
生
理
、
健
康
あ
る
い
は
牛
乳
の
品

質
に
も
影
響
す
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
ま
た
、
「
健
牛
」
な
く
し
て
安
定
し
た
経
営
が
成
立
せ
ず
、
そ

れ
は
当
然
土

e

つ
く
り
、
地
力
維
持
再
生
産
の
あ
り
方
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
て
「
土
↓
草
↓
牛
↓
土
↓
草
↓
牛
」
の
循
環

を
な
し
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
士
、
草
、
牛
そ
れ
ぞ
れ
の
健
全
な
再
生
産
を
内
包
し
た
、

こ
の
循
環
全
体
の
正
常
な
運
行
が
酪
農
経
営
の
基
本
に
据
え
ら
れ
る
こ
と

は
、
従
来
よ
り
指
摘
さ
れ
、
強
調
さ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
北
海
道
酪
農

が
限
界
地
的
気
象
条
件
お
よ
び
火
山
灰
土
壌
と
い
っ
た
よ
う
な
劣
悪
な
条

件
の
下
で
立
地
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
だ
け
に
、
こ
の
こ
と
は
な
お
さ
ら

重
要
な
意
味
を
帯
び
て
く
る
。

そ
し
て
「
量
か
ら
質
へ
」
の
転
換
が
関
わ
れ
て
い
る
現
在
、
こ
う
し
た

全
体
構
造
を
ふ
ま
え
た
酪
農
生
産
力
の
内
実
の
点
検
、
検
討
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
際
に
強
調
す
べ
き
こ
と
は
、
そ
こ
で
の
飼
養
管
理
労
働
、

肥
培
管
理
労
働
の
質
的
重
要
性
と
そ
の
正
当
な
労
働
評
価
に
よ
る
労
賃
引

(ω
〉

き
上
げ
の
必
要
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
酪
農
生
産
力
の
根
幹

に
位
置
し
、
源
泉
の
素
因
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
人
間
の
労
働
力

で
あ
り
、
そ
の
正
常
な
再
生
産
が
何
よ
り
も
ま
ず
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
い
ま
み
た
循
環
も
そ
の
根
底
に
は
絶
え
ず
労
働
力
の
再



生
産
、
い
わ
ば
「
人

e

つ
く
り
」
が
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
人
・
つ
く

り
|
土
，
つ
く
り
|
草
づ
く
り
牛
，
つ
く
り
|
人
・
つ
く
り
|
」
と
循
環
連
鎖

を
な
す
の
で
あ
る
。
先
に
み
た
病
畜
、
姥
死
の
増
大
も
そ
の
連
鎖
の
破
綻
、

ほ
こ
ろ
び
の
現
象
に
ほ
か
な
ら
な
い
し
、
そ
の
こ
と
は
ま
た
酪
農
生
産
力

の
再
生
産
基
盤
そ
の
も
の
の
動
婦
、
衰
退
を
も
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

注
(

l

)

大
樹
町
農
業
に
関
し
て
は
、
『
酪
農
経
営
の
「
大
規
模
化
」
と

農
民
層
の
生
産
・
労
働
|
生
活
過
程
』
第
一
線
、
『
同
』
第
二

編
(
北
大
教
育
学
部
産
業
教
育
計
画
研
究
施
設
報
告
書
、
一
九

七
七
年
三
月
、
七
八
年
三
月
)
、
『
牛
肉
市
場
構
造
と
肉
用
牛
経

営
の
成
立
条
件
』
(
北
海
道
農
業
試
験
場
経
営
研
究
資
料
第
四

九
号
、
八

O
年
三
月
)
、
『
酪
農
経
営
の
新
た
な
展
開
方
策
に
関

す
る
調
査
l
i
l
大
樹
町
に
お
け
る
酪
農
経
営
の
当
面
の
諸
課
題

|
|
』
(
北
海
道
開
発
局
開
発
調
査
課
部
内
資
料
、
一
九
八
二

年
九
月
)
。
ま
た
同
町
に
お
け
る
粗
飼
料
生
産
に
つ
い
て
は
、

荻
間
昇
「
サ
イ
レ

1
ジ
用
と
う
も
ろ
こ
し
の
導
入
と
土
地
利
用

の
変
化
」
(
『
北
農
』
第
四
八
巻
第
四
号
、
八
一
年
四
月
)
、
荻
間

他
五
氏
「
自
走
式
フ
オ

ν
1
ジ
ハ

l
ベ
ス
タ
の
広
域
集
団
利
用

と
サ
イ
レ

l
ジ
と
う
も
ろ
こ
し
の
収
穫
調
整
技
術
」
(
『
北
農
』

第
四
六
巻
第
九

t
一
一
号
、
七
九
年
九
一
一
月
)
を
参
照
。

(

2

)

土
地
刺
用
に
つ
い
て
は
触
れ
え
な
か
っ
た
が
、
前
掲
『
大
樹

町
に
お
け
る
酪
農
経
営
の
当
面
の
諸
課
題
』
、
四
八

t
五
一
ペ

ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
。
有
利
な
函
と
し
て
は
ピ

l
ト
作
に
伴
つ

《
ノ

I
卜
》

北
海
道
酪
農
の
当
面
す
る
生
産
力
問
題

た
土
壌
分
析
の
実
施
、
輪
作
の
実
施
に
よ
る
合
理
的
な
土
地
利

用
お
上
び
飼
料
作
の
肥
培
管
理
の
良
さ
に
よ
り
、
単
位
面
積
当

た
り
収
量
が
相
対
的
に
高
い
こ
と
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。

(

3

)

各
酪
農
家
の
経
産
牛
一
一
政
当
た
り
乳
量
と
診
療
率
と
の
相
関

は
後
搭
第
四
図
で
示
し
て
お
い
た
が
、
個
別
問
格
差
が
大
き
い

こ
と
が
わ
か
る
。
同
様
に
、
乳
量
と
濃
厚
飼
料
給
与
量
の
相
関

関
係
を
各
農
家
ご
と
に
比
較
し
て
も
農
家
聞
の
ば
ら
つ
き
が
極

め
て
犬
き
い
。
こ
の
古
川
は
拙
稿
「
土
地
・
『
地
力
』
問
題
の
激

化
と
安
換
耕
作
の
展
開
」
(
農
業
総
合
研
究
所
北
海
道
支
所
『
研

究
季
報
』
第
六
四
号
、
一
九
八
三
年
三
月
)
、
七

0
ペ
ー
ジ
を

参
照
の
こ
と
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
も
、
飼
養
・
肥
培
管
理
技
術

的
に
も
、
あ
る
い
は
牛
群
構
成
上
も
な
お
発
展
途
上
に
あ
っ
て
、

確
固
と
し
て
安
定
し
た
基
盤
に
立
ち
え
て
い
な
い
農
家
が
多
い

こ
と
が
窺
え
る
。

な
お
、
岩
手
県
金
ケ
崎
町
酪
農
を
対
象
に
し
て
、
粗
飼
料
基

盤
と
飼
養
形
態
と
の
関
連
で
病
気
の
発
生
等
を
含
む
経
営
分
析

を
行
・
な
っ
た
も
の
に
、
綱
島
不
二
夫
「
酪
農
の
発
展
方
向
と
そ

の
課
題
」
(
西
国
周
作
・
吉
田
寛
一
共
編
『
東
北
農
業
|
|
技

術
と
経
嘗
の
総
合
分
析
|
|
』
、
長
文
協
、
一
八
八
一
年
)
、
二

八
九

i
一
ニ
一
一
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
も
粗
飼
料
確

保
量
の
優
劣
と
発
病
の
多
少
と
の
関
連
が
明
白
に
一
万
さ
れ
て
い

る。

(

4

)

詳
細
に
つ
い
て
は
前
掲
『
研
究
季
報
』
第
六
四
号
を
参
照
の

七



《
ノ

l
卜
》

北
海
道
酪
農
の
当
直
す
る
生
産
カ
問
題

こ
と
。

(

5

)

こ
れ
ら
の
起
立
不
能
症
等
に
つ
い
て
は
「
産
前
産
後
に
お
け

る
乳
牛
の
腰
ぬ
け
対
策
」
(
『
酪
農
事
情
』
一
九
七
九
年
五
月
号
)

等
を
参
照
。

(

6

)

乳
房
炎
に
つ
い
て
は
、
横
関
正
直
「
乳
房
炎
の
た
め
の
消
毒

と
そ
の
注
意
点
川
、
閣
」
令
官
胃
産
の
研
究
』
第
三
四
巻
第
一

O
、

一
一
号
、
一
九
八

O
年
一

O
、
一
一
月
)
、
上
野
克
美
「
乳
牛
の

飼
養
管
理
技
術
の
改
善
方
向
」
(
酪
食
事
情
社
編
『
八

0
年
代

の
日
本
酪
農
』
、
一
九
八
一
年
)
等
を
参
照
。
こ
こ
に
示
し
た

事
例
は
鹿
追
町
の
み
で
な
く
、
大
樹
町
、
標
津
町
の
例
も
含
む
。

(

7

)

千
田
英
二
「
乳
牛
の
繁
殖
障
害
に
関
す
る
経
営
的
研
究
」

(
『
農
業
技
術
研
究
所
報
告
』

H
第
二
六
号
、
一
九
六
一
年
五

月
)
、
ニ

t
三
ペ
ー
ジ
。

(

8

)

前
掲
『
研
究
季
報
』
第
六
四
号
、
六
九

t
七
一
ニ
、
一

O
五
ペ

ー
ジ
。

(
ヲ
)
合
理
的
作
付
方
式
、
輪
作
体
系
の
形
成
条
件
に
つ
い
て
は
全

園
長
林
統
計
協
会
連
合
会
『
北
海
道
に
お
け
る
畑
作
物
の
作
付

変
動
要
因
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
|
|
畑
作
農
家
に
お
け
る

輪
作
体
系
の
決
定
構
造
に
関
す
る
調
査
研
究
1
1
6
』
を
参
照
。

技
術
的
問
題
の
み
な
ら
ず
、
農
畜
産
物
価
格
、
収
益
性
の
問
題

も
重
要
な
規
定
要
因
で
あ
る
。
な
お
七
戸
長
生
は
「
畜
産
的
土

地
利
用
技
術
の
関
連
構
造
」
を
土
地
基
盤
、
自
給
飼
料
の
生
産
、

自
給
飼
料
の
調
整
・
利
用
、
家
畜
飼
養
の
四
要
素
の
相
互
の
規

一
七
四

定
関
係
と
し
て
構
造
的
に
と
ら
え
、
発
展
段
階
を
ふ
ま
え
た
総

合
的
把
握
の
必
要
性
を
提
起
し
て
い
る
(
中
央
畜
産
会
『
畜
産

に
お
け
る
土
地
利
用
の
展
開
同
一
九
八
一
年
、
六

l
九
ペ
ー

ジ)。

(
叩
)
家
族
労
働
は
、
「
農
業
労
働
に
従
事
す
る
一
人
前
の
農
家
世

帯
員
が
現
に
そ
の
地
方
で
多
く
就
労
し
て
い
る
産
業
の
生
産
労

働
者
に
対
し
て
支
払
わ
れ
て
い
る
標
準
的
な
賃
金
」
に
よ
っ
て

評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
一
律
の
適
用
の
是
非
が
検
討
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
後
述
の
「
お
わ
り
に
」
で
例

証
し
た
よ
う
に
現
実
に
形
成
し
、
獲
得
し
て
い
る
農
業
所
得
は

さ
ら
に
低
い
水
準
に
低
落
し
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
も
検
討
を

要
す
事
項
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お

わ

り

に

当
初
予
定
し
て
い
た
酪
農
生
産
力
の
技
術
的
構
成
と
経
済
的
構
成
(
リ

酪
農
家
経
済
の
価
値
循
環
の
実
態
と
そ
れ
を
規
定
す
る
社
会
経
済
的
諸
条

件
の
構
成
〉
の
両
者
の
統
一
的
把
握
に
よ
る
総
体
的
分
析
は
、
前
者
に
偏

り
後
者
に
つ
い
て
は
成
し
得
な
か
っ
た
。
そ
の
点
は
残
さ
れ
た
課
題
と
す

(

l

)

 

る
が
、
酪
農
家
経
済
の
再
生
産
の
問
題
に
つ
い
て
筒
述
し
て
お
き
た
い
。

六
六
年
以
降
七
一
年
、
七
六
年
の
三
次
に
亙
る
酪
農
近
化
代
計
画
(
第

一
次
で
は
年
率
一
八
%
、
以
下
一
一
%
、
八
%
と
い
う
飛
躍
的
乳
量
増
加

を
目
標
)
に
誘
導
さ
れ
た
急
速
な
規
模
拡
大
、
そ
れ
も
自
己
蓄
積
条
件
の



極
め
て
厳
し
い
中
で
の
規
模
拡
大
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
技
術
的
、
経

済
的
問
題
、
お
よ
び
、
そ
の
中
途
で
の
「
過
剰
」
問
題
の
発
生
に
よ
る
乳

価
据
置
な
ら
び
に
七
九
年
以
降
の
生
乳
の
計
画
生
産
と
い
う
急
ブ
レ
ー
キ

に
よ
る
打
撃
に
よ
っ
て
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
等
の
一
般
的
経
済
変
動
の
他
に
、

酪
農
家
経
済
は
こ
の
一

0
年
間
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
き
た
。

す
な
わ
ち
、
七
三

t
四
年
の
飼
料
価
格
暴
騰
等
に
よ
る
経
済
危
機
、
お

よ
び
計
画
生
産
下
八

O
年
以
降
の
劣
悪
化
し
た
酪
農
家
経
済
条
件
下
の
危

機
、
こ
の
二
度
に
及
ぶ
危
機
の
襲
来
、
そ
し
て
他
方
で
は
、
七
六

t
七
八

年
の
空
前
の
活
況
と
い
っ
た
激
し
い
変
動
の
狭
間
で
、
一
定
の
規
模
と
安

定
的
な
再
生
産
基
盤
に
ど
の
時
点
で
到
達
し
た
か
、
こ
と
に
よ
り
早
期
に

到
達
し
得
た
か
ど
う
か
、
そ
し
て
状
況
変
化
に
如
何
に
対
応
し
た
か
、
そ

の
巧
拙
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
良
否
が
経
営
成
果
の
良
否
に
大
き
な
影
響

を
与
え
、
か
つ
ま
た
大
き
な
差
異
を
も
た
ら
す
も
の
と
も
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
八

O
年
以
降
の
連
続
的
冷
災
害
は
不
安
定
な
生
産
力
基

盤
に
動
揺
を
与
え
、
厳
し
い
試
練
を
課
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

こ
う
し
た
動
向
、
変
動
の
一
端
を
第
五
図
に
示
し
て
お
い
た
が
、
こ
こ

で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
近
年
の
生
乳
生
産
に
厳
し
す
ぎ
る
と
い
え
る
酪

農
関
連
諸
価
格
条
件
と
、
そ
れ
ら
に
よ
る
搾
乳
牛
一
頭
当
た
り
所
得
の
激

減
な
ら
び
に
所
得
率
の
二
0
4
F

へ
の
急
低
落
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、

牛
乳
生
産
費
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
日
当
た
り
家
族
労
働
報
酬
が
七
九
年
の

八
二

O
O円
か
ら
八
二
年
の
四
六

O
O円
へ
と
激
減
し
て
お
り
、
急
激
な

《
ノ

l
ト
》

北
海
道
酪
農
の
当
面
す
る
生
産
カ
問
題

経
営
悪
化
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
生
産
費
調
査
で
は
把
握
し
え
な
い
問
題
に
負
債
累
積
の
問

題
が
あ
る
。
北
海
道
に
よ
る
一
万
五
三
六

O
戸
の
酪
農
家
調
査
に
よ
れ
ば
、

八
O
年
末
に
二
戸
平
均
負
債
額
は
二
三

O
O万
円
以
上
に
達
し
て
お
り
、

八
O
年
に
元
利
償
還
か
可
能
な
農
家
は
四
四
%
に
す
き
ず
、
償
還
は
お
ろ

か
家
計
費
も
捻
出
不
能
な
酪
農
家
が
一
三
%
に
も
及
ぶ
な
ど
経
済
的
破
綻

に
陥
る
農
家
が
増
大
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
点
を
八
一
年
度
の
農
家
経
済

調
査
に
よ
っ
て
示
す
と
、
第
M
表
の
よ
う
に
、
農
業
所
得
で
家
計
費
を
充

足
で
き
る
の
は
経
産
牛
ゴ
一

O
一
期
以
上
層
の
み
で
あ
り
、
ま
た
、
農
家
経
済

全
体
と
し
て
余
剰
を
形
成
し
λ
ノ
る
の
は
三

O
頭
以
上
層
と
一
五

t
ニ
O
頭

層
の
み
で
あ
り
、
他
の
規
模
層
は
大
幅
な
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

問
題
な
の
は
、
そ
の
剰
余
か
ら
捻
出
す
べ
き
一

O
O万
円
前
後
か
ら
二

O

O
万
円
以
上
に
及
ぶ
と
み
ら
れ
る
元
金
償
還
額
が
、
平
均
的
に
は
全
階
層

で
捻
出
不
能
と
な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
点
で
あ
り
、
全
階
層
的
な
危
機

(

2

)

 

の
深
刻
化
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
し
て
、
同
表
脚
注
に
示
し
た
よ
う
に
、
全
国
平
均
の
五

t
二
九
人
規

模
の
製
造
業
労
働
者
の
一
時
間
当
た
り
労
賃
と
北
海
道
農
家
の
農
業
労
働

所
得
を
比
較
す
る
と
、
稲
作
、
酪
曲
演
、
畑
作
等
の
農
業
労
働
所
得
は
、
そ

の
五

O
t
八
0
4
F
程
度
に
し
か
及
ば
ず
(
酪
農
単
一
経
営
の
平
均
で
五
九

%
)
、
農
業
労
働
が
低
い
所
得
形
成
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

「
出
稼
ぎ
被
贈
扶
助
等
の
収
イ
人
」
に
依
存
す
る
度
合
、
が
ま
す
ま
す
強
ま
り
、

一
七
五



150 

f干-1L牛UXi当たり

年1111所得

130 

120 

110 

100 

90 

80 

70 

60 

50 

農業所符率

30 

201 
1967 70 75 80 

第 5図 北海道における酪農関連価格および搾乳牛 l頭当たり所得の推移

(1975年 =100)，酪農単一経営の所得率の変化

資料:北海道統計情報事務所『牛乳生産調査.!I， Ii農家経済調査.!I， Ii農村物価賃金

調査』による.

七
六



第 24表北海道農家および酪農家の経済の総括 (1981年度)
〈単位:千円， %) 

酪農単一経営

捜 115-20120-30I~頭以
員未満

経営耕地面積 ①〈アール〉 928 2，230 1，602 2，912 3，624 

自家農業投下労働時間 ②〔時間〕 3，709 5，534 6，01ヲ 7，358 8，257 

長 業 所 得 ③ 2，157 1，948 3，922 3，542 5，984 

農 外 所 得 ④ 1，343 823 423 -594 -278 

長 家 所 得 ⑤=③+④ 3，500 2，771 4，345 2，948 5，706 

租税公課諸負 担 ⑥ 1，203 1，170 1，129 1，459 1，992 

税 事l 所 得 ⑦=⑤ー⑥ 2，296 1，601 3，216 1，489 3，714 

出稼ぎ被贈扶助等の収入 ③ 1，889 1，755 2，030 1，387 2，077 

可処分所得 ⑨=⑦+③ 4，185 3，356 5，247 2，876 5，791 

家 言十 費 ⑮ 4，506 3，ヲ134，434 4，070 4，817 

農家経済余剰 @=⑨ー⑮ -321 -557 813 -1，194 974 

農業所得による家計費充足率⑫=③?⑩ 47.9 49.8 88.5 87.0 124.2 

農業所得率 ⑬ 26.6 18.2 27.6 18.2 21. 0 

農業労働10時間当たり農業
⑬〈円〕 6，270 3，653 6，760 5.005 7，561 

純生産

注(1) 農水省北海道統計情報事務所『北海道農林水産統計年報.H農家経済編〕

1981年度による.

(2) A製造業 5-29人規模の事業所の l人平均月間現金給与額 (1981年)=

179，231円.

B全製造業の l人平均月間実労働時間(1981年)=177.4時間.

C製造業 5-29人規模事業所の l人10時間労働当たり現金給与額=10，103

円.

(以上は労働省『毎月勤労統計調査Jl1981年結果による.) 

(3) 農業労働と 5-29人規模製造業の労働の対価を比較すると，後者を 100と

七 して，全道総平均=62.1，稲作平均=48.0，畑作平均=85.4，酪農平均=

七 58.8，酪農30頭以上=74.8，複合=53.5である(⑭7Cx100で算出).
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当
面
す
る
生
産
力
問
題

不
可
欠
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

ま
さ
に
労
働
力
の
再
生
産
が
困
難
に
な
っ
て
き
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
ら
経

済
的
問
題
の
解
決
が
焦
眉
の
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
経
済
的
問
題
と
と
も
に
、
先
述
し
た
技
術
的
問
題
の
解
決
が
如

何
に
な
さ
れ
る
か
、
そ
の
あ
り
方
が
、
当
面
の
と
同
時
に
将
来
の
北
海
道

酪
農
の
生
産
力
の
発
展
方
向
と
酪
農
民
の
分
解
動
向
を
規
定
し
て
い
く
こ

と
に
な
ろ
う
。

な
お
こ
こ
で
注
記
す
べ
き
点
は
、
先
に
も
触
れ
た
が
、
個
別
農
家
問
の

技
術
的
構
成
お
よ
び
経
済
状
態
の
格
差
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
、
す
な
わ

ち
、
発
展
途
上
に
あ
っ
て
、
一
部
の
優
良
な
経
営
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、

多
数
が
技
術
的
に
も
経
済
的
に
も
生
産
力
基
盤
が
な
お
安
定
し
て
お
ら
ず
、

歪
み
を
内
包
し
つ
つ
格
差
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
正
確
に
認
識
す
る
こ

と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
全
階
層
的
な
全
体
的
対
策
の
み
な
ら
ず
、
個
別

的
、
具
体
的
な
対
策
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
(

l

)

負
債
等
酪
農
家
経
済
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
北
海
道

酪
農
の
生
産
力
的
課
題
」
(
『
北
海
道
酪
農
の
再
編
方
向
と
そ

の
成
立
条
件
』
第
一
章
、
農
業
総
合
研
究
所
特
研
資
料
第
四
号
〉
、

お
よ
び
拙
稿
「
酪
農
経
蛍
に
お
け
る
負
債
問
題
と
対
応
策
」

(
『
農
業
と
経
済
』
第
四
九
巻
第
六
号
、
八
三
年
六
月
号
)
等
を

参
照
さ
れ
た
い
。

(

2

)

八
二
年
に
は
計
画
生
産
の
緩
和
、
豊
作
等
に
よ
り
農
業
所
得

一
七
入

が
回
復
す
る
が
、
そ
れ
で
も
酪
農
単
一
経
営
の
平
均
値
で
可
処

分
所
得
が
四
六
万
円
、
農
家
経
済
余
剰
は
一

O
万
円
に
す
ぎ
ず
、

他
方
で
は
負
債
が
二
七

O
O万
円
に
増
大
し
て
お
り
、
一
元
金
償

還
が
平
均
的
に
は
や
は
り
不
能
と
な
っ
て
い
る
。

〔
後
記
〕
本
稿
は
、
昭
和
五
七
年
度
専
門
別
総
括
検
討
会
議
(
経

済
部
門
〉
の
全
員
会
合
に
お
け
る
報
告
を
土
台
に
し
て
ま
と
め
た

も
の
で
あ
り
、
石
関
良
司
研
究
員
よ
り
貴
重
な
コ
メ
ン
い
を
い
た

μ

た
い
ム
た
。
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粗
飼
料
基
盤
と
飼
養
管
理
問
題
|
|

字

忠

野

義

北
海
道
酪
農
は
酪
農
家
の
激
し
い
分
解
を
伴
い
な
が
ら
、
酪
農
近
代
化

計
画
の
下
で
目
覚
し
い
規
模
拡
大
と
乳
量
の
増
大
、
生
産
性
の
上
昇
を
実

現
し
、
生
乳
生
産
シ
ェ
ア
を
三
三
%
に
ま
で
高
め
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
乳
製
品
類
等
輸
入
増
大
下
で
の
「
過
剰
」
を
契
機
と
し
た
七
九
年
以

降
の
生
乳
計
画
生
産
下
で
、
乳
価
据
置
き
、
資
材
等
の
値
上
が
り
、
負
債

の
重
圧
等
に
よ
り
経
営
の
危
機
的
様
相
が
現
わ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
こ
う
し
た
現
段
階
に
お
け
る
北
海
道
酪
農
の
生
産
力
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
畑
作
酪
農
地
域
の
実
態
調
査
を
素
材
に
し
て
検
討
を
加
え

た。
そ
の
結
果
で
は
、
草
地
の
開
発
整
備
あ
る
い
は
サ
イ
レ

l
ジ
利
用
技
術

の
向
上
等
粗
飼
料
基
盤
の
絶
対
的
増
大
は
実
現
し
た
が
、
頭
数
増
大
の
テ

ン
ポ
に
追
い
着
か
ず
、
乳
牛
一
頭
当
た
り
粗
飼
料
基
盤
の
低
下
、
逆
に
、

購
入
濃
厚
飼
料
へ
の
依
存
を
強
め
て
い
る
。
こ
の
濃
厚
飼
料
の
給
与
増
等

に
よ
り
乳
量
は
増
大
し
た
が
、
同
時
に
、
顕
著
な
飼
料
効
果
の
低
下
、
繁

殖
障
害
等
病
畜
・
鍔
死
の
増
大
を
招
い
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
動
向
と
要
因

r一、
要

旨

に
つ
い
て
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
急
速
な
規
模
拡
大
は
経
営
管
理
と
と

も
に
飼
養
管
理
労
働
の
重
要
性
を
際
立
た
せ
て
き
て
お
り
、
そ
の
あ
り
方

が
酪
農
生
産
力
を
大
き
く
規
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
見

落
と
す
べ
か
ら
ざ
る
点
と
し
て
、
飼
養
管
理
に
直
接
関
連
し
、
あ
る
い
は

ま
た
そ
の
背
景
に
あ
る
組
飼
料
問
題
、
さ
ら
に
は
土
地
利
用
と
地
力
問
題

が
顕
在
化
し
て
き
で
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

そ
し
て
、
経
営
危
機
と
病
畜
・
姥
死
の
増
大
と
の
相
関
関
係
と
悪
循
環

が
特
徴
的
で
あ
り
、
現
在
の
局
面
に
お
い
て
は
、
=
戸
二
三

O
O万
円
を

超
え
た
負
債
の
重
圧
あ
る
い
は
価
格
問
題
等
経
済
的
問
題
が
重
な
り
、
さ

ら
に
そ
の
上
に
連
続
冷
災
害
の
打
撃
も
加
わ
っ
て
、
酪
農
生
産
力
の
根
底

に
位
置
す
る
労
働
力
、
地
力
な
ら
び
に
健
全
な
乳
牛
の
維
持
再
生
産
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
危
う
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
も
一
様
に
現
わ
れ
る
の
で
は

な
く
、
酪
農
家
聞
の
個
別
差
が
非
常
に
大
き
く
現
わ
れ
る
と
い
う
形
で
展

開
し
て
お
り
、

A
寸
後
の
分
解
の
進
展
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
急
速
な
規
模
拡
大
途
上
で
の
「
過
剰
」
を
契
機
と
し
た
計

画
生
産
下
で
、
技
術
的
・
経
済
的
諸
問
題
が
発
現
し
て
お
り
、
酪
農
生
産

力
の
動
揺
が
み
ら
れ
、
発
展
途
上
に
あ
る
北
海
道
酪
農
に
と
っ
て
解
決
を

追
ら
れ
て
い
る
課
題
は
多
い
と
い
え
る
。

一
八
九
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